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研究ノート ii

マンションの轄講におttる法と正義
灰分所-10去の注合え制度lこ関する批FIJ的考察

南 孝部
一子士
、(:

11 次
「ケ f

!J' .'::::'- fr. 
持ーできT ¥1税7ちにお(-tる老ρi小税税マ〆シヨ>})ユi議 iア〆うート乱iJ.:fを1

前節苅査報行

i 調子グコ三副j' 古車

11 ギ嬰テ タじi))).l:~ 

前一治 判明子守の老十'jjり7/三ョンの特?と

1 .終(っし， ，フ)ι若手」意識のf三 .ph有-~

H fTiつに対す心絶望
E 敦子弘、 主売ム;¥CIJ問問主

v 高齢:1:1-u) ，g. '"' ;分該マ〆シゴ:/~:)実志
治二節 "庄形成も王まならな'，，'，小銃陪マシション

1資科小説桟マシ 3ヲンにおける実話両企7'>ウート)

鍔二話 会;λ マンンヨン~. :r~門マン会ョンの;主Ã、え円相進守

はOO:z 1ヤ丘分間T 有 1去攻止去の建替え i_~~-îl(吋疋f:.::.)

fJ方言:1 :~Uよγ; シヨ / ...M:~汀I (l)果亡

第 節 老Lマンションの返さ一之成功例 e存在 ~sý 安打を乗り J与えて

情=:i!IJ スケヲソブアぺどル、pもた iうすもの
I 閉却 Lの緊張関係

11. :1ミユーマイ-P)trf妻。iijお洲
市 況イf京民情烹築物的同期

告二青 一三〆/三ンにおける多専七:}_~;l，-.iシ CI)J上表

':~Zlf ゴ分所4 決の間 ~lL5')

l，:3J Iti止、日(ロ 3SCl)7IS
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第三節 台意形成ル、 Jしの見直しの必要1'C
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終章

序章終着の多様化
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胆総事I'r>!ぐの点字の涜場}な Jた「二rフユ ンヨ、，t;;!ll!自 ρ 「市露間Jζ問題/:.ryt

)rt党した決多〈のマ~シのよう L 、 E十等技~，~年しか経ってし』ないものがす

ンケリートの闘より J:':L ~てしまうこよを下却IJ'-;:l )~こどは峰 L い 紋路めんノ;λ

ド fン手オンがあωからよいうて電Eわが子EfJ込んで来るには巳わなしし、建築

1 在日 t がなされて検 :i~~i芹にしつ iじされた 7 ンンヨシが震度 Q :i.!lで初~j~ ずる r !J日jfも

チ包し7ロなしミであろうご まさに法律のミ塁走をおえたところ守 l評官!の礼安が

起さ E いるのである 3 以司令阪神田氏路大R3Lにおい亡、 t~キく町二ム/シヨ J

が1割;境、あ心いは大きな他害に遭ったのを受け亡、 rt.:1;)見区分所千J建物の再建

令'7に|有寸る特別措置法 l以下、 l被災丘公lうr;有法いろ J がMぅ-2.され、 l建

物内|くう:J-.;-~:J~1-1等に河する，去主主(以 1、'["守可イ-p去 という( を袖冗する二 E

Iな.， r が、これはあ\まで政令。ノ2t:r ~rE 守主けた民主ーγ お L て適 !11 され '0 も i つ

lで為的、今のような今 スぞは対象外1なっ ζ〕三ムの守ある

悦tB偽j((l)，jG党 Lた〆シヨ/のいえっかについ(、凶ェ交治省ベコトlL同沿

1-+、が緊「にじ Li詰」到25を{I'Iし七灯、さコ iこ叫d、Rのように1，[1断:こぽ4主義準法
q 条 l 引っ使 !-I-J~主 11" r~ì '，i'i /，(出[こ 公訟のイ干とへのijt;;!/:'や持続するなと、 この

1午、一間Lζ行政のだ応はいつになくスピ デイで"，.， たの震j込ち強力会1震が来

たとえに人"むの危険77まあるてとがHr，内なじ，)だからー斗たり ~('C はあるのだが、ベコ

はり医4または日治体が定込確認業務につ'，，'，亡、日ち指定したJf;聞の I指定確認

検査機関」か f〆乙ョン業者同耐震偽装そ見ik:-)ーな?ったこと:対 tる貝仔し、

もちろん、iÎlijl止を作っと~cr)玄包を~~.-"尽きなかっとからであろっ。これは、

]l?山E本との端情交が(;201)6年ょ211に全{干民との立てv終了 Lたご下抗力、り

年 7片全りをましょ:
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青空中j平民 17 行刑第二小法廷決~:;(，~おし、て、横 ι~~: ，-t-Î(，乃抗告が草刈;きれと

ヨ 1< 土でも士〈、私むそ与者 x ご'，.'之;。しか仁、、う~~ 7~ r干: 父ほ~;;:;や巨 t内{芋

の早急な，~JC，~(，"に疑問も感じこ t 、る}本当に l 危ないマシ、ョン」はこの ;:1 '， ~i，中

ドあるマンンヨンだけであろろか。立築基半そlz、11:1/， 1、;也格建築均!の 1;'存

を品約、 Ji勺、今ii:l;U1 =f!.<が行分Yiャ/三 It5耐震恭芋 J :: 1081 <-i に&/5¥もじっ/で

けでなぜ、、ぞれn防」法設されたγ ノ乙ヨノ」つ~，;は再来この基準を託た[

ていないノ 1:5-)~られるの l~' てうであるな hぱ、県l支 ~d5iでirtJ~~ ーするマンショ

ンは他にも存在しているのであ匂

:?，Cη3ft'度γ ン:.-.O:Iン総合羽左桔呆報告舎つ(j);、下 l稔色調査 J }~ 1.'つれ、こ」

;(vi工、約 lCCJ.; 口 w度が:r-: j:W;~~' 品主主!":: 1:るものと推定ヨ九七、こ与したマ/乙ョ

ンは巣l:Lて l危なしマンシ司ザ」ではないのだοっかη20(r-，年11;''129司梓R

::;，，~主党 lで柁訴〕と神口丹波え r ンシヨシ， ~t コ 不 全J喪(レ認で)は1966す

i主主主、(:::c害した芦原山 l峯九三ーマ/シで〆 :;J:: 9前年足築 Pあっす;、 tなわち、

I~I;，:梓・淡路た友災 iこ:r;、てよ♂な被害ま rづけたマ;シヲンのほとんどが戸耐~~-r_-^

基準7で淀こられたもの打つトのとある その〕でも被沢により fC~ 1，リ連~t'l 二、

怜戸市からの fl~J; ~~{引きをそそげながら f土井主主けといだ.s8:.1';-'i: t "リ三よ闘いとい

るコ私も、被災後10年伝η t:.東11Iこf ポ:こ実|尽にιを碍んて7、L子:!;t!(1)]，昔物。〉

3判H宇治19(1i;'~;ω買いまとめこちょ#γ なゐのは、 1土 UJ幸六編 l 耐，;; t市砦![:，;.J;"l(1) 

R住 建物円安全力制iJ;:t.設 ~-:-j I 公人辻、 ::~U061 己uw 資料:を参事の

これら )速Eぴの)X芯1' k~，ひρ に コいては、 j汗万 IJ嵐五苦苛杭?花と予膏ヰ.10附投震偽4投f土守Jノ刀?、ら円オ不てを立、 3玄主ヲ会

1編紅 1段安=築春草f命;むむ 偽2投L予そ(1}臼叫fて 五交:全一で 去

2出O(刷、陥〕スリ) 仁jお:3i.--‘て ;法主乍6“的ド陀;なi法L二弐;]u止上，>;行寸オi主l けHれιfμ.~ ~つ】 L丈ん一1偽忘;装些イを託|幽岨J止|卜一す るよ と

;は止でさなドと、阪市の~X改正:批判的な見解チ述べて参考;なゐ

、楠l::.r-:;官.1I1烏哲夫編著つま ιづくり fア)/七めの 主主主と茶!牛法 集5fl規 Jで内達羽
と解釈」 rllJ鳥1(学jk;y--¥g担ネ 200:，;: '-?，心同月、仁、 IW，17パ、i車格出築物志)すは

法律不泊及の[京DJiこd り、;正午に))!当~l'大(広 7王主主的ト士令乃l~<. ドチヤ都市Gtü;;与の'4'

史で違反i主主主おとなる不合珪を防ぎ、 l'_l::J氏 c?)法院 紅済的生治的安定竺ル l~! る

もの と3ちり、 l号行では迫ti建築功とはならな ν が、 i曽茶、定替そ乃「千ii二J買

J丁基準行主込しなければならなし 4

下→+うど :;:-tj 当、 -[t治局 i下~+~~，~~{ì整備訣 ?j シヨ/管内lk~ 革宰編 ':2004年 2n '_:!~ 
苦ミム

ャ j>-!--<;;itn好奇書件 19~Ã に上 hi工lゴ制定基準(玄、耳↓行のl肘長基準一比較

「ゐ止、 O.5ti，-l、1いうものも数多くあく)::.いわれゐ
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二丁千スパシシヨンジョイ、部分カt瓦いに:千りかかるよ Jパこ縦に融主，~U;>'入っと

その三日さな外観言葉ネ宍ったごとを党三ている。そ L亡、っし』先ごろ ::':::008

/~. 1月J まご l宝塚消 コ ポラスJ Tμ高尚の女吐がにつに人事九~"C'，，" 

九のである ':~~えマ L ンヨン L つ L て 1;管 ~~ -c ~~j，，;主 J

I :tjf耐震&l't二J を凋l=~て'.，な v のは偽迭されとマンンヨシどけでuない

念日にほおよそ30%、止くのγ ンンヨノカ仁芦らに12何je:(きら(:.:ノク 1j 内

。〉坊化、ノしつ問題ち抱xながら、梶山町脅威のな刀存存し Zb寸1事'*にもっ

シ弓を向けとべきであるシ思う。 ~'~1とfじしないものρ 手当を Lな

あれば、壬プ}，.-・ハザ ド上'..'，た公千引を欠くは象ノ?と Iるばかりでは会九、

景法祭 13条の干沼抗求権すら欣つえしてし~ --'1ことになりか叫ない旬、つであ

る 氏1-勾当丈 :1j~ な支すみ第で寸む門担ではなI.- lJ::. 与えそ: さλγ今耳、町t

c.:H!，}2'?ンュョンi的支徒策。ついては、;ミll'解体はも;うろλ、茶々々片 tこ凶{又
{主まい主主への{岩下';8'~1人司山手配も行?ヘ 4司法マ/乙ヨ.'/(つH 亡はずきるだけ

)~十字与えの支援を行コといコちのごある含 L カ 1_ ， r![ノ九の資ijl:.形W(iこ税者以lil

(ちな'，.)J は寸いてJはなか トのかこ iJh室内L1!匙合品つのし.:~:r" I~:' ( ~-"C はめるま ν ヌ主

苓え王で干 i~'ふを投入するこ 1-' ，疑問をfTっ人は 01.-、はずにつ相当数の震災 7ン

〆弓/肘丹'6が 誌百七をにじ主[て刑tまさるをねなか た君171Jな

-' -，~詞注7 ンシヨシノ\のへ!~S' を断念 Lf二(，'1よな v、か 1(1じ

E量ロ 〉に席

もっこも、つづドlの支援策以来例;よゐ高さ制限ル議与EL、説、ノ;p三司三なと

d ;~~1， ，{f 、 111 日十万三扶準 (i)マシシヨ〆内阿 f~:;;1立特 iυ止、 l::ît:Ç:~;Z 持fI{J:'，法寺攻 lγL

ι2:~ や~~古イi;fl 当 tJ;'l 只。 2% か禄lめするこ t~ 1，'とため cV'之が、子社行 Ciよ5分の l王
で引き l げていゐ。しか u、ある F号市体のい~) i7ei'二投資」というのはMか達
手口感をおぼえる と fピ、 ~tIÎ'-? ン C ョンぃ 3 分昨:補訂J されJ ち改修「きな， 1 

5清うあるーぞれが何主なのだ、山章終章で没述する

弓 l前夜{岳災γ ンンヨ/につい C は、げ1:. 4) の佐、 i:EJ~;ヱ ι芳「樹て;f主投』、日本符

l'守新聞紅、 ~OOち!iff辺こと j軍 c，.~，長円安 安:立:なマ J シ可シド暮ら/:.:'.. ) ~~雲

母吉;;}、 2以;o) なこがあるが、者ftの三三iだ唱もあ、てか、なぜかあま t兄心べ
きものがな1.-'，三ど、制聖子の l 構造材陣方法、限界耐力計持、への，~d!';;J は、

今やのl町Fγ ょシヨ./(j)'j"f:.築日いてク門ーズア プ手れてくるだろう c
U 出牛;怒十「倒壊 太古;えご{ふ rf:~!_>(d~ とつな、んか] i，ちくま;(峰、 ~O{j 5)

:(-川間/也サニナ 1ご上 ;h，!i'~年金牛治主にとっ亡、 重nー〆宇和むこ，1::.Iiマイ七一

ムを igf~~:.t るこ(レどっと。
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による将積半の緩和を行い、さらに高層化L保留床を販売するこEP居住者の

負担、?司や自治体の負担日を最大限持減きせて解決Lょうとしている。 確かl軒

住吉にとっとも行政に土っても考えられる最蓄の他拾のようにみえるりしかし、

寸べてのマンションが同にように対応できるは Fはなし~敷地の大小もあるだ

ろうし、 H治体の:tJ}，心が回ーであるはずがないからであるーそして何より管理
紺令の能力不足が深刻なのであ，~また緊急涯難的杭置とはし弘元、担存のマン

ションよりも大規桟になるこ土により、周辺住民ぴ)円団内コ景矧が11:l~される土

し寸問題が浮上ずるこ，CもずF易に考えられる。確かに耐震強度のない大規模な

定物が隣f告する不安は耐え尊心、ものだが、規制緩和によって周辺住民的居住環

境をも変えてしまうことも配慮しなければならないと考える。

↓:)， jiy、瓦災地神門で聞かれたマンション学会において、九山I!ic気凶九大学法

科大学院教Je/が、「建替えでなければ解時LないマンションがあるJ とそのお、

必の中 C~Ó' ~ていたこ土を思い起こ1 、修復しがγ‘い損傷を免って L ま，，たマ

ンションにおい亡は、区分所有者向惟利を守るコ、昧Pの 'Ji持えJ e--かないの

かもしれない、私は被災マンションを実際に更るまでは、行定的な見解を持っ

ていたのだが、そんな生易しいものではなかった。被災マンションは結局震災

に耐えられる強度がなかりたから倒壊あるいは「壊したものである。ノL、なくと

も建控当時は合法的な既存不温情建控初であったのかも L完しないが、 ';i¥ない

マンシ辺ン」でありたのであるつその反省者踏まfて、耐震偽装のマンンヨン

だけでなく、こっ Lた既存不通俗的 ifi7ない7 ンション」の予備軍の一掃 IJ産

替えではなく耐震改修)者同ゃ自治体はもうψし真華に取り紺むべきである

な寸どなら、この問題はもっ J根深い病巣がある土思っかιどの構造吉十日が規定

;王りでも、「再斗鉄筋」干「小豆コンクリ ト」なと伝えられていな t'~'~l小

艮や欠陥は決して場当たり的な対比、で断凶ごきるものごはないからごあるりま

さl甲期発見、甲期対応によりスクヲ yブにならないようリカバリーすること

が;2_~年ごはないだろうかのまた、ハードの叫分だけが問題土なっているが、管

理業者向直内向|は涼刻な問題で、混存のような新規参入が存易にできる状出

は改善 Lなければならないりそして、何より、区分所有法的改止当の周知徹底

である。いつのまにか少数者になってしまうと、と:古高官害を摂こそ'S1#われて

Lまう法制度であるこ土を珪僻していない回分所有蓄がは土んどt"あるこ土ノト

「マンシヨン難民」という悲劇を生み出すことになるの Cある。

ここで、法的苛景を整理しておきたい 2001年8)Jにマンションの管理の適

北決60(2'375)713 [78] 
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正{じのJff:進に悶す必;去伴 (U，ト c直正化i1士J"いう，，) /， rH~!汗され、

としてのマ〆シゴ/争意識した、長期修鈴:::[-j:iij!，まつ ¥i);I叫t:重廷の徐々な

むJ桔が議1られよ口 こ3の〉入Jι法ぷ

の rン芋弁 γで頁期修絞計阿のι汁1成がなfき可tわぺた、こ二 }lはエ、マン、'/オ;ン/(7のJ 長令化4

1 いう白 r古義深い;与-， ごあつた L点か邑し 方「、 ワ矧ηη印2引刊iI '. ~斗 r t泊円叫イ[11"行丁されよた:マ

♂ 3ョンのた替ズグ〉円滑イ1:.等:こi芸1-gる法律 iUトl円河口i去1とν そ0) と2003

t り月に治h;::.;i'，~/:' ; j ，~-IT;. j:rf7 有した 0)61卜 11:三、ド分所有Jtiマンシヨシの町

有者}灯台意形成要併さえ_1~=;U;f， ~;;坊にまだ初周があ匂かかうう、にかかわ令〉

rl建替え j を詑ぃ Aるものでありた ムし亡、相川汗 'Hに{，'以り"↓"司

恥共周tt: --r-; 1':7: ~it 管;，"J規約 J を r-~，t /'ンヲ/捺'-~管 J'I 規約以卜 l 相当挙事ぷ]ー

といっ 一乙:y，U:.L.， ~)史的法改 Ü:.n -，li寸芯かな~_ f_' 私i土、そもそも '1三分所

有}士一"I)L士三が、つ盛正イロ士一よりも「円常化法J(シブト〕て改正されと「ね

J れ)が、今後丈き♀~-~悲止なるのではな t'l.n正常治Lごい品、なヤF♀らiま

frロヰfよlJ'(気 λ ままなら乙いマン三ョ〉がま/ゴヨ斗数多く存在I~ ! 'ごお川、法の

丙告し》丈 ζおりに i終おJ ~:\!Q えること?できる引疑問ごあると伝えるからであ

る"1) ") ，~: 1J、;主蒋え 辺if:Jだ，)!三怯策に依妙な説化が:1:.:.:: ~C きているのも事

主である内 :;..l--f父可当も の結果、何九かの:t_iltmにより JjEtZ夫?

必。茨戸と J5 えるとい i マンらヨシが令件で 1年か~.6おしかなかハたことなとか

ら、~:.r.イ、修 i1青瓦歴な，k')";:. データベース f己ゲる，シンヨ γ履歴 L ぇテム

i LすE又司;環。 t)iW，罪ヲモマ IIIU.I筒稲川:t-;-:ード;"J6" ;-~f Î" ，iづ法&積替事業J王の解E_(;'I"ij(.ff; 

$;)~け党三、 20\1:1、川員'- 1ζ分所有仁左<7)I日tfi2条 l誌の l老朽 Hif語、 台1;

のわ高夫 3 の f~ の5舟ーが ({1;r' -~，、「:主持の J 績その 1胞の事f自に照らし、:主持が

その対沼を准持し、又:-i::I15更す匂めに治分グ)~q を変 f一句こよを必~L -~"て. ， 

7二玄続的要件は，~_Il きれるとともに、 l'I 7f-詰物。 ìI i自fJが1::長一;初と1'1 11 R~であ

手ことと敷地内loJ 斗の長件'i)j'iiドチされた。

19例年!，，-*:x古弓れた I;，}民主-..:;..-シ可ン 0)竺円!七:。伺する:+接調主J :貯I'JI法
人 L~ょ:十宅話、今七ン夕、 ついて、分譲マシ:>:: /" (!)員貸化は寸で(.:20タ秤

:i，，})っとこレがhか心 9cj止の 総合到交」は(バ日午}ではザエ?:~L2~らどが、

町岩手年目立 ~C% 尚三なっている内 l かし、ゅ(;-:;t坤事長自接持j音、後誌は「広告

票回収とあるためあま吟参写;こならなし』が、いずれにしとも、主主将年乃マンショ

ンでは常任化1，';が尚いこと十見ても介宣伝lit7予報しいこどや窃わせる、

1ンユヨ/みら

也伝子山 ~)<174)71?
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入を試みといる ο 匡土安直j寺町担当ピが話rょう L、「匡土セl毘村証七弓

が出した今後の{干宅f!，c京i主草菜料の山に~;--7> >:O!ンピ〉建替xと1、イコ棄はな

く。判←::.<'改修仁被み以てて 1，¥，るこどが問主ド!日ク詰って"'る。

しがL、マンシヲニはそう単純な代物ではなく、いきなり「再斗と改修ー t

E われども、高位11"'))"7ンッヨ/にはその l再生すへき力{管，~組合じも 1 4 

修 dL費用 l惣軒請す会) もI.;';iっこな '.1;のが安市である c そ[仁、何よりも

人分間有様'Hcトノ|ズ ";j'所有告が;)、rtiji支子理軍r していないこと 1};'~~ ~1!，やより抜状

化さ止でいるコ「口己責任誌 をヱ扶寸心者がいぺ1かもしれないが、明λ時に

詐称争;;it.対が.J:"される託、なく戸議f主主けn様に以売されている実務を鑑み

ると持、:tゴ:='，t:.H.~~H Jを持'"，j寸ヲぴ):，j: r~;.: 守可イ-J;-Ti-;二耳目であると胃科するハ

私 l土、不請で。 200;; 年 1 月一日月仁;うけ亡、十L根市内ぴ)老，~-'j/J、混岐マンシ司

ンに絞っ亡アンウ ト調Z を行勺/三結果をだに、河す R 耳打ι14、居住恒仕守会

c-m~ 1 た l ル絞っにおける主朽マシ L 封/ぴ)管'Bi'.!，実模 J に 7~'-- タう了析をイで

}十 1;:λ て爪j斉}主弓るととれに、千主主~f掃を行う二係 主主てほう子所有法改正吉?の

l 議~/~-.;ンシヲ>老汚マシ 3 ヲンの達也止におけ匂イ;--:~:7:-;，ij主的指寸童 l斗 J ~オ貧

乏し、 i_C(飯J 既存ユポ厄-h+，，~し、っとその信Jjとの問題 i ーも言及しとし lのそし ζ

仇二章では、 J出荷-9-;:-..たとの-1J(;::]のある 車の也<'i去の問詑古を整出-9るとと

もに、改正[たねの活科子長託愉効なrJ訴訟とある I+_~ 怖'"台第 :-~!]必」の草

加j全元L、 $~;-'{i)( 、レ .:>1、つ ， ~C 考察ゃれ点、"意形成しお叶ゐ T続的r煮の

;住吉を浮きli];i') :こLIごし入ま J七、 マシンヨンは主主討を('"，)迎えゐ 4¥きなのか

ぷ速に平手法F玄てを L旨べけよて除限な¥定替去ることが開Tしい子とは切っかであれ、

I~さえぶ外のす千円rのしくみや民法形態が必安 J なっヘる lエすでめり、そのヤゴ

応し l、、治iJI支 fイ完本導き出すここにも考察本試みることに宇品

珪主ヨノ?の述E状況 [j主将主的行I安、管理部{t(i)i言政状況、過去の除去苦役丘、 l叱

雪の保管状i:cなと」争見j::;Y:;;:去)¥-7ンシヨ/管.il.三/タ のゴ/'~-:了 タ ;登

却し、立まま↑白較はインタ 午、ゾトを法じて随門院覧でさるよっすゐも t勺です-

I ~ --7シ〆ヨンみつ， ，不 子守議情O)，考書メ;ffE才師要領 I[200にJ 日JI司法人，?'./ョ
ン:，\ 1車 4 ンター:，か〕、ェイリ11 刀fF'-}滑にχ ，~:rJ. -C きるかとうか混同問主れ亡 ν ふ

バマ J シ司 Ji半:fz干$[τた三:メイ〆シン Fジヴムにおけるわ;十交辻笹川fアィ七百
北京社、合目F究所の長谷川汗.!.~の発言 ('7 ンション品 法:~:~--f4→〔乱105 .1 lO"H.! 

~::: '1'字00:，/.373)711 l8uJ 
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第一章札幌市における老朽小規模マンションの実態(アン

ケート調査)

君臨一書官 調査報告

!.調査の実施・菅景

九幌市は人~--l 19{l万人に必り ι なお↑需工1Eが続い乙いる を1;3'1.-('<1)じ{也分説，-

11;:のち，$-1.1はなどなったものの、どlC、白日 rンンヨンの建設がi主み「都心H

』吊 ノう指~レ-J:'っている C4J に市内.，;-1，c， ~I~ (おけるお品層-t>シゴー/は売れf;-
会も引鴻で 7r社カ子君主って 1完投ラツンコ古紙けど v る:，小、 l~J\tれみの G傾磁

波、 F' 任ぴ〉問 ;~:H など既討の住民 _1:: 1])冗で羽1たな材会内也15が法二てきているの

も事支 Pあるのそ Lて主だ、:$やかな rンション建設の;)5:て人築{をおす -3')す

l人ょの小規模γ/シ弓/日ρ，，，S()FTLi.T) í~;ns-tt- i"~れ拡を事レながら管制ょの

派対な問怠i;指えとい'.っ

20()i;年 1月、 1<:7交辻省が l花子「調査」告発表 v 丈が、笠休日月に礼申主市も

「分点マンションTI=J聖'士字書調;r，-転告古 K以 l、「支持調杏J;，、をま己主っとのこ

うした 連山市13は、今日、大荒模1:，精わ誌替えと'，'¥'-.'たマ〆 Lヨ/安めぐる

諮問題が都市生:己ク).'iil~'円安定心深作法を!}子る，1: :~~n定引しることから長が

;(.-?ども〈コc し刀>~.、 こうし たま-11的な詞査でも r手ト()'トカL てきて1 な'，，-'p.ヨ
ぷヲ問題i:''-i~' k .C'いりのではない!:-!JJっか。

私~;、今凶、ぞu関 '~l\、特に中氏河内高経年のマンシ 4 ンを 51椋ほど訪問

c. ;1己海道約問「:与 J、，::r7)Wf:n:.:，誇凶部、 fン J ヨン春九ず1点、はお も「ナ") 
ム'7n:n (1)述訟は b:'-片均ではあ J たか、九幌市勺f乃九清を河1 るな、-t~-Cì止ま?めら

1て， ，る、札幌市グ) 1会芝Jt.制 J も二三からJjJ庄一4るr

日十LI立市部rr 月市街地主主怖 ~Hl~~つ誌「うれlV.{ j 乙 1Jfミ ;~I'大正有菅限界吉凶

i2f1(1 r)ザロ円台表 2í)ÇH'~ド 1 旬 1 R 礼在、札幌市のマンシヲ/お数}土:3.eH.;宅

ろ九台径ケ!l ~)7~) 竿以汚;'ì の r ンン「ン 46口靖すべ Ci コ'，.¥-c)'"ンヶ、 入荷査

を'天泊([fr1答約川()検)、ヒ T1) :/夕日目"'1査はi:O坊でト/汁1た 札幌i1がころい七
7二詳細な調子恨;11をする心は初めて、ある しか二、ほとんとがÌ:ÿ~'r戸されたγ

ンウートでの続日とあるため、苛間!な状況にあるマンシコングY;l.、情は浮かびト

Jうっ Iこなし!以主、育{空間0)告J-:!:i主止 の羽にお u、亡、普己主HiTのないマンショ

ンの午仕をあまり認識〕ていなか勺 J三ニ 1でも露u してし ιミJ

l81J Iti止、ふ()~/<17 つ )710
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「聞き "I り調*~を jそっと ο それムマシうョンの8c択 l 士、中ロマンショ、 Tl:"i昔

の中で、築f&2ろ年以|で11:什2-.;)'久"， 'ill胃かり，y~~r，:B~;) 問題のありぞうなものを澄

んでみと}その7日は、まず凶目]'~:'IlJiっ C 外壁、民地の管理以慾巴主主市場。)1 、

0; t.~ 春子工ソク fω 。 定物内!入 f て管1哩員h 会u¥辺苧艮l同宍でき才 L工、

l社事長土!日-[r主し、 Lなければ管T主計刀、ιc シヨ/内実情を司く i"' う)1ラを

とゥたυ もらろ，~，管理買が小作のγ 〆乙 ， /もり ι~*jも Jへたが、 子(1)与量弁

は}百件主から清司1 や得品、ニ cl~ -(，終わ Jノた なお、理事長が不すだハ丈一マンショ

ンに(;:1'::"句 、、湾紙を i量いてきたのだが、 J';(注されたのはJ4行用組合のう ι
{主かに 31詰cあったの

E陪主主主テー告の分析

まずノ;>IE)円前守子力分析に入る日tに、 己ぽっ ζおかなくとはな人なし。之島 t

まご私的土鋭でM~(つも '1 そ与な γ ンシ -4/in を j霊 k;::':ì日日き Jf:( :) 調会1を行った

ちのであり、札幌市内老町， "ン百〉の弓べこがi主討のような問t型合指凡て， ， 

るわけとはなど、 Lつれりと宮ヨがなされ、記事長のす ダーシ ゾが活持5

1ていQ マンションも→;，91-，:事カったのも宇:丈でhるのたど、気唱、なった庁以、

ぞうしたし円か i)t{~羽 ~i て 1 込る-.:;"，〆 L ヨ :/1-1肝:;;;:長i手改 il'J:L 戸:こ誌築 ~i た}

にお，，-，ても I~j 妄椅強」 lン川、て lよ修結前 1，5~ に岨み人ジしられてし ι ない?とであ

る ま去、さら 1 伐念なこ」と Lて「バリアソ"← l、「省工れ l といった、「耐

震情5mJい♂ムに、下一円マンショシの再生ので 「7 ド}討し4Jものも、反;tj

1予持~~j-f:;;-;ぃ剤iみ入Fレ')lているヶ スカ持択であったここヰ付吉し

z ばならなν¥

また、私(ユ、 rン〆ヨンの間短としうのは?川早!日ヲな間短が;i三ノ十 L-亡しること

が多¥、統計;なじまない剖Jノマをやんでいる cl:.f!.っている 人止え:，J¥ニオしい

あ<-i ，-rvも が:]，(-あ心子、 Lント "J>スミグ)11視の，I!it車場v〈71まな1 げJ23スベ~

スに 明ムかに暴).i:)-j院↑手らしさ人のよl'が悼めてあっ工品人り手不山内にし E

Lミ;:'J(7)) 、「うらには Eういう問題は主 ありま止ん (レな心コな刀、なか笠JJIl

{:i' (J型車ぷ、管述会社:は Jイっスク〉雪誌を出 vγ、がらな'.，" :tJJ: :II]があり 13

続完~~;V f'j 、売 Lrl古 1:'ゾ L烹価f:，Q完~:1しといる!の口むピ〆クT ブLJ七v
C 管盟会村 n管珪匿教ゃっす不十うよむあるなどの理内で、 d主連業主主が盃要事J.~

説r::]宮内;己殺事j買を調合二「ゐ際いも都合の'"マいこシを促存ずる場日がみられ、

~::: '1'字00:，/・37;) 7(可 lS'コj
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うしと児えない問題をいか;.'j腕1']¥できふかは主主 J い科主ごあ川、聞きJf1('-j謂存

でもこっ Lf'，二傾向が認められるごとがよ 先月t:~た If: ;交法むがi今め，~ I -.;'ン

ショシ:{.立笠シえアム」の述ITIもうまく後位するの刀;訪問会感:，.る

I I 

121 

1:-1，1 

賃貸J二亙ゐし王分l吋有君i(/)J-6- .f:正~ 高対|口l詳:1:1棟

*首都国内マ〉ンヨンの平均1比べても札幌山内湯合門誌貸fと平は;':':jl.i サ

ニれは、やはり ーロFての価格レ!/シヨ〆(/)~三格テデが，~~， 1.，、ため、老朽化

し設市が見l奇f('したマ〆乙ヨンを離れ、戸民で1下:十へ長摂した肉が多い2
両前」訂正{十Jt玄 etlrIjj者J;J，との佐T守主7・m~tlrIJ主土満{下情埼玉) c?)注[殺

※有効1m符主":/1/1持

。 ~l()回以内

5棟(:2 

1(，";，起-~;:出以内 出馬超-:，1.1旬以内

E季五 g 
コ(1九超~
l楠('，I 

※Jt較~~;g:;っナ j このは、当事.)0ノ所有苔がすっと件んで、 ι主主fんが伝かっ丈

よ人ぐある

単守主!と千'うち弓菌す昌i七千奇

→ 1椅がrt(-t?:;守rr;'l)マンションどちたが、近f='.者A去にーへ暮らしの高齢者'IE
帯が11~ )てさており、それは員貸で{十 !\/~C'， る渇介類出であ。\

141 今今月?組言はあ?ま t治? 主tj]:日l答:11硯

治宝f者(':貞二二:ニ'1 )-トラフ"j>;.こな匂こよもあ心。

予定を制かきな'-"，Jなと、 てのJつな':-ki..¥L、では

三わなし注持i主

I-:;>~ 弓〆履ほシスフム

(立浪航不当宅に白石る欣|立十三市高いと討わざるを忙な νt

っこれは、訪J査対象序価干与の !Jf~康なもの r したため 投資則的単身マ Jシ司

/が多いことが].':肉たろろれたた、主同の1:5.2% ，:r総台調査 I !.ιベて札幌

j-'-í の場合は首苛化半が芸v\ 今般の札幌市の 1 ，長怒誹a~J ではこのデータがな

かったのが民念ぜある

~Cγl 守背 I目的マンンヨンのお/\高齢者が校数芦所有 L

るほか、賃科十ィ与亡年ムのj:l~~に L ているうースもある

とも司市丸-:.;; 

18:3J 

口ら使I:Jしたりす

lこのftll向はめ章

Iti止、ふ()~)<17n)7üS
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151 

I[)I 

1'1.1 

181 

泌「むし J i-1口l詳しとマンショシのつ h つ以、吟沼会社が:'0-区分所有者F

~t;喜到早 11 に t7~~，~完約そ交わて ν るーもう つは、仰J~'~ た分京会本 r:(t) 1じ

社員がを三t受けて信E主人をしている jいう悲ぎな形豆長であ;'-'

集会:は同 ~ft :~れて、ま9':，j、リ イl郊lυItt/+f株

定!河内に r~'~[';

:.<s株
ヌt定期iこ問jι:~F: 1訟手オしな v

7柿 ! 日時

※ l同併され Cいなぜ、J J4ころ:土、以とんt管理fT干;まかせ}てCワ管理会宇l

が分譲マ〉ンヨン行I~業のグ手銀を円ていな v 、苦Ef?であ J たり L た，その

うら dWは flt繕f~ .:iL .f;:(/)担~Jß:. も h われていないニ j が判明したn

it会内参加人訟は〉 ~-f ';;:jj[止符33棟

I軍事 í-:;.~ ん ('20%未満 半数程民!日高

2t来 日系1見

f割以上n¥1符

() I* 
ぷ合主号訴江主が少-~!i，.r;-O:; 妙、件):->\.'-ì:-:f:~Nぢ r れるこ叱っす多\、

り，;.，高寸てと iこ Jなプj守るつ

れかケ寸時iI決議;二 1____ 

※|教科 iぇ仕i 席、i) 仁枝は、[三 F ん !..:'ZOF l':I. ;-O) ，";、:jJ~~罵マンシである

※1りu戸 rT)?:/シヲン p考古じずJλi'~)も 5 人 f~;iJ '，.i人マンションもあ と

官#li費拡¥7会グ)常人は順調c寸かソ E 砂]法主;~38現

泌事しけこ Fう C'ìJ:，，;(、句~tQ;-"、つ lこFちもあっとc 批|口l拝のしころは11、%超円

ム ι'." ，よ 1

円 U::;';':i:旧同

※老桁マンションにお"'て 1よ。 l閥完J になっこいる卓有部分が常時守主し

てい-，などのご昇也もあり、管理智の後以はどこでも冷却lな問題である、

管到組合法へlずる;らとはありますか P 有刃[1:';11事n棟

阜止化法J より、若[~来春IJ、修司企積立たごきlついて(ぷ l慎午';ì~_ TI' 1型

J-る }J;去Jとして司?父ュ1;;肖守 ~I)定める }L去 h よ勺 自戸の|キl布引序f立ひ仇の

信環視~:Jの財市と分別〕ご~6，:却しなげればならな νここにたちナいる。ま J七ご

うLh l基幹業冷J ，3十行う喝行、け f了交j!f:}'~t~l， 0):主録が必要なの丈が、いわし切

る「もぐnJ業者ボノ庁間r_，てい'"場合が散見さ1cだっ

~::: '1'字GO:，/'3S9.l7(¥7 l84J 
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泌区旬、所有者数のR~ (:)(lt~上:が撤毎とされと 1J言、 小菅Fiマシうョシ:，1;'-)士

人f

有に基--:t，i/:一規約l二也、吏されていますかっ

原命、矧約。)t主
H京

以前向明羊-H~_~'t:J の主 t

i~ð不気

i，2()():j ノ寸;釘(-'，惇準色一理K.t'J

:均|μ|答4株

J時に悲:1J.j，Lfみ

7株

191 

告理※同主与がなかハ丈一マンシヨ J はは:んと原始規約<1)ままであると忠う

会社が変更に沼市計ワ

HH!.討

止習われる(

※民主に変史済み>いつのは、実功をみていないので…、信!5.'!~l;はつ

。〉勘漂いかも!"れな'":，，， -;三朽マン下ョーノで Jz市J約グ)i~{-i; が以ヨグ〉主主山と

ころカ。多し ιはず 7'も'J"，町、

f;'辺.~九三は? 右効?ι 手;JI~-キ九
円ユ

※:>;昨日常肢は 2伎そ|味くと管理民f干み込ム0)形態れその他的 5娘心自主音

I軍まぐ!バニかないが、賃貸マン会ョン1t:i:ヨ業守が日高官服装芳!のみを議

n'コにいる一 l侵l主管"官三れ、いるかんFけだぺた。
ーコ申告引と¥1:寸ミ J てウーンヨンiJ::'fV'!.-C:.-、るかっ

lよ;'.11こ|可庫し u 次のような 1、フプ.Ilはあ η ませんかワ

1 色一理主任ヂ:ii-~設計|叱吾が行在なLL →;21車

n 日.Rh':皆~;~1)会社ザ、允 i~.9:t i) の複Ziのf午 I 本月十九 L て'.，-.1"‘ l~ 的、数

苛:ιよりイロ佳が F落したり、管即笠ク〉収械に文伍をきとしとが忠る
→ 1慌

管理がー骨太訟中、態詰ったニとがある l

管盟会壮行倒産守により 管旦~~ -:t会 -(í 会の全言~ttーは

しまれた 砂 H車

→ 1 ~!ム主

百丹治・J自主て】、

il.(よるせ:l!]l賞，請す主予の!主流ノド明があ Jったー→ 21軍

仁百["'，Gi)上 7なドラブjしは一切なL九→1日十車

Iti止、ふ()~)'388)7üち

v 

や l
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U，I 

C.:l.1 

1 ___ '1 

長関係諸計画iJU
1
， :Jk;されて"注ますか q 有効;"1哲:什明

京l士主九女2(j:守ぐんいi乃マシシオンであれ:止、 も三と長期修結計阿が什ーロ正ガオし

てし 4とぴyとろう北九平はり合守:-i:-;h¥えて1'"~勺治" ，) l'τわれてv、なし 1 っし1)日正一行

どあるこ巳うっ

※怯ょを，1;刊はある J~t7.、うカ守Jわなし}といった司答も多か J)l' 

*岩名な行成会社に委託してし ι る場合(~:作成されてい匂こシが亭い炉、!士又

に行き法ってし、なし勺

ずれ}大規模修幣 ヰi立行わ才Ltしたか? 京複数 '1 烹t証棟~Ji/ {J'vj凶

主~:1:ム計

よ友三れは;~'1，IU在("~ぶない刀、( L.;f':なt-， g~守!与な刀七とごろは、

が三日ノ!、L亡いるサ基ボB<]~， ーも人IM<:i三'，1正佐工事s:-'-. C-I る l こ1.， 1よ

月悦でf/，

lまと人

l 企ての三JJ事はfぞっているのにど、判砕を-;:えも深 i'-J存えJ い在し-，:J)では。

というとてんもl，'j:{車あうた内も丸 λ んぞう u ろとてろは出比íJ'q-~- られない

すでにスラ人化がな古まって!、るとみる二ともで♂るのではな，，，-，か。

※匡ト;;/，7.'<と県、吉5塗装 :~t2---~;出 *~fu Lて1 る」こλもあ‘: 実際L、訳

存L どろ ιの l~研く:;，1.，、\ ，~~ ~た日にも ~ì:幸福な 1'.:'設を品ったへ集会が 3刀、

り1:わ示ていると干ろはど'11*~jでは5tt~ きわて V' る υ

※1まよ雪精!Z，金不1:1:亡、各行負-1-F-1l，'ぷめようースでは、空Tn主iliをLなかっと

r<分所iJ 者土の問で ifc~lj な問題ザ'1 まれていLJ ころもあるどう円、 ( 2 

捕ですi間:qコ1

結23L よる被害はありまタかっ 1J弘l凶{，，:H7様

〉告し三 j ん炉内マー/〆三/で特長Ilt;t;はあった 専有首:;;シJによっては、1'1当た

tJ 2υ主'!..h i-:.-I -"、マ--"--f レ I -1;:. 1.7:" .;恥:;"'::'___/) b ，~'勺 Jヲ I~ ，，，

※持仁ホ ~'I':Gi)中小ァーへi:lノパ JトツI~長 L たマン、ノ苛〆仁おして本州仕様で E2

Z了されと tレころにl~ 宍がj、きいょっ:戊じと。

ぷi之〈寺1.-l. Jて1，'，う叱ょんは ，1' > iヲjし)j;('::'士京区腐を以コ亡いるレこん

~::: '1'字GO:，/'3Si)7(勺 l8GJ 
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Fあ勺たへ若干す〉ンヨンのキ ¥h土E交のみのFF ￥続房 Fあι:こi-.M

多¥、官lIn.7); jl~l: 号E差がf討しい

RilÇ. d Tî主!人さ :n~ν 、ま 1 かっ 有効同答叶HI: 円低記入川主

t--'~j" iうる
2'1ム束

一寸巾什f日訂'1
[ :ゴ2保 1口2涼 (江10材撚

京札1:1完はH較白;敷地があると思つ」いたが、 fi~~ινγ ノ ->;:J >，，(口Re，を

Lっか;)TI'在校ごきて v なLh また諮問層マンシヨ/ジ)r.~I:~止に上っ C 司日立が

深刻にな!').. tうなノi、事

多かニ7、こ!-も影響ぜひもる 1

京 c a戸が'!rけれ :f:i~j'g~'f.叫害(三芦つに烹 fl~間口j となる。

パリアフリーの改去は進んてや'"'まヲ刀、〉 有効同話、:32+車

主く考えていない チ定はある l実施済

27株 i椛 4練

よぷは乙んとノ{1)マゾ 1) について(よ考えらず1 て ν 通な t\，そんな改修す，~くら

?、ならもっ j やるべ主て;~11~;~;'ある tJS え亡 ν る

※「主h~;;角みJ と[o]拝されとiころも、すりつ:汁瓦をコシ，，不〈下作成LてI正

表を1詳述[た和授のものであ戸川 1:/ク 1).. ~，を flJi (まつ) '_-J てスn

勺ιGこし，-上つな{)rJ)"ごhよな:'、v

耐震基4;.-川沿て幻ι てl為ま「か? rFJ{で管理員等?尋ね六梓 f:B~( 台:'l'j

h口 i 答 i吋タ〈※調子町、前i震~，:~，~ら問題 U::;をE しごいないこ l を 11F-') とおど F

京この♂/ンヨンは+:f.耐震基準ではな ~:. ~写っても ， J ンと:来ない人

が争かっ丈

京ピロブイ ~::5)} ， .Lキスパンン弓ンンっイノ;.， ;Jfi5}-などを 1:，' ~--'ている γ ン

L ョンか ;~S台，-" ~ある l いう言，にも H'Wi ，_こいない1iが各かっ丈 ι

耐震改修計両はありま「刀、つ

吾、32叩

聞き:fZ;.-) ?司 El 巧しのみのhめ、 '~-i~j;luJ 

※昨ノ?の百:てで偽iZ珂ffi段、耐震診附tミ}組合;ぶj脅えたかも Lれないが 〈罰

長時におい C~.fi 神 淡路大宗災じり料請主は小し院内 iこおいと(豆、之さに l対F1

Iti止、ふ()~)<38G)7ü4
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(:)1 

120 

1えう

1明

の'1，く主主J 合あω

音羽剤I_{';'で I;:y;替.:<-.Jについて前議21'た?とはありま dかリ イp〆〉凶容

~7楠

ある iA

'8外点 19締

京「ある i と凶答して ν ても、 J当惚自立なぶしかf±iていな ν 、というの~，す烹?百 t了

める η

;主持え灯台奇形成4/5の同窓は 1'~ られそ J)-cずかっ ，(;'，j) U主主将時

※i主亡担、又られない理舟のーっ!.-， I 1三分間育苔 J戸住んでいない )いっこ

止をあげる方がい ζ、協力はi"~られな U、，ころう Eい l

if替えが出来ない場合、 Fなじっと与な持労 í~{♂与え円}'，ま"かワ

i itiL与え.);2':校則禁I1命令など) ，t 'C"U:み続げる(→18練

jj" I べ'， j-i=vl 有.~-全員のん芝によるート地のム 0)売j，~"→ム朴車

n 向、右{与にR1..ι}[Z 'C記、らつつ 砂 7樹

1、ヤ 子心的"千克

※とごまへでもl宝LCいくというのが3締とある 1

，乍
，、。

※どへせ1さて会去なんかできな、、のどから、÷地主売却「ると l、う l百円合選

A f:人以早々ドト多か と

)J~tl ，~の〈意形成 l あたっピィ、安な?:は'?

i. ~主 t与え剥育止め仮住心、 →121京

n，皇万11のすイ?の穣 ;r.;:7:f.iヰミ

(長仰の J三め長人れん;-;l~)こるか i___.:{)棟

lV せっかく基いた 1ミコーテノが乱芦れる c → 2保

ν そもそも集会デ照合主むきるかどっか 3 → lり棟

Vl t-(1)他争 7時

〉百 J三寸ーチノをノミ ιi.i:;)~した 2 十車 l 辻、 ~t-~1じさが小さかコた、もう老朽γ 〆

乙ヨ/にはすミコ ゥ J いていないのかも Lれなし」

if替えト jl苛化{.t2はご苛*;:::Tすか、

ぐレ ~.-J，; 1η て， ，る

26十車

: 1;1 t.);~じし

t棟

~::: '1'字GO:./"3SS)7(ワ l8らj
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※阿停は上記のJiりどが、しっかり把揮している lはF、われない。「知っと

'，，，る」という人の多くは、建替え氏議後は全て円滑化法でやっなけtUi'、h

けない l誤解Lてし1たり

第ι節 札幌市の老朽化マンションの特性

1. r終(つい)の棲家」意誌の低い所有者

先述内匡一」交通告、の「総合調杏」を巨ても、 1980芋に水住するつもりで購入

Lた人は、わずか22.5%~.かいなかったりいずれ住み替えるつもりの人は59.0%

といつことを考えると、 25年経った調杏時には、己貸比率の古いマンンヨンが

数多く存在Lているこ土は想、窓に説くなLh札幌丙の場合l土、さらに主主条件ノト

重なる。それは、白占マンシヨンのアヲ場がダプっき気味 Cあり、日怖が10年を

経る土 気に暴落 L ている土いう耳!~があるの 4 LDK 'C'卜値以下になるケー

スも散見むきる 2 こうしたマンンヨンが本州内投資家内摂的となり、さらに賃

貸化!ご」向車がかかるのである各行附有省がバラバラピ首貸に出すことにより、

管E型的行さ属いごいないマンション Pは、尽力団問係'ITが入居するといった事

~~を引き起こし、 ますま1所有，e-O)}く作意識が諦めとともに携えていくことに

"ア"に/~ ~ 

ll.管理に対する絶望

築後23年以|であれ~:fそもでもう子議 L た会社がすでにないマンンヨンが多

いりもちろんパブル崩」主P消えたものもあるが、本州かι札幌に造品L-C撤退

Lたものも吉めると 2'-:1 割(あるいはもっと)になるかも L れなし，，~ ~っ刀、

り引き継いで消えたのであれば問題はないのどが、チ会社の管理会社 F管理し

ていたところがほとんどであったから、「適正化法」のない時代(:r維持修将

積立金J や l通常管理費J を分別管理していたわけもなく、 f:キiが;i"えたU'J

時に「請す金も消去た IJとL、うような経E責をしたマンションも多し」きらに、

複合同途型{いわφる l下駄履きマンシヨ /J)0)場合、 Jョ鋪 l多く l土1'桂1に、

倒.iif:'した(分譲)会社の同i里ず句会社が所白または占白している場合もあり、

管理費の徴収や集会の決議構成に深刻な影響をワえているケ←スもあるのまた、

30戸程!3tの小規模マンションでは、スケ、ノレメリッドを活かす一二"も Cきf白

主管理c巡営している土ころが多く、逆三く管理会社に依頼できた jごしても営

[凹] 北法印(2，364) 702 
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柄下今 l 、~しノい，j'，".川 ピ人を認約ごさな l、場合が多いの r去る まと「国正化法J (上り

分譲γ ン〆叫 J の官辺実 ~i 登録制l 震が :;t1寄づけよいたが、その登録わない質賃

マン、ョンの昔理iT七が信E呈しこいゐ物fFiも一部批見与れと J

E凶敷地、構造の特性

札幌，-S:AJ"C'i; ~初設設された分譲γ 〆乙ヨンの，111+車場は、 1下了マ分グ〉駐車什数

もなど 1 芦当たりの叶京i司会F <J)'~"~~有千入、教の王手い地域的主;育に p;J.J 'Cおらず そ

丹後捻ーしだマンションシ比へる l敷地がすが"討に狭刀、 Jだ〕だだ、以円ij-Cあれ

:手、，y;'私的肢工戸坊を周辺に求めて不便を肘慌でさプヨノう、その肢車場が紋|苛の

王ι新たなマシシヨ〆の段制となってし tい、涼むな年T互助小ι】となってv る2
また、そっ Lんノiまくや与:地1i、意れったどころへ、相庁いで肖層マ〆シ日ンワ向ノ予

定設され、 ι] 間 ~IF北雪が5互宍されるシい"イナズ要因がD11'まされて〈る

こうしず;円闘の納長2はさらに北;妊治特イ]0)，結露被害 l をi哲長さ斗4るのずめる

はノト川1:"\て C")1~~Y: さ 1L/そこ防相1 ぇ)年代 f;~ ぐらい f でのマ〉シ守;で特

に深吉1Iな問題tなるサ寒以のご/ク 1) 入j:r51、|釘Lt料(.f)不/c':'、投';z(F.~) J不足

むYか<>;(1.， '，9'Ì-気温"隠小L 内、 :i;] ，: 内初~J:;，J::.の JEi民主計一対応できなかっとため引

℃あり、~_ V')間的もfrlli花、卜落。〉要索、延貸ftへの四万Tとなっ、いるごとが多いー

IV.高齢者の多い分譲マンションの実態

土地内価怖がまに1i:'~ 、札幌でL! 、ラたどに々戸廷の主合が多いのかJ，状である

しかし、 1軒齢者、特に虚弱高齢芸;とって )T誌での へ暮ふし~;Ii::止 v> ~ 

円建の問題は巴比三であったり、 7可院など去すり也m:へのアクセエ経 Pあっと
りするとしう 私が実際ド問主取り調査[人グンンヨシにおして~.[f昔だーれの

も、賃貸iニさ1d一分譲才〆手ヨ/' (:)シルぃム‘ LI );¥ i (佳も数多くしつ高傑

iJだ「た。ぞれlzIう松だけではなく、賃貸11'宅Jりも管~]1が行ヌ属いて ν る

け凸省刀打p安定L口、;;:， ;:d: t，' ~i)理由から札幌む;エ叶まれてしる上 λ である

':~2 札幌市の l 実践詞ftJ士1，1、 19S9午:'"可は、 6階建以てがそしつ半数を占め
といたが、 990年見込"，，:，，;.'1γ/〆弓〆が緋53:きれはじめ、 993ν1999年の'f設
をは 5割以上、 20ω--2UU3年のlヱ設ごはザJ7 割グ)分己実マンションが11"九j'I~以 ι

ごある ι 特仁三:(ÌO(ト~2(1(1~':;年では、 ，1話連以上がお 2京を占めている F

"さらi、軍支の鼠立系も変亙シなゐ" )' /'月 トlム11:ヨを寺聞の

~::: '1'字00:，/' 3S3) 7(¥j U1uJ 
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/: /:'、 小規開マンショシでは， ;壬しムょっに廿i軍刀工必「しも巧さ屑いて v、るわ

けではないニ工 J トソツヌ山γ?などのた用部分のノイリアつり はほと 2 と未整

{百ごある 以Lいマンシ勺ン Eめれば、 、1 ー 1 ピ止法2'1 叩 L十五の品住建.ri~ C')促

込等:閣9";:J法律など i乃基半手ケ 'iアしてし Jな:1tはならなかったが、こうし

にマ〆シヨシトはそれをと芝むへくもないのであるのま f二、 Jこっし J三法牧レ敷地

の段差だけ vとあればIむのだが、宝:.:，cll 山ズに t~~有に降り後もったヨ干のたば ;γ

ンユヨ〆敷地}歩進 J~ O)j~ 立が正当帯7省の外出会 Hんて L まっこ....'， ξ"

第三節 合意形成もまま立ら主い小規模マンション

A し杭可向。〉却下以!， O)老+~ïマザシ ζ ンケおして、:寸民主毛利。〉哲理費 J 持活桔

2:;;:、以、 3r.OT( i:!()r:n:il:il-;::'、月原苛珂蜜語、(I()i)円、修落積iぷ3uuRぐらいぞ

あったr レいうこ土は、 アです当た 'd:号幸昔話立令;まと I~J I 万円にも満たないわけ

であ円、 10年経;Al~ て :JO百であ たとしても校訟で3(1)万円押lえし刀詰み"て

られないのである耳L.1'、 こっしとマシシコ J では 1lt~sザt'，'，¥'，iム的不hi合員fm万
るだめ弓忠告二JW'il'1:!， e旬、iU司、惚落積斗会フU，UUU弓Jい人数値1Jt -_.~j:，~'J ，~:む，-c 

いるー隣人 L た自~，J) 円 〉の支払いとともに20∞D円以|三-:t_~ i-l告となゐ所有 Ji

の百惑いはすり Lr! な;，'.もハ乙も日 [~l --:;~ンンヨンの i匝憎め足落\1:二う、た瑚

訣ル背景と Lて去三二〆ーたえものなのである 1か[、 二のあう L管長E殺の変更

が「さと}こFうい区分所有者の合 d 写2bkの :11'剖十'hJt石毛/ノ亡し 4が、いま丈 ι 当

初しつ設定
1
ちの否認賞 作桁投守会で ~ilf常きわて V'る定\ベ支 γ/ シゴンもア7

在しいる J

こうした 1>::-→ンでu玉、実際L所イl者か1土んでいるウ ス ~J 2事IJ梓l立で

あって、その伯の住芦はわγζ賃貸レなって "ι るレ Jころが多~.，全主人 J舌でめ

れt工主だいいのだ折、竺手言平が三害IJを沼ズるとこ rえもあるよ売り出!，j，lI市がi-i

Hキl以1(1万iリであっ丈マシシヨ J も、 Lゴ，可読むはえ(治75Tfでも買L、]がつカな

Lヘぞれは先述の結誌の問題など禄々な要同等位三でいωこシが多いた約で、

y、ートピル決土2(州、ヤ l，::}=j，::O司に lバリアアリ \，~捕守当:)~主

汗苛ミの移到守の円滑化的r:i'.ill.:~:<1，ζ法律 i二;")'t合された
:3 皮に各部c/)f:主i主ti~8 J)力、担が Fきて(''~、者や毎司の負担j普に棋とんれな l 、

若は完全;1;-';るし刀、長い

191J Iti止、ふ()~/<38 つ )7üO



マ、， >汗:>'/)九手持lおける渋(:11義

下手三重 L 攻i事オーし:工削)()万円遅 I~_ -c~tJ市可能(子ある ι i，かか行よ〉す改修 1"'事前F

主ずにいとのである ぐ id之、ド分所布石疋の多くが倒産にでし主円たう?話会

社J二関J干のあっよ人速が多，./'!::1，、う特殊な事守令~~え口、ゐ按~0が多 1 、( }[)[ iJ I 

( I、i古I})護者であったり、変調 "，J人であったり土いつものであわ、 i山んの

守、いのr=:-c i ，~:、」ク〉才〆手ヨ，/は山 L てしまいといjj~-}~'-C あり、 Ql= くもな 1

ものであ勺たりする υ 敷地が以よけ*1，(工、主たE閉が阻害芦れ Lν/モ :~U'~_i工

権利変換による注柱スメ 1)ノト宇治かし c1痘九O)';-¥t"!rちゃ将取かすこ lがてふ

き'，"かも Lれないが 小規ねマンンヨンには主主宇与えのメリンド寸すらな、ミ t建

替えても深tよl 昨~?:{~とみ己主とよ 1 けのにある n したがコて、 t，~:らはよれ以上員組

そ写るう<\にはなれないじ、~プ犬、立主なとに同席 d るつ七>iもな'" '" ，fi!1'fi:じて

いゐ 2-:->'~!ùGi) 1 ぇ ~.f功有包んちもほ 1 んとが柏市ヲ包 1 な J て L まい、:fiZらの了7

俣コこをヨト-~R /._ -c:特別J士設を f~ っ気if? を ÞX:i[ さ上る気力も与をつ C いな、のが

主情ごめる c ま円、管)'1'"対おも豆始試釣ーのままで I *-~， i羊王~\:f'.l J的存在さ

どーからないマ~ヨンも数棟あ"だなそれらc)マ〉シヲンには、 '"é' に存在し

ない管理会引に笠E望者託需品j手l，t:~;、態のままといっこころさ点めっ丈 あと

10年も終にないっちい、吉宗形成もでき奇いまま設備ィ、良からえラムi己グ):"IRを

よ:~るマ/〆山.> i)"-!'-同J1，:'gるてとは記、へある υ

山、常、丙「ペ内にある松戸数llJ声。J 小咲持分~Rマンンヨンの l 賃貸1f:'J (，こ内しf

j入交巾や{二 f_:経験がある、 ゲで'，，:_~k)じで;) " T s:♂活札 l~ t~: うとご引 :!"î :fj，( 依頼 Lて

きfーしじっ このマンンヨンもノ九州の染者〔丁一戸にバブル崩J士院i:I到Vi"~)ぷ

乙ぷ却:i私はl幻1宵点，、 剖F岸PlレJ た←ブデ-/'"一，~--"，/ペ\口 】パ Fλ司管士却i車p会千村f企か、ら管7却予号

あるが、こう~~ i，人とちは、管理ヒ関誌があると白う了i圭の責任も問われる式的、

投栓自'~(集字、やが {-;ï;許草川、参加 tることし、なかバー一

芥川茶~"<ン C ョン建替え点功マ了!ア凡， "中矢お治社、 LU(3) liム頁J:)，

|年では、 l設地(1;，岳地を11状、る場fTもう了む/が!1、<n:結中h 余絡がある， ，ショ

ー〆、あるいは総合設計事J友のj伺弔を交け、 d り大きな市町':!のγ 〆乙ヨノを建設

~" i:-'i':'~:S )~: ::i三 ~~C?)Fオ数工りキくの位台余不在 Jキザ、それふ完j口一去ることご元々

のr<分所長音の負担争政らずことかとさイ，)i 争 1て'f:*~，己主 ω ことが、立替三をめ‘

ム士さ̂ 'る原動力止な心 J i"僻説してv、る

日 :H~:，イl 、本'"土、 2 つのイ;Jfrj;淳会十出荷間と!てイ;Jfrj;淳:王様;:携わ"ているが、

このうースは、最終Hれこ 2百所有しごνイーr?旬、所有名のi町長持と柄小寺内調主主i高
揮の ~--1 - >~ :y_~ 1tがあった fもめ抵当す除。〉抗?~Jができなうし)f ノかつかずご，度税土

なってLま2 と九

~::: '1'字00:，/・1日)fi0合 Ulつj



九17Eノ

建設しとものffd常茶マ〉を)¥.量十午、用しその縁ば関係で購入者を決めて v、く F

いうιgな."， ルスで売られた問主fïの辛いマツ~ンである c 九幌に i耳、うし

ロマシションが数多〈守在し CI、ゐ :l謡廷とてやれ階段から人る%;{"e、記i辺

の人がこれ荷分5匹、マニン=シ刊には lんぶん己点な u吋3ζ 外鮫がみ:"f.:)-> l~) -~， <、

しかも是主主主jあ土 I'台 Lか長1fTさないn もらλん止ノ寸所信者{iポ f、注んご， ， 

ノ，.~ '，，; l、主主も17われて u な1 込'5 i;fW新イ¥も主然あるは jもな〈、官γ主会十円、

盆長;~，-;よ.-;/ハマ〆シ 1 ン活).1'業主ではなくればかりの官三がな予れ CI、{，子け

であゐηLころが、こう〕た問題的多い rンシヨンであ匂にもかう、わらず築従

20-~ 紅皮 L カ従っていないため、先ュ主内山幌所内 l 実態調子ド j からも l 主従干

の!対象外とし cr: 1i持手才}仁 ".\な v 吋〉じあ品。手!日ζ 二 ~I) う:f-~事業朽は、 司称。〉

マ〆ションを少なく)も(山崎泣く i主主分設 L 亡しもれ管~費は月額: ，í)í)O~ 

1，引111円/トJ 亡、情i苦積ムL余以なk，'::: 0円rある。出;こ以所有者が仕/uぞいる

ケー人もあるが、ぞれは J王止ん 絞売でニグ〉之ろ士*煎だ!~1;] ~':)すに Hったへ

とちなのである v にの~~ t !;y.右すれば一叶有1ベは二てから次へと玄〈主バ売}ていく

であろ;~:-、将米議かがノ、 j i'手引くこ L!:-:なり川j>間有権ノ'J;-I J~~ 1:f: J 合支ズ匂

こ」 lぶとさなべなやのまさ、ーこ什したパつ Jレ崩j~主従の「先。)生げ才ンユ:J/

そとうするがという問主も次1こj-Ij，戸、さていらのである内

区分所有出向よ、 こう〕た負めい主慢を持った7 ンションを与パーしきれと"'な

v品のではなし誌か 敦士4もH、(定資生巧の高い守ンン河シは、じっと、その終誌

のIIJを持つしかないかムであζ ぺしかし、こっしとマンションは九W-1ぶむ用さ

えままならず I~t~' ，~_J という濯亨、肢はプデイ1:: な a 私は、芯朽化Lた/ρ士見模

マンションにおν と I fj，80円 手〆]、約三〕戸けの， I、分所有法J.e (品市↑J';J~自U

ド小|分ではな

9 -4 ':" ~，，~成行不 i吉本告どなり、攻守的規開む淫七、えられないマ.-' ::.-ヨ J におい

て、合窓形成された今 スは「同部会 i._~_μ 川戸川 ドメノト :/i:.広で府51)

ぜかなし、GハがJl!:*'e，1うる r ノj、規可~-，-H:朽マ〆シヨシ Lは j主柱えJ-ìJ~::C')1"ーさ

冗そ考去るべえであノd

19:3J Iti止、ふ()~)'38n)w)s



マシンヌング〉終駕lおける法と l卜義

資 幸司

小規模マンション実態調査 1札照市中火[i(.丙R 南[7)

〔基本データ)

l マンンコシ名 2 竣L年 3 施L業者名 4 販売業者名

5 当初の管理会社名 目 現在の管理会社名

7 全体戸数 u付訳4LDK以|、 2.-:l LDK、 1 LDK J:n， 居者市等l

8 区分所有省数{※複数芦所有~.は 1 む 1. して下さい q 当初の管理費

10 唄仕の管却費 11 当初の樟立会 12. JJI在の積立会 13 駐車場台数

[管理についてのア〆ケート〕

l 験地内状況について

(1)敷地的権利形態は P

[区分所有'ITの共有 貰借権 部分談会社所有・その他)

(?)除雪はどうしていま1か P

(管部会社に委託建設会社けE人)に委託・白力除雪

引}門←ドヒーァイ/ゲ設備はありますか〉

1、ある・晶るi/'t)jっている・ない)

'~4_唱す車場収入 l士号才平場経費を除いてf町に紺み入;r~ ていま甘か?

〔清原費 積立会・その他)

2 管理員室lついて

工精珂員配に居住スペース uありますかっ

2}昔理民主正の所有権'"つ

(入門共通である・入門別である・ない)

{荒約共用部分・管理組合・管理会社・その他1

~. ，~ヰイキ状況について

泊賃貸比率 所有者出佐芦数・賃借居住首数 b 
ハ刈2 

為市齢者R件比率

GD単身者比率 : 

出歳以|の件戸数・ ;)5.-6;)歳未満のi干戸数

うち同齢者世帯

4 管理組台 官長会・管理賞について

QY官理組合はありま1かワ {ある・なL、.あるけど機能していなしパ

v徒会は同定きれていま宇治、ヮ
ド定期目的に閣{佳されている・不定期である・な1...)

G)~主会の参古]人数はつ

(!!r事を合的て10人士t苗・「数は出席・ 7制以上出席1

北決60(2'359)697 [94] 



flil究ノ ト

④集会招集週知は令戸属いといますか? (令亡属く・ 7.S%属〈・ 7.S%未満)

(号)埋字会は悶1出きれていま寸かつ(月 I凶以 1.f年に I凶以|・悶併なし)

⑤区分所有者の白に販売 l管理}会社の関係者はいますか。 またいる場合、

制介に協力酌ですかつ

('~ iない・いる拍f協力的 Eある目いるカワト協力的 Fある1

Cl)1責会n，@:管埋はどう Lていますか?

(管理組合がしている・管理会担がLている)

(8)ベイオフ対策はとられていますかワ (~ている・ Lていない・巴要ない)

(滞納率10%起目滞納率 10~ち末満1ペり管理費 棺立$;':C')納人は!順調 Pすかワ

⑬管I~組合法人に宇る予定はありま宇刀、つ

(すでもに申請止は設立している.，主討中・予定な l)

5 管部会社規約について

(1)管理委託契約の当事.~はワ

( t:fJ里会社 V日区分所有守・管部会社 VS1'f J~組合)

当}マ/シ辺ン標準管理規約 12制4年 1!i施千)に基づ".た規約に変更されて

いますかワ

L変更した・日前の標準管理荒約に基づいたまま・'*始規約のまま)

泌尿始規約と'"、分譲マンションを購入Lたときに販売会社 E用目、したm.約
(め管理形態はワ (24昨間常ffit.日口辺剖・自主管理・その他)

:ij背珂会社への委三業務の範囲はつ

(ほi主主て委託している・一部委主 清婦業務と管浬買業務軒贋・

白主管理・その他}

ゆ管迎会社とはコミュ三ケ、ンヨンは取れているかっ

(l~. iる・まあまあ・不十分)

日 管理トラブルについて

C!)居住していない区分所有主は組合に|高}j的Pすか〉

[↑品力酌 'iifS非f品力的・非協力的)

(?)暴}j凶関係省の人厄で困ったこ土がありま1か》

K入居したことはない・ uヨ'1住んでいたことがある・
机在も住み続けて".る)

③ C)~!工会社・販売会社・管E里会社)-0破綻し亡いる会社はありますかっ

※複数可

[95J 北法印(2，358) 696 



マシンヌング〉終駕lおける法と l卜義

〆b上言E 〆J>~ 関連 L 亡、次のような 1 ラブルはありませんかっ

んでしたかワ

またありませ

1 哲理組合に設計図吾が存在LなLL

a 販売 1管迎)会社が、売れ残りの複設の件打者所有 Lていたため、競

完により伍値が下落したり、管理費の収;ft~に支障をきたしたこ J がある

Hl管理が 時ィ、能状態に陥戸たことがあL。

lY 管理会社の倒産により、管理費・積立魚ぴ)全叫または一部が消んてし

ま勺た。

v 盟事の不止による管理費目積立金主の使途不明があった

V1 ~.~じのようなドヲプルは 切なt¥" 

7. 達物的トラブjレl修緒} について

工)設計区吾はどこまであり主すかっ

iI在認凶同.t主 凶・設備・構造言|筑害・なL、) ※捜紋可

三}長期修繕計画は午b~ され亡い主すかっ ('，.¥る いるが不十分・いない)

ヨ}卜記C?)rJ)言1I出lが作成されている場イ子、誌が中心に作成しましたかワ

τ}すむにJ、*，14修繕工事は行われましたかワ 京税数可
i 屋卜防オ 事 H 鉄郎塗装J一事 Hl 外壁塗装l事

1Y 給排水清取持ト工事 v 入口 〔了ントランス J改修二事 Vl その他

(かなりある・ 部ある・主くない)(可)結露による被害はありま寸かワ

宝)円照は確保されていますかワ [十分ある 部確保できない・不十分)

'~7)7J主物内での辛故 L転倒・転落・落ト初による等)はありましたかっ

(あった・ない)

(前パリアワリ、の改良は進んでいま宇治、っ

l全くしていない目下JU4ある・実j也済み1

B. M:替去の令意形成について
Qf官!l!組合で Ij主替えJ について論議されたこ:はありますか》

(ある・ない)

C?)i主替えの合意形成v日のIriJ意は得られそうですか》

(f日られる・較しい・わかわない)

C~)注替えが出来ない場合、 1子のような施策がどえられま 1 かワ

し主主持え勧告(使用禁止命令など)ま C住み続ける 2

ii. l;{j}-所有者会員の合意に上る土地のみの売却F

北決60(2.357)695 [何]



'" 白治体に買い取ってもらう。

日 その他

〆生)建苔えの合ョ形成にあたって不安なさは?

l E主替主期1E中のjfif十まいよ

" 追加の資会ぴ)額口

川 (~可齢のため)借入れが出来るかっ

" せっかく告さいたコミム二ァイが乱される t

v そもそもう長会が同定できるかとうか。

やl その他

〆[l建腎え円滑化法はご存知ですかつ

flil究ノ l 

伶日っている 少し知っている・知九なしけ

以L

※マ/ションに問1るアンケート!ごついてー百

4'論グ〉中 cも地べたが、マンンヨンのアンウ 1調杏はち乞態を反映しないこ

とが争い、 Lっかり l聞き取り」がなきれているものであれば多少信頼できる

かもしれないが、先ヒ頁の直安省内?主持えちだ態アンウート調:tf-(200B年11月21日

発表)が制収平19%という低率であることごも分かるとおり、真に実態を映し

li') しごいるかどっか疑わ Lいザアンウ -1 白イ1'~ぞく開封もさ完していないところ

が多'，，，のではと私は苓主ているつアンケートを返直してくれるところιまだ管

原が主好な lころ Pあって、峯態'"より深刻なのである。

[97J 北法印(2，356) 694 



マ、， >汗:>'/)九手持lおける渋(:11義

第二章 震災マンション犯と老朽マンションの建替えの相違点

(2∞2年区分所有法改豆前の建替え決議の検証)

君臨一書官 震災マンション 係争の果て

1995年の阪舛.\;)~路大主ノuつもり f'(':こ 14年が経i2; lι'" ;る一 f'(':こ104慌の

ノJJま-1PJ〆/つシが注こ替，られ F ての中仁は、 l東山コーポ l 手はじめ、 lグ

ヲン γノ"\1，ス白川 J とい l: 、長L 訴訟の末によろ干く建平与えが行わ~~ l: ~7 ン

Lョン"もある 長災Y 〆シ三 J の建替え L おし、に合斉形成がま~しかったクバエ、

被害(/)，&'"'1t戸と地亨のす士I，，:'[t戸内手c度予茎がl'hだことであるといわれ ".¥ 

F町、 持仁下道やノすス e 電河よい J 丈ライ守う「ンさえ問;~:H なければ、在}亡こ

こに仕み司王 i 寸/~:'，. ¥ L~ ，~f-1う lであろ 、 l、の:;J--C'.}主がi河λ.f[fl，'tミょっな絞討を受け

でようなレ，'~_ ;!J己、エ叫ん L¥(生んでい円れないレいうー Lになるグ〉子ある

tl~ てヘヘ 'I~~~ vt 乙ヨソケグ〉寄託λ ぬ聞になカな í)'片前な判断がつ fJ' ないテとは.~J;J

慢に叫¥な v その中で、 I!、被主やそけ cj十めなし ιマシシヨ J やた量"放J!!:

L とれけは、外部小符砕を琵止さ43C苦::;の居仕球j釦 :..gn~があるの)、公

的資告にJる法:万解体、出">.:':'-~主主|市j 定自慢JU主築物等室市すー境なとといη た支

援措が l~:j/f.注lえの時 r;i~-J~ 苦であちたことから、た1ft したマシ乙ョシ fJけで

なJ中政、 J、政 jいバものまで定tli.，-<っ;hl これ Lは、自治f:?-J)派遣し

コン庁ルタン;の陪躍があっとFされ;;;:) L訪しこれんのぬ敢にはゴli主F

i fZ災におけるマ/ション問販につv ごは、干守凶r:-;j芸ドキ丈:1:，τ代土rh4-f. 
d 位指仕補償問注 I '有芝府、 20(6)裕 司;弟輩、第四辛を参lお}当初、

主t-'j/j、提供マ〆シコシ枝子ーマししていた私iとぺて 1 同教授の研究F視!主寄

与えてくれとn

31 20CD主lClnもjにIl.!J地を切ってλると、 l東1I1コャポ.1 ~主主に禅体?咋 〆し

挟誌二烹市/~-j品化:.. v' た市、 I，ノヲン rノミレス高l工 l二時草作工雫によっャく

右下され、コシケ jートの手足骸が主戸数地弁r溢れとし吋ー 干h~才t ， 2 つの~/ ，:/ 

ンヨ/はとも i再定マノンヨ/ス1':1主 d て'，.，， ，r~刀士、「宝 l忍第一コ ポヲス だ

けがようやく光地fとされ、これか亡 事が始まろ:-)(.~ ~て v る η

3 日本γJ シヨ/学会社六大全、~CO，)) )Iイ"-':>' :ポジウムゼしつ長待;:Ii::'t氏11ず

二交i電信庄工技術成会主総jf和「究所 l の党言。:マシ:>"3ン z 第~~巳~~{jüコ l

) ，e) i "i，~の復民法 7予定{;jt 元政演偏重だつれと長り返っていふ、

引阿i.'W:シンボジ "1ム 字ンユヨ〉守第??守〔江1U5J ，j R 宗本J士了千三会
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否、予とがゆえ ιこ矛盾 rτ も多く、r::j~止のマンショ〉のように決設存対;，lii 認訴訟!lt

長期-f[:~~たものが討ししまった刊。

哀災マンション{よ!日決区分所有 i:t、~()()三年改 ~Erスポ)T の返さス決誌であつ

れれ的、 '~_i{ 用の迅分 1し要iすが~われ打。尚11:主力九山!かかるふv 用 21士会主

にぜ tる笠 L~ を t仁べ、ギ字削除!こ l 過分」刀、 μうか ."'.1 う難しい判 h;i~( 対 LII1

'j'1.li9y:'"は 多 1/~(1):'践的意思を尊重 4ゐ lという結誌なト Lたハこれ(互ょ983年

な lト<1)F.干のi/.台湾省::t;事'日主的 lそのiZ“与にどの非主<1)効泌さ〉期"{-.I;可るかは1;二

値判断内問題であるから、主主手与え決議にl芦Jれた三号、所主ずの大多数の意思lい

ろ託、の iが尊重:されとべき?あるおレ 1ィペ ξえi拠っ、 U斗1ものレ思われるが、

長fごし 矛えじあみうかハグラ'"、ノ、レス lデ'j.JJ:;tH主力、iこ¥fつ ィ部守が~，i;'hし

て鉄筋が剥きwU'なりてい丈り、火、λが免法..二てい r り)かなり補修}なけ
ればならな、川ころはあ「たが、原舌測が行っと見積 t){，タ在買をみと)L~ 2.J ~~~の見

j;~ リでの寺思形成にrri Jitが志るのは明円かな :37ζ う:二日、える また、必復C')苛

コj吾、によ工、 '~-r_-' 災 iさ:1主に?寸わ~(た l応ア!年J::;岳民判定、立とJ":，~市り応土?杭な数

)_;'0 日ちi羽i'"在、 Ajl~);'O 人が、二，:y公的な減尖干iJ疋 F 受!.t.1正り、多¥のマ

〉ンヨンを解体除手、に向かわAJ三Lb~ じといQ ヘ匡土交J車省、兵犀 I，'-~、持口

市等とい d汁二千 政が、郁子l.if，~能 ~!)J}期復時をまず ~\;こ'i.1主、そ0)意 μ そ交し了

主jノ九:ヂ:救誌の発言)等の j:F 、{宅街 r 兇 r 去五 [1: 紀(i)マンシ司 J 口~j~ 一宮 i豆 長災・

詮て詩え町 E婿を解く，料匡4工、り以;1) ::~:rj;::rな j'

~~"例えは l グヲ〆マ\' 1--ス昆お !王、，:ili裁 2ft、品裁1汁、員長裁2骨11ヶ

IJ うど喜~ :~、 2ω32キ 6 ，') 24 日"歩棄却ヨ fL7'::.~
J:， グラ〆ムノfレミ高11J訴訟心、鞍本佳子 被jL7~ショシC')-r3.問l ':'J l子

[W -t る研究 -1tlll かl主主~，;<かで11訴ししたも Lくは協議同行字一例"~(ーの 2':- J I:? 

ン〉ヨン斗 第ワl与[ワUU5) 5C~人院本慈子 I 問 J史 j、震以 ;-1社主U ぃーンい

とうな"たがJ (j;:)く主主席 20C(，; ~:)2-182 r司、あるいは、'"凶i-'1: ;~I; jあな

たのγ ンンコ〆が!蜂!宇にと、心 E 涯と替えにひそむJi:=[;i主な洛とし穴，草月三村、

20恥1i ]::1;--1 ;:~::;畏ま々、~If訟町 Hーの証言と L 亡、館匹、j 人=谷 1I1生 μ[ 'ifゼえ

か悼僚か 被災マン 4 ヨノ1+1ての""戸 1 "以災地クラブ、 2以J2j そ参昨日人作

苅法務智民事局参事結五早稲」止て止し玉フ了尉有出の概'!}.!I(商事法務計究台、::)日出

49n 
v
ので三誌に子山、ごは、百t掲注35 1，被災厄クラブ、~{jüよì 18<)U自の l際法喜」

に ~f しし守r'， j，~カ{.:f，品、

，~ v可保英明n'円t両字iザイ"--11>たまシ{'/ ~.，ヨン ι くま祈書、 ~~OOC; 36P 

L明J Iti止、ふ()~)'354)W)?
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「コン十十"タンドの建平与えありきのプログラムを、被 '.!C者が|骨止情報も与え

られず、設られた問主的 i時i'R!iキ霞I で!分な議己主平一尽¥にえなか円た、とiz

1毎やま i'~る J

ポラス 1，:>-r~ った担， 'いι同じていご宝川，ん争尋ねて

主張 I(，~よる給九三停止で、半分以よ残っていた佳J二

(zみなRなくな「てしま f たといぶ。:'tj主グ〉他的一概こは良い、ここは鉄骨忌

む注 Eムれこおり弘e'JRむ見 Eもそれしiと修復青いJががかる:は忠わfない

コHヌ;{nJ吹か宝塚情

おたいしと~-ドあ心 9

陪のあら二九l鳴があ~たれ、雑誌が散乱:...."(二、た川、駐車場|勺:絞首口髭苧

が乏かれたり、伎会、いよればこれらの多〈は人為的合、仕業だレいうれも， (も

こうしたま執がらせ行為;豆、訴訟になったγ/ンコ/ではt常的にtニっている

円不nコミ L_ティ干if¥0)ftl封さ訪すみてとれるこ jこ(立必l志す t、えさだ!:ーよ日}一一 、

問、っ

こう~_ 1::長い訴訟の文、ヨ替えf去に厚生ってく三三分所作訂(エJてじっ在度いるの

か含 2iJiJG年 2月31日"ずの荷百説明のニ r スによれば、点ゴーボ (";r'J 主人

グラ J ド.1¥ ~，ス同羽 t 約二百百日、主坂第二コ ;;'，ラスとはほ l ん j 、/).tl~f:l:' .Ii;;が

再珪マン:J/に戻らないのれよ，~: ;拾えぐい Q 昔日[1-:"(1)再三はで、?ニテ fの

五牛fであるべさなのだが、 てれぞは誌のための妓~;;なのう、c ut宗グ〉意味さズ

足n'lせな!、めで¥1:ないか 1 確かに、老桁マンンヨン，1:.1上一乙川、 Kf人らの人の
命')'~たわれた惨ゴ'0;-口の当たりし して、冷鰐な対応時 B"~宝寺Hf7や同庁所有者 1

4、めるこ}の誰しさはまる J 思つが、多数決 CI訓人の il~l託を左右す必こよを此

定;る杭:ぃ{手、 !うJな該ELUとI1碍と↑両市の提伎が小川欠でなければい)}ないと

思う l 終 (-'J'，，-';' を奪うこど l土、 オJタンのユIHt返し、('I 土勺汗ま~ j しな

と私は考三ゐ

39 にオlも請荷H3j::11え〉(トレケヲプ 2002) 94-106円 三た、前荷n-::~己 主主宇

佐 r(--(/:ョン'--~ J;;";n~λ1-52 は!二ご亡、藤本教授も、 l このγ 八ョシ

てvは、提~U走。♀:世帯がよ~ttL， .C'，，-'/:: 刊理的 γ返習える必~がめるのかY っ

か、建物羽三きを[てし ι なしのであるが、 ~t替ヌ虫、悼侮かのいR舟守形成スl'でき

ない 1 いうより、 i主 C苦える 1: し ι う結論がjγ に岩っとょう:'-~，Ij、よ之1事例J 1疑

問を投げか!)-('、三三ら!，:.:特iこ討:不平会を開衿仁、給水ざとiIめると"う、 -; --;フ

ラノンを止めて:r;3.-:tてを治る方ilけよ、決L-C引ヌれるべ ιさでない」と生れているー
まf¥ lJc:iJtrl国書作 ";;J 1 i.1 1メ!，円 にも洋~~ 1./ l記述があるサその没訂;オ、i土砕

1果きれたが、私企なU07-1;"に訪問しょ:時ぃ以ガスグ)'f~1'::5を止めりれていた。

~::: '1'字00:，/' 353) 139 I "ιoj 
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この:3可 ，i，='1" -，'尽なく、 'f;~ ~tr. (なっムマンショシ{ヰl、filも合主形成のご交官

主いて、管がni:"0:が何らかの千絞目的問;jlそ浮かびlがらせて t る ふちろん今

まで:十述べよー当杭から定住之めりさのE1L完全J)進比方ごあっと ''J それC.基マ凡 3

ナー「ふv用J)ょ品分!ユJのjl!IUiiなω注意的な見常もり合類の提示であったり、あ

るいい、決設改ムLク〉伝;rlしごあったりするのf:が、そ礼は出'，1民コ，竺 t: (，1) 

意思決 tてこ Lては悩忘しくな 1 込もの、あったハただ、 これは約 亭でも触れた

う〉令官理相 i;-~ [A、が i弘日立片品」や↓ lつ昭総Jなっ Eいなか Jノたことに大さく

英国Lてしだものであるコ

第二郎 老朽マンションの建替え成功例 客観的要件を乗り越えて

仮神・淡路j、Tご:ki1tにおいて茶本間::IR;士による?主将えは令貝 ~åにぷる?主

替之子LU~ んバ 0'Cj1) り 幾度}~ 0' < {古来7じりi:f替えが試みられても l費崩C'J:i;71:

うわ'!t..;安件による補修派との J、ドサ"ごあまり官刊Jし何なかっf:vま/七、干の

後;た誌ができたと .c も、ノ人以(.1) 1 記 T 叩持ケ|千件 ;~J (.f)ように託子f訟に末円が

かかったものもある"九 Lかし、:主存えにエった才ンンヨンは、 I.}，レ !v片ーが「守

的交 j型 l]-J\~J であり、保持病を売名:1寸る二とでブ己々の|ズシf断有名0)ヰち戸t しを

おliiるメりッ 1カτあったから北訪電11守合出、?干ムJ!，Gカ仁早急どったも lつごあるば ¥20(6年

t~: 攻 Lt_:新丁目下支う I:i'.'f十宅の定tli.，-<は、平均建立干、おり，/;::.1， t~: <; ;1:_: )) 

そっいつ当r1:-r: i止、 同河:i-':;rl戸川アノ汁 !メシ!の5主有え享楽'1:;(二輪主主

1 C (?>νあんり、有三浦前十品喜i主'):) '}'fl員、;-f;ry!.，=とSf、資料が有J↓lにある

什日;;-)(j白;詰高主主 1-';朱7:1: 徐後お年:の宇/ンヲンiおける「賛同のi益分性」

が判断されとウ スCあハたが、これも最高tS::-iI区分所有手干の人与致内主思
そ草草する j 話;(7)-;シ昌 '-.-'-1二 詐削(王、臨丸民附 IiJ.物州市同年数と τ並河に t~~-j

寸心考察 段高裁::'IiLf:e業却事件をめ".0諮問設 J γ/シヨン出 苧nl~

(2(1((1:'ο 円買 主々、住民 C')戸としとはノj-，g-~づこ I L~_二工ータゾ"1 ~/ '，~ 

J:H~ ゐ分譲1 今{十宕刀法替;( ， >--:)ν 「二ヰ軒ドギロ什学fJi町:"，~f十何軒研究 6 '1 

(Rd3:~ 、以前川 1:1，0"。

1" 1i{ゅの[:;;:);同 hおの、F均守r-f5'::; ノ;じ)-~凶詰が、 5G.~門か 1:)i3.4門へと ι 土

れ定:{)ハん 3

I:l ノ七F昨日千 ー村?主主信 R杭誠判 官マシションi主替えのy，t，1::実務 l口jポj会j:

μ!IIアノ¥、 dント乃宇例，-学ぶ (~斐潟、リUf)J) ~so.-Jユ降

1 11: J Iti止、ふ()~/<35 つ)13:)の
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スレ三えょっ。酒'長平均速7て半がねら合告形h.¥zi，すごさ ζ トぷ型えないか

らだ 200;:， :'~(:~tìL~ ， ~~:与の官汁剤 I，{';'の:lÆ ヲ長だった太山主j行東北丈学名z教

J是ル引退去--1 われよ:ン〆ポジフム 11.，'その 111安そ i~ く後会がJi) .')ξ 元々 I1 J 

トメ〆ト」は比較自7男作二百か!十んで、九こともあり、7(J年近L コミュ

， 

も弓百 A 
iしjγτfノ七

ご t: (/)校史が患ワいていに、また、中身者向けの佳台も 129台 l 社j:&f科-F

lz ょ 31口)とね ~liあ「たにもかかわりず、家主可 l古]けの所有者がそれ円高ピ複数

所有可るなど、問.ltxりうま険同'fLしてしくりや吋うがて:ニ身長i向日0)1ギ芦つ牛刀
さ礼ていた¥もちλλ 、区分所生i去がな'"， U ，t代かっ、 1: it~，;i，河組立を!土去が

組主ciして守山していたも大きかりたもの円以つ 士11:紋授は、 ニク)>;.，-)J-; 

ン〆ノムにおいて I公iJな台きれ成 J を fるための妄|司をいくつか挙げて v f:2 

つはリーグーシ f ブか とる理事的選任方法であっとのつ主 'i，J歪ウ乞で選ぶこ

シの車妥 ~L ..lい 7こ L であ円、そこ叶守られたfコ粧がナベ':Jぺ .;) lt~でや ili

去』淵な ν 数々のハ マJμ をク，}γjるl民主11);正f"るr そし、、"";，)所有Jii之

H~[7)兼人の手11 吉井:こマ J ながるよ 1 、連出、ど;_o(，g ，{れG')勺封、組合問、そしとデ、 u ':; 

/\~C')=.~-'ir~ うまく機能するここどとし C いる {-1，にもう つは育fJfよさ

の白羽亡hff シし、つ n インソプいーマ，なものも f~&んて消長j;;;乏の ü:)らでさまさ王

な札日常 1 言~常的詳効も含めて}が牛，てしまう、とを炉摘!てけ意をH見事し

殻況に、 l辻紙委任状の昨日のi出11が決言t:1)J;効確認訴訟じ Jながらないよ F に、

建替え lh議だ刊でも代埋人;一よ Q 談l~}~:t春行吏会認めない辻、改 ;iが必要であると

言疋されていふ♂私もこれに関しては同感，ある 1""宅さの公正を担保オ-L斗

P本でも却想的である泊らだコこの部分lつい'C:;j:j、亭におv て命じたt.'0 

さらにもつーっこの連合えの事叫が稀有である:~ o':!"; ，--，'1;)~点、 !4. "古川町

l' 弐て、シンボジコムのお初j:こっしては、 J.，.:.1{J;;-:1'ニ「託料才ンンヨンITHと
における介芳ポ江主J ~I二大王学前菜 ;;;:;:.7長引 ι 号 (200G ，l 307 n' t:~砕をき主出三オJ

J二'J;

4 こci)，1幻。院ぜては、上件 111 初先「円く、。〉佐王~lii 命_.1 (京汁経済新報志、:98:31 

1部 171'c:、同{可欠江戸;jj?パ トメントが例:挙げ、半身市liJと京浜向"

(7)混き}I';.@ の~，:; ~，t:.(荒い軒 L司法が述べ c.，iしてい心 複数戸商有による一世代人恒

三ど これからの向的fr，il会に日ける炉イ十のあり 1)そ示日昔 lている

1(j ，..丹十品合の 13.主芦-え認1-;J は、円程 'I:;J、によるものむはな、、 l民法ト筏.{-':;-

鋲似の，'11体J 土な品、 :;Jj:'~'1 じ i，tや托 f，j しなかった経符については、太FRI主主J望

書注/13 :~i:r~以下 (:=1 汁・十':J .ìよ執主ド l 円滑化J去の問題点を挙げて 1. ¥ Z: ，-;0 

~::: '1'字00:，/・35:)自ら合 "つj
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ìI~守刊 J が争われなかったこ1- -，ある"197iJ年代L入 亡、 t.cι 建物の伝子、人

叶帯り、ア〆ベγ 人足、 "ペ タ の未設置なとの予のィ、使押度であった

ものが、 199C"'fft i ，~ iEって。笠の崩落 e ガス漏れ、赤xリ?とy」道オ、J、詳の円
ドも「狭羽のiヰ分竺」法王手い kつがなくなってしま、九から戸 まち h 使;~ .~! 

/け 1史っ C寿命を終える 1 いうよk~t止さI ク〉区分所有法ï:， ;:UI{相止しとi主目 jえが

行われたの、ある。

花、;立 :9i-L'年 i円にLi¥されたリポート々の山で、 f!Xイとの!もt.f:;-刀;'tJ-ノく!千七

シして;!)'>:-.~'むを程件できない L 1.;ιう会fq:のも fにJ3;主持え決議が認められFみも

のは、 I1)1日、における建替えではす、民(/)合芳正いう形Jことよる u高めにも似た
絞令古川t 芦れていることを符みふと主、写観的要件r抗感 ~I)動支な )j， èT 芦せたの

は I~!~ft .淡路大嘉手、it.'襲被でs')'.' t: ，!~確信 LC いる

第三節 スヴラップアンドピJレドがもたらすもの

な寸r、岐L亡51亡佐£なi;-オtばならないのか 私心、そもそも ~lS;z:~昨の状

況がノL なからず形手干しといる 1 若えとい;';;)!"叶閉ま某【iJ+~ ，¥なる百の1979在、:..iI¥

された介護マ/シ弓 J に|勾する行政監濯結畢ft;庁舎件:こよ ξJと、官官j'1朝j-:';'"りな

1'7ンシ 1ンが;:-1:，y~.物作でも 31J% ~，l()::'h という 2長選がみてとれる v まと、祝音

羽汀 1 修五百イ占みや L 司宇るものがなし誌と l 、う二~: I:(見ても、この頃建設され

マンショシ(正使えなくなっとらそれまで〉いつ氏物だつだのである。 十手4ーの

補修ーでヰ号ときれる Jりも解体 .. ~- ~f:;て替クること!ょ ηi 1 切りTt'~ ~せたん

が 問Ptx:)べ-'~1iwJ) 司F~l L:あるい l エミ主抜惇成:1)変化 高尚12七社会な tそ;f':.t:-， 1-

克服できるもの(:~- ~'í り念式ふことができ、 ìll; よりも将来的:手"さ十が得(! h .~! 

17 q，iヨ法人 日本住宅総合引ンターヘ宇ンンヨン内定干与え事業じ関『匂英終
調宣jU987、二弁者ヤみるといl潤会 γノト トメン}し l代宵， 11'凶 2J1!I;jI三

。〉阿古学げcτ例市刀Jiをしこいるが、 z..-，"も 1 ミコーテイが成烈-''~'，.， 

るわげじはないことがわかる しかL ここで舵れられぐ 1つのIJJ:出灯、い 3

れも使用行詰卒が少な¥、平均還τ率が 江口j;IJよi'-jも古手1;であった c

刊行政管JA庁行政広察局編ーフ了誕マン手ヨン t勺現状ト!問題点 J(問万能出高

原Jt~;白j件前 1 医 d- る l:é克己J桜花呆 r~': 芹 H げて王立当、三IJ硝l局、 19(9) 市;11育

的内n も取引における問怒川(，11:去、:院庇担保、 ij:*~内科なと!が口，[、ご、活

~CI):ム態まとは部J企されていない

刊 f空t申号Ij掲苦;土33 ムど;ilW

1 03J Iti'止、ふ()~)<35())自らS
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よ芳えとれぞあろう つまりザ用組言が~)~}-i-C以な l 、 L 、ぞのつえ修諸情iL'_~:::

が小児して 1 与る三千ろが各u はfだかりだJl' しかし、主時~:):::¥C-i 制の[可〈子iヲf

有法ごはやはり '!'1'TJの泊先、てこ」の戸;;']'と訴件、を起与れて Lょうらそれ均三。

少しでも Lヤ意向成 0~'l ~Z-:;， ずい叱較的'4Tfo:~ヰの余絡のある j叶件宅部円強油公同

Ir見仕内生:'斗?政法人都， J再生咲橋)の苧阜、干旦1いった戸地を R昨日y-¥..人

手間売業百が、 時期(/);.tll げ尽のような効きふ買せたの4説し74JLc ド分所

有法<1)己 (Jトはま 5 仁、月五二年<1)ゥンシヨ〆やドうJ-pJi有庄和J としっ f;:t:~キ形J\i"{~存

立しない前向「良()j貴!，"r-'J ，l~ L て根絶や L に~， f!子か'")内担当，'¥:2マンシ三ンプ

ムじ，)返しもJCi，レ'J:'ったものごある

し景観との紫張関係

改正法:之、「費用の出分'!"'j-， ， !~け r はなヘ 「す~k地内同 止「吏南青府't(I) 

話、政:"%した可、この改止につ'，'仁口、決ノト敷地グ)-:(./シで〆に， ，主昔

、の希望J 1 与えるものである{、{ti業封]!-C{I，止、 L たマン予言~こイィ .!;Jí有ほ止

とみ出 L 建替去を?平易にするこ:~ (J:恒fたな胤J朝であれr_:，しかし、 こう日たi主

苓え lぷ、(7，間平 j三議 L のコ主 P祈たな緊張をこむこ~: :ーな勺

最説と-:;./シヲ >'V')間総については、， 1>7:7 ンノ弓ン詳言;円、削i¥i大学"世人L

弘、この二と u、私がこの論文で殺慢?触れる、 r~営吉 i湿豆寺耕H イ什干7が~{叩者私、ぷ6距ド':bμ出計l仁一栴主 fうl 

」斗L泊泡千白椛龍 L な♂~ノて

1脆色5弱~'t性'~b~が:ニニ Jにこある

"干守!前編諸 問符;Zilマ〆ンロ J 法;62己 i所1法務、 20031いよれl工

l乙え止法はごiよ 費λJの過う了?士会開汁し 注恒三かすべきかFiカ<1)午と剥i'::-寺ら

守分再f+者の向庁1.:まねるーこことしたーこの苛立:は先)'0.~_犬、 制T~-~桜 y

丘住吉Jの訴訟における最高裁の判断 L最択H'3.6.S判例議未X}萩 l における

'1ベ汁IJi;fl一面的づピキ伐の意思ニ合同心fE4jイとJがあ たものと巴'h-f'ゐ r

111'1'"淳 郎「γ/シヨンボ壊 あ(広たの市市l発濡じなるヨ I口符3P社、

20刷 ii 1': --17 員じは、さら仁多摩地l丘の士 ρ山つ欠院で>~司〆ぴJí主 c ~ L， ~宇も

改If~~-ヨぃヱ埋LtJたこ指摘 Lている勺

日 λピノ?〈告網走 J弘、古・丸山英字、稲 l基ノ人民コ〉メシタぃル

本~f 5:f.:--t-:、 2ω日) U9-1201"[ [fi~i本 iÏzJì))' . ~t!}";'寸I~$:J

才、ノンヨン 1支J (1: 

j" ~?J _\~~-.マンション事行につ ν 亡は、立山ょ主力 '~I刊]判決 ζ示、抗議:' -~'~O と，1)，

トの Alíうt~i)縦六 jごし 6 う判闘争下 L 丈か、市裁で !i.1て内説子，:，)土、要なしどし、 211(l{;

::::3 丹長主主丸も m;: 1'、グ〉巳要な〕シ〕てよ告を荒お f:主主三〕と。~，か〕、「三三~T

~::: '1'字001:)<349)自ら7 ，1 "4J 
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三部お垣間発(採れノ汁 7ス)な戸、伐さ三ι'.¥}-まがなL山いつのがJ，主 Lーあふ

間発業主は少しでも件l貴l克しつえい;底的にまとまった!民子求めて 1、ベ ぷ誌が

見込的るからでめっと、決しこの最姐なi士球境手より多くの人々に昔"%し

でもりし、れし l とし ，Jうなコ lへのためではな u、のである

訴訟佐，ifj!...どまもなくのfrt1f ハウミ~":'私は現地副長をf丁勺にいるが、 |割前

ノ，.~ 1t~f:-~{~;を抜 i}'( ι、いて" <と、述内に臼 Lι城Eきのよう;アJ隠のγ/九弓ン

う〉林守 L亡し.-;;'. J;ミ豆0);r 午がかったが、北側 0)]雪 ~:t1-十一ヒに掲げ c ある l スヴ号

を返4わなかの者ねを写そう，~: L tこ 1J t，ーヲ~!j~'慢 1I青にもかかわら円十わないほ

ム;こ怒かュた、真っE主ぐ駒沢ノピ閣のむヘド手りに L三回を眺めながら、ei1hl可Jこ){

を踏み入れると、 '1、ぃ牧出;二小;1:ヵ';iIlれ、 )}lj廿界がl二、が巧ていふーもらみん眼

下(.-\土出向有数の緑むであゐ椀;-J，~ :~~I主i7){見法せるのどあろう

ンンン をF匂吾".1 /.ごった。少:11主グ〉ノ人的最適なB:Jfl直は

と住環説ν51d.J担λh さ才亡しま♂ア吋I刊す')，る

ll. コミュニティ破壊の論理

まさ 1- ，引会日J

ヨ地の人の最j也

ニフ LI:間宮が、 才ンンヲン内定苓えにi":51.， ιctiJF:えんさにケロ ズアツ 7

2Fれしくるだろう "'J.J三軍で私がf{;;げξ)r~)， ;:民有めにとなる づ刑判~lll{l'

諒一 IJIJ11lJ ヲ連平iトζ に L ても、Ji~)立住民を也き込λ で l:U荷

む;主主'lH近似する起1如何に居仕する守が合するその市、却の点沢を宇号する利詩

!王、法~i'ム保有!こ佳ヲるものレ僻守るしIノが相当である、 土し、民税制批iご法

的根拠が与すられた戸経線等i、ついては、石 凶敬台ー小川町控 l都市f-t-;斗そf

~:e う ~~~~::'，;I.I 制!日~F-r -{-1~ (i)反米 J 、足~-i'，;支 -U:喜、 200川 212員以 IS;Tõi， f 仁〈ま:めら

ナJている J ま点、イ，1京 子 l京授にかける一[T;¥'fマシンコ J訴訟4院って，新

評議、 L007:' ニ;ヰi:l~-:テ) ~:f 沼地主±ーかれ~:1.，、る n

ロ|リ Lビ千二斗〈と II.~::，>(-円高 ιある r 続j;-~ 公|業j 仁隣接(て"'-'7:二部 77大学対 岸 μ1I

の到、地全長谷工，.ポん/ ミヨ〆1:"-8討がJH口ず P落札L悶鷲.-たものぞある
，I ，'j;j~ 円少I!j主地域(;"Ii三層住民専止IJ池内」のどこ'.ヲザキい伴、都、ア大会とがあった

こと小ら、二二¥;; 第 極巾古田ドR単用地悦」となってν1た、これも、カ|

嵐・ノj、'11吉'.j記ヨtr;王;)11 lð6~-J刈;[j'::，ごはし'.' l" /;''-喜一汗ぃ、是主主再三工法的中請をし

た長特 ~I)-id乏革亡なったのではと断 1: て 1 品る

j(j I11岸俊出「相会汁ンしンマ l球境{夜から， '-￥じめ」まと ，，'l l]']]]'司

書、 ~()()1 :.。問、 lC:::::-)呉、

デLどは第 半で2íSへるこ(レシ「ミ。年 ;~tj:rgj':sの問皇、 ゴミヨと?賢母寺内問題

hi5J Iti止、ふ()~)'348)自らち
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町内保全L!夕日詰問題Jな てl、むかムl:"-， -~[話ごも辿へとが、調在 ìJ r並正化

去 町立す以来、官{J)}:f ムが従-m~ ~~て ν 込るマン/オン l 主 ν ぺ 1 ~台女王乙ぷ 丈土回
λ 二回八 日 r

野におい ζいるマンンヨン心'1，'な;，".，まよ、うbとLとように、開発染者!4.寺

i内交j捷三fの高""， f守主形成のし討し、!日公司や件宅賞給会主十などの写地型の

i敷地ド広になi'7 >乙ョンにリ字を合 ι)ゼにいるとめ、 コミ t二三 y ィごJて人

弐〈変ずFき古て 1 べ危険'1".があゐの、ある。さらにもろ っ、 Jノシ勺♂の1七

位と/で起こっ亡いることは、 1'1司7市←一件」おのれのもと L台市街地再開発事業の中

に組み :~1 れて事業 iとされてし「こ 1 である十，政手の 1;:-; 柁みや f71 鋭、 一対 l い
'---~ ':J i-_ 

tUt'の都市吉|山さえも(変さけるよろ'J:'右i同点;，{t-.¥-ち上がる :、牛戸、ニク〉ょっとよt可

最古、~F，れて '.iるごす〉であろうか。不良崎にある c/):;;t火山ような珂!~~誌のようである 2

てれ}土、 1j走米ノトら'Il層iつFit{千二日 I~:;{千 L 亡さ丈持ち家 11帝はそ i つ土土 I~:;牲

を継続~-/:、川希~'1 るかもしれないJ が、そのためには、相応の F費用負担

か劫掠条件 ιな-t:J レいう心ナ、さ C:1:二、こう Lた土地s'T右右;ニ;土、 l大di市

内十九V，:'，~t~.はむJ討がi主可てるため、将来の守ベピタルケ f ン JP::r守を g'j--t~ 、た十

地の11¥士1-':/+1とv う広三交の 地誌憶が昔長町"1ご巧FするJ と一 l白jllヲベ主

費用を2窪ずることなく+~.;:犬を維け Lといの Pあれば、それはE正作也7(J)甘え

との批判を免;1')る~_ ，::: !;;tむさない J判】こ論!こ口、?，，::~も'コとも、 f 事代:l~人需要

などh~:j:i17.注fでiも国略'y飲んてい訴訟のづH:.ft:を同寸ーって，，，-，たο

お 71 ート~~ パ、 Id苅掲害7十~)4 124--_:30買 混高1竣ね淀仁よ，て止まr，1" 叩市
再生特別指i主計士J が、 L まま cltめられぐさと都r-'-;"~-:-'Q; ，~: J並行し、スク弓"7 

fンりピ jしにを 1":逮寸るも(/庁、注実計出J以時代日、った土 Lている つ「川骨

に塑入手れた 1--1-寸引拝借率i車用代主主 t複数。〉数1"，.1苦1'(ヰキl'用存積率そ湾平王ヲ

るよ)刀ずできる市1，，[三:' 1)‘近年、 j間業池[或 j:~' t. )'C なく、 i~\; 層:: ----:*"守Hiを|仕く 111

i全地妓ド i色用範同が説大きれたこ jもこの 時であぬ ;23頁ド「手品ーと去

x;手さlLとし Lるのい、三"'1守て妙ど v

~9 事て1;レグ)1戸j 十てJ、11-r;合同 11frJ' ~!) 1ロl 性 J0)才ji廃が ッ(たゴ三者!ご剤tλ _;Z~，_t 

れやす 1なったっ

っけ平吾:1長 j、ョ都青山生C') i 去とヰヱ i?iこヂニ~ (信 ~tl 、'ZClCl l:1 ~ 1 ;-)員 福!'救援i土、

さら本来あイJゴ 1 ニテノのうむとは、訴荒転入tf;~，;骨院かえ組点 入れつつ

用に若返，';を棋に v 、将来に向けて発.CL~ていくこレにある J レ v 、"その」

うなf;tみがあれば、 1ミコニつイの続持と 1品う命殺と大京模Fコ聞読亡しう山喜引

が朽Rすることになるとは"'λ な~" J と論じ Cいる また、や:岳山よ、 7.:tliJLを
集t.~J-ft I共;口「速さえ手十二段されていふなと、 iパ介所有;!，;')北 r時的存誌失でき

見を述へと苛F71がみて lれゐ

~::: '1'字00:，/'34--;)自ら5 ，I':0J 
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世慌の示:]-0-レの比較戸「最ブ0"事詰きれζ 1-結んでv、るが、その主恩iJji~ わって

、 ~k " '0 ご;(，は わ負芯ができな v 、大量幻新規転人吉三 7ミコ二ヮィそ門前

%できな ν 人々心官弘へ行く Lかなv'J-vうこ lなのか l :"::[) 1-;昔

り~.地 l:-c j止ないのか、本来、「吉川i¥;人の{十み斗治する 2こ九であるべき

なのに、都 Itn~了自において，.主主とや悩汚を r，.t;さ付て

担と言わずるそitrtいi

1lI陪既存不適格建築物の問題

しまう Jこ土 h二本末伝

大規模法替えや丈規桟jト闘う8"(-:1、った胡r九円 方ご、絹;兵?ザヤ札幌市とよ去

の州rhL~]'l 剖\rf: T' は、:t的 h主主人0Y，.gべ仁 iζ わた Jつ r 日i度帯前'1，ω を官れ、た J

これは品層マン~コ J 鮮か荒市IJして、i"'"設+見安似護Lよフ.>'" ，;'Jものだりたが、
札幌iI'にお、、亡、 bilii-で祈(1)駆けj.b，み市請がなされ、時 ~ :n!fJ;f(:..n王存ノミ.'且終止

とるマ/シ U ンが j快可制lJ，ttを積み上げc まっ 7三 子f1、志る会干" ~/j王王事事

~H0î，I-:':J --で {i:R~せ.もらた由人小さな丈 (-("2CCG年 9 月斗e ヨより (:j!ス持1市'1 由主刀

かる 11記載され亡いる 説I.yLえのうぺドうかは昔〆自問え むよれ~~'-qるとEコ

34しぐいなL、会+土もあるうもしれなt-'.~ 守Pぃ将;.;::rE王11手不ュ且十JぇJ となるこ 1

3引i 平 l川i平利!河1日見j ヨi佐主 rτu包主〆乏三午物'!J~計斗勺)] "子ぷ日;波l度宝訓喜、 1山世 J日引) 15臼3-)日頁

一地べやd三立=問;は主限らtれLたものでめるう?、ら、経H"T.:nな利用全優先Lょうと世;(ぱ、
l己的手;J;:}l~J.，rf結さャ九1る~J ，~:、「都Y-i;十亙シ{品、いかに人間にふさわし

v ￥医 4よtI.~J:喝を ，(る泊 ιv ￥うこぺが、中ッ i な();f :~I:主ならな~.-， 止論仁、 v￥る

また五EJi三J手、 l料出馬γ>::-ヨ，/Jグ)}t'iノ干が応-.;-:~~ ~はU、しい ft滑j詣ではな 1、、

:ぅ報告が主主与 Jな子恥ご".る}、マシ乙ョンこ予 言存~O ~~ C~(:(li1 l ~衿集 超高

忘マン手芳/と部 j--j府件 q とどし識"正明 超高;iE1?:--ンヨ/の子官fて照時 4

3S--36頁、松本恭治「超高層人気的/主土〕プ、 53--61頁 よ"fSll味深いが、そグ〉他、

メ二つ j--./スなとの品育長 n/，など h よ'iE右中 í~{喝、〈中7寸'!i J;sが y"'fつ丘、ス 7

ム化が!jQ述忌:的:こ釘礼とのC'.(二な v、治、と中;倶;.'>:才しふj

。1 同村上A C 王ちっくりと主主主礼-~ (岩波苅害 古川，) 1:-，9--11)f)員}世政主訟の部

i】計両が氾α');~) ;fしむこ既存の rシ〉汁/¥Jまt主，Ut存小遮十告となる危険を苧

んで.，る

ti~ 而， ITffií法の ー"烹主IJ淀川」よるn:，出1..河町付の条例で~:i 却な jためる c ただ、

このtJ:r，市iJ刀工あったとし亡も、'I、すろ属マ:/:> '3ン拍ftJ:r，市i];:'，;1しるオ Bしj-Cはな". 

IJIIi!!認定ゃ総ノ?な号|市j乏なと、ィふがに小される土うな l 子日」がれくさんみJ

?.，) ，~ 

1 07 J Iti止、ふ()~)<34G)自ら4
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を ~();~l-Cp，'{ :!¥; -'g一るよし、うこよ{之、1"~.t り逃lfd FもJ--:)れモラ Jレ:，.~Lζ 言「る F 曹、

: Jlci、L史実である l;，1与しア)だi:"、

まと、最近で iよ、近年改正:Ì~L'l.':: ;1ん巴都市 ~t~~jiJ刊誌21 去の三の都市計画j1)) 

j，~菜市 l立や使って、地域件」てが河合ι士の'1:[-j 布み本保全Lι つとい行討さがあ心

;ーでに札幌でも I+J~LU !}条地!L(，:..お v、て、 1:3守主主のマンンヨシの生訟を交いJ卜

ぜたUにT'f-例~，ずある c これも今後 -;ì:r---; を 1こめるものと思う。ただ、 ここで4地権

玉手<1).f-'ì 立ち成がど、宮?であり ι なかなかタイムリ一片品層r.~I:，*;~物干支!リめる

のは主主L〈、モドョに構築す心こ Lが苧妥1なω

こう LI:規制によって、 ノ今う子、，j筏主 l問ι存不}宣宇格各 V〆Lゴ/'Iは土激j培骨するJ

土し、.，ぞうすふと、 Lヂう替〆ょっ三思っても、そこに全員が人れないと Lうこと

ヲ'-p起こり得る いま珂~tr ごも丙む年ーのマ>::.ョンとは、その{去のけ;己主止の中ど

れ夜半不足のマン d ヨンは相当主えある問。今後、市民主厚相iJ-C'さんにlれ}べなる

レ、建替え制度そのものう景昧のなしげ?ものになってくるのではないだ4ット仁

寸 ε;こiZ幹去られたマン会守〉はあξ ヲ次 .lltJ.:った乙いうごとにな ;r;かねな

まに、長災ーヲ〆 J 弓ンの t，~に つ一つj草花措 â*~W してんさ、形成ル|叫匂

oコ εあれば、所示、元7起，と「己 l止規制J 平「計亙終案」な~-'，1いっと昔日rh伝

川(1)伏'では刊主主:六にな Jってし j うて7(まないかリょのjヰに喝し u土みも戸同にヰ:

技しないのは不自然むと仏心弓える υ

'，， "-Yt~ (.:. ~ても、もう fで 1 管理不自主 1 な J て〈ラム fとしよう~: ~，てしる r

“完走1::f，l)己立マン乙ゴン訴訟?間起死なった， 1 シゴンは、 松町内 段!えi.7
帆r{~tj刊が旅r ヨ丸、にま勺たたぐら、二れも按ーとい1，;とに既存小満帝京築物と

なっ一"いノ;~ !1t盟問ごある まと号、ニzを秘告して説I.yや!〆な v、ニ土はよ立にモフ

ル;試すノミドけではなく、宅地建功取引';f?ä~告47X;-の「重要な宇実のぷ;:;*:..:~

注Tん土な乞Jコ

白人 J工作j主 I'ftみ続けたL込思いから 池式ゴ11川 1，提案へ 善らす治士iil j-J 

J ヲ 第三4うす [~ÚÚゎ) l{-:i-:!c:C-T? --j >シヨ/の怒設計l誌がうナ誠実ずの守宅
情で也生Lてし ι丈冗11::t1ιついと抗丙01由設案ワl主:ぞrit胤し丈ものて¥'，j主、こ
のような町"')岸みは増えてノるものと思ろ。

、5 日f 十世 l 総合商H:-J によれ i 工、什。日%の才〉ンヨン時~\i積半をおよfl している

Iバ ;iyi~r，h法G2;;:にJれ:f，i1;t卒去氏議;賛成仁、 1，':替え事実に小誓加する

ことを認めてし ιない。全日参叫するにめ iこは持:ti t~ カ ~:~IJ% もはるのとあれば、

f7意形成存 1専/~) c)も主噂の業むある 抗{11司目的てスブムイこの道子犬どる;がな

、のかもしれな'，.¥，.，
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〉ンヨンがあふこ Y を認識すへきであふ♂ T- \てのマンンヨンが未来立lv~~主存

主て， ，\ごとは小，JJFËであるのなら、新 L\; ， ~iJ 烹円前築存平割 (::J今め，~ .必妥が

ある

第三章 マンションにおける多数決ルーんの正義

(改定区分所有j去の問題点)

私たらは、F:こlヱ義的ノシ Jレの摂平lして「多数決j を怒験Lてきたコそれ

か止しいとカ rg1違つにい之か!.ノトはあまりう〈にいせ'1'に c ー】i-.;ク〉青Ic:.;没4十

として使 F て戸たのである c しか!、多数浪が:二 1、呼干去 、;-.4:'t，iを事くとは

|以らない附こ jl土、lI.校}白戦争が絶えなL こ]-t，-;刊にともまずもな ν、 、、ま t

'41，7，'汀立え亡ここ C多数決を論じょっ L:LT いるのは、 'fl，/:九円1:斗~l:'C，l，( ':)~.、ご

いるはずの l民主主義つ¥いつのに:こか、事ie1 H1主判的午、琉慌のも土仁、 rh

I長tlf.1I'iこ事]1~ャコ引、そご í)' ら;なれて l/ :~ '_Jた少数Jfグ〉ホ'1議 t雨宮TJfや女件l

b奪っこ p ふょド;-(-(-'~q る乙う iーな〆たのではな ν かといJ)ii似心，5'，t:， /::' i也|え

計画が'&;1， 1'号され~) I'R い、同寺t:t~特否判司が怜行されるョ:I(一、民改正己凡ぺ.'弓IJ、あ

るいは情的舎がもら去る続出」正に丘ど、 1 うfな百誌を亘 :t~-riこ多数意思そ構成

、てしま λ し卜、，手書ta~J !よ l守詰とMG交わらな，，，-，とはないか また、い

〈ら各政意思が少ぷ意号、じ1';権利幸恒例，t。品fTであれても、はの I'-J)平等合五

時 rLT口ぶ主:;1..注亡もマ-z;間的な中Uf;:ニ某iH:.がなくと以でc凡なし，70"考える ο そフ

ι 斉藤茂'，1ーョミとは打力、 多 i;:'~i~i 土 lーいか、 lポ Yノ村、ょ993)広三 166ロ
仁i土、多数決(よ民主主義の 江可1'('ちり 1べこれよなLLl寸誌や設請なJのく方

法〉と、会出ヘコ平等 ζ 、イぐ司1iE:かみφので仁多数ばという決めんは、こ

うしと/行出 〉ど価値y をきわ巧Piぺだトきにはじめて、不当の民土ニニ義〉
なる)と!、手の:--r:H，:，二十|会が ::-.i~~， í~;宴 ic，'"I， '"，たH会だとしている仁

杉田敦おそグ勺ン←円前二方ヮ、ま剥号、 l玖)1) 22-31 Tlの記述が呉

味深いの

~(: ;1 i島 l氏買 ι]非人の J去吉、i武， '岩波新雪、三日n21--26頁じもちろん、法も
その1均的判断基iH:.にて;:'-，つるが、そオしが多数決のみ{改正日条いうこF

Tは あま ;'i\もけと巴↑主が -~-i:'"，こ芦えるのでは/工 Bかυ なお、 '11島tfr'一円つ u科

学としとの山主主学点、)(立、 19i';)) B4自にお，.，ご、 i半なる政械の当大当が多

数，:;_~ -C~{)~;>/) られるのは、民主政治的主主ノ半原~J~ νて*~，~されなければならない

hì~JJ Iti止、ふ()~)'344) 自ら?
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Pなげれば、 l守場J京国:'_~ __ J 1) ライ 1ぐする形r多どの区旬、所有者と主が、「正義4

15 男与ぞって L 土う干と;なる 2ω~$-::r}) rイ 5tTtrヂii去~v.:if. 1;:符に、 v込士、マン

ショシはその悶有の i私的円 ふ試される Jさみjflえこ;，-'ゐ}

第一節 不可解な区分所有法改正7今の経緯

し「費用の過分性」の撤廃

改正問の区分所右法では、?で災マンンヨン以外では条内定特え決設で立科 t

"れたγ〆:.-.O:Iンはtf新ご、ほとんルがfl員灯台者ノう在されたーこ tク〉建替えノ5

:--rわれ いたう ffLは、段制治、!ムく等イ:::;)ぐ十でで、新たに七、ンを民む二となし

L千えるケース fあり、て)'，:'う苦味で l土、前章で言会~-'~l:]I;J i判会t 行:11アパ

トメントは特異なう スlであった v とど、弐i1i:ヘJ申立待まもな¥建 Cられたもの

は詩的[かL一見 Lも i賛同C')-i昂うr十字J(こっし品、疑い上うはなかったグ〉子ある

現在、は んどのマン~/ ::;;シで修議筒 ¥'f主がれμ又されている A 常人時に以)万円

非fE一時給!..:L，"(徴収主オる 7らげもあり、一二シ日~/ Iよ! まや I-E~命イヒJ ート不

十Ir:，:しと居住者に寂ソiさιてい勺 rT)-Cあ令。も ιろん、先買うさ約に際L-C断結
荊に父付三;1-)る重要 -t'.J且説明書~~~"C も、特日IJ Ji.絞決:こよりまだ性用℃える段[Ïr，~

としとも、苦 iJ~:-jさ;又甘るかとう?の半1I釦宇多数決 ('ì:ためるということは、そ

;!，"，:" ，レ問題丹十三互が皇う日そのよっな立て況をに Y ってきた法件rい対してば、匡EE

がわりされ士いbのを?見守るのはめれり王えである ごしている

i ノ士会に丸ほとんど参!日Lたことのな，-'/ヘヂ卜f'.{汚.!"YT{j 朽や、民替去を~:，~ J..:;で

(.，~講人 L 亡さん蓄の lE 見が主に市~ ，~~利治せ亡、ると，なる 賃岱fと芋の高，，，-，

マンシコシほと、 I尻}f:-~'件4 していどる)K宅う℃;一予戸F 千h 者と(のコ主主f，~誌えの萱':t 1... )崎カ込大3

土7η，用".~努子英 司民;法士E論肖1集'":.: 第 7ぞ壱主 "、4有一王安b悶、 l悶日5ω日!:5訂l日只頁n τ乃=符?号甲別lリu(民六に lは4、只?法

H町ヲな工討け疋と公王H町ヲな工討け疋と刀か、合主 1 てV るものが争〈な.Iてν る、 J とfH宿三

れ fいるが、この[支えn肝寸法江氏はの;(寺 7~ 1j{士ぞどありながら、特に i;，-法的在色彩

ヲ':I~-~.主< r.~CI);~文i合忠湖r 上 .c 右往左往 L.'Cいるとこ Y3がある

ーフ宅生~;~t物取引き立法告書、汚染:より、分譲 :i ~芹入匹乃買い対してこ(!);':士:

高つ¥ ''E.'1/事司!~え斗者一J を交 t しなけれ:，Jなムむ， ，が、修繕jユ定手U制査予

判明 r;f~_ ~工説 E;jtJi¥こ Jz士るうヘャー替え等グ)uJ続性0)-f:卦千三についてI-Ifl，;'r， Rfl t=:".項
とはなハていな".-，七ど、l'-e I'こ1主主与えi，!c訴がな!:1しといるものを冗Jする:':D

f7i土、これか知っとし ιて土げなか ト場ノアl町法治li条のき反止なるものと括主

?.，) ，~ 
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でし:主干与えが GT~':::-:::' あるこ;- \.~告知されていな.~ "しとがって、 E注者(~茸入

-g-)の意識としては、完全 ~k 所 l'権持ι家)と μて誓-，て t て之、主か日〈な

ν めであ£ まさか。人生最ょの買'"，t:tj <\l マシ、ヨンなどf.~AJ 自U な所有住

-c:土なし、J 所詮:ま空交うrl:用惨であω と:t-' ~)割り切りが求めりオ1 る!附!〆吋

;r ，~しまとば、P:"'t、人。μしら*意識1:1.1似、Jrなるもし1)勺 p なう、しま与、そ

もそも、 1"分ivfu1杏と ν そ干害干IJの告:i~生白{手に転士Eがとも「たのかもしれな~ "0 

もちろ心、本~"ワ i 所有権むあっても、もはベ主3iす})~ F十1'H:トハ CI、ふも>1)

ではなしι のだから、 ま L てヤ「区号所合怪」に古邑主-十生(~:なし，-うことな

(/) ;，j'もしれ士いー しかし去がム、寸('(:.:-..(ンシゴ〆人01土1つ的万九レ言わ

f'v'.::'" ヴ，>~ j-"-
ν 、、 v 込.0γ ，~り、 f車内球物を 1-'r~_'5t してr¥'r心 9るとし ιも、 i紋守した

所有権ごある以 、(~ >1)よ jな"11注目立J市東ずありても、 1，11注目立主忠が合L俊'，;

J一る止し，~.) tノけ Cはな号、うのよ:主言。

そもそも、 戸の 費用心込分完 lじり撤黙は多lt音思だったのか? 決制審議

会i主物[ス;'J'所有法~::会」の読.1\-虹を吋んごも、目立試案勺'lC)収的工とめの段uif

同本号Ut母台注お 79 1(;0頁に、宍正時弁護土の詰，1 て述べられていω。
百人京三 !J!i可L7と言JR本のj住む政芳J (司本評論社、 1001 づ12-/1:3員n ここ

、、|次うJづ~J~AJ法成守当時Uj防法人i"'1;協会ー公主tI叫の代表であ J~) た畔1ド r'?:控ょに

I1τk半数ほとのお十 2，/'~ ，ラ旬、設住?をやるに心。所有給が日旬、のものごはな'，，'，

!..: E 本人~: ~亡 lt制点，-不安なんです だかム 将米はどうあろうとも、 -1，山

所む維の対象いなも)，~. '，.うにつが安心L-C元詰t主主:ー飛びついてえ凡Z:l思〉
たん Fす また、確か!そう了干したれ j 止振 h返町、 1'1比在rも、七五分所有法に

は i*Á;~(こ，J、院な角、刀:ある I 危1其 i ている

(j lt妻美著、幾代主・川tn主補語T1Fb:':法案円 約十革法下効草喜培、 20(6)
4 :t号、ここで、制限の態様ふて〉あげて、、み 〉;z、「公用収用ーであり、

二つ再iJr 定め利用方法f乃禁止、 ソ Rは「 だの治設を強制され/.;)J土L、

最も悩L込 i公用r'/...~巨.1 (/);t長れはtず Id. iiな碕償そ勺ズミ11 と[ていゐ(憲法

山全ささん

円この工，~.I[(でも法制 W~:\~:Í{\.~ 参，IJ~ L たお~'，&殴只~-tdf.土T;(:立 I1三羽のi正;'J所有

権も l惜の丙子判維であって、所生体の絶対住ウ主主、;とすω考fh虫丸主i'T;士;も
払る Jしているが、 l未来水品、存続阿保悼されご， IゐかJいえば、でう F

はな 1、IJ と丙ベ Lいる一 l シユ 11 スト目。 1249 、 ~C03) 151"0 c 

.--~主岩美子 I .Ht~;iE . Jf!マンンヨン主主主主~~ ij~ Z~~~詰 1;1 ;i -J理論;;~促/'5から」ジ i 1]

スト N(!.1'::::4D (~(l(出 j 川}買!

!引汁KB L llo.76 二t正 rンジョン法寺折口剤師条文』 リUfP，)

II : J Iti止、ふ()~/<34 つ )13"::，0
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L おい亡、 I:G用の i~s号三Ei午 h土、平案、乙業 l 、すれ 1 弘明白されていと

j符 l 、乙長についどは、 l 賞用の込:lj'~ よ 5υ?五ノ>_ ij u-'宇多~とした f?土日号ごじも

のでめった-， この庁主においこ平案ない L乙事実 11 t:多数主.~であ J' ;'-' ;忠つ

ところが、ぬヵ月夜、字己九ムヨ也、宇品、決寺iJ審議会:、 ;y.:~' 守規制二究主主ミ設のメ

/パ ド史り込んでさとしつよ， 1日i!2:;誌の五/パーであっと夜ë~.lT~ (*:;~)し社長 i 、

車内委員の出井毒天E立京大学院教授が法嗣J王手設会に出席するに去り、法務缶が

ヨ lご法案成 '."1 十号ぎ、'(:;~.見。コ苦，，<やすべC!txりうチミり 二殺に特区IJ年数決む1.とめ
ら1'_，;j二 .c_，な J て L ま、七川町 F ま"~， ;"，， "11帝 i売会内委員か九も、「ど;~1けJ，7)

&止は、以手立法ク〉立法 f口七ス刀、変化してさているこどを象徴自主L示ぜたi-

v う内でも、非常にう;引木はし、ア~'!Jij であ寸た J とじて v るドが、言v 険〆れl工

まと;はぷ、 「ジ ， ，リj二ス主 トJ N附仁 ~2犯3五 ["柏引(り刊H)川2叶]内軒ゴ集主lにこ副

上旦3】のi3糾4'r頁7i1仁二干寄写臼自的PりJ安f件牛の;撤酎廃三斗屯々!に二つい亡は、 なお枚討し事項とヲるとだけ

と触れ Cv るf二、Tとあり、この時 :11では、 l費用。h三分↑九 iよ多数ω 唇 C6')つ

トし、干， c れるもの左左抗る内符("あっとι 事実、来ff救J会も!t.j:記注7/ご引111
〕九 j岱説会 i乃刀(午、「当初は(詳詩的要件l禁止 ;:1 沼市だった法t}j:~ の託Fノゴの

仕方がある什点「変わり、最終的合上は りま土的;.'tFiiでは、存続的安門を廃止し

でも jjiL存法初への酒車は ~IJITずであると'"，う里併が表明芦れるに主りま}たコ

の占が、 'l'~件、，})吉見集 •• ~りのあり方が最終fj~ i.~ 交わったj、きな聞出 i乃一つ」と詩つ

ごいゐω1ジムリ0[o.124D'::W(3) l3頁j

W: fPe;'i辛英干r'日坑字洋子トイ;掲15;土33 ::(;l -ç.~さらに Fて;筆、佐枝授は、 rンンヨ

シ字会相11:寸大会 (200討しりL〆j行ノウ品、 eもニの l費出泊分ド-::")0%)レ ノン を
1γfアしており、 fγ/ンロ〆学22号、200.1:119-2H:[l 二 ~I) ル ルカ円買1:'1j;o;:替去

の諸タト令1(.-')ミタ J ゲ!;</~ }しこいる まと、円弁連もこの中文試案を'?，jJ-C、

;~のさ見舎の中で、 二のノA釆ウ言、存続的基ヰiなりうるこ:女時していぬ

引この符砕いつ， ，て， i 、鳥ノヘ?さ干 ~"f士宅支失 ζ べま訴去一、 :~\i(i5;' lU7-'113 

R に詳~~_ 1" ' 

氾育t1匂;'-1"、 ~'~:I と jロ~:>平談会ぞ司会をつとめた内田費京大教認の;;;i (ザコ 1)

[¥0. ~ 2/19 ~2(ーの:JJ .j(J員} ここで、戸可同教J誌が、， --< >'シ司シがL'5.~.}用有権とい

ろ f量'!)所有権のた令f+.'Cはなくて、む[ろ つの建物 (.:.1キ ~J'R分所有者だら

が十湾北する己正体(7)乃切で為るレいろ 1ft:Rlが5主く!;¥てJ きて、 1'1;主て1さえ土， ，う
#常重要な渋定におv て|司Itとlての烹臼 i-1!'):三者手重!て、宇治派Y;j国別の

所有拾を寸るにめにはi1:1千万な介入をしない ζ いっ目立抗判断をし J七百昧はんさ
U と土し、 i 今ぬ|て分間有Lt7~1{ノK4:同「→い沃能的になって t~ r三土 i土、部会，~­

ぜ視さ九/:怒りが見えてこないのはItと疑河である

~::: '1'字00:./・ 141自7合 つj
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が夫、中間試本 L近い:::手 C{jて改正がなされ之:以ゲごま /: c'刀、「/£さな力“

刀 tí$~'" ，た予とを認めにいるのだリ「ロt]':年のιiJi或ウ Lどいた 1円滑1':;去 の

oClEとどもに e 老川一ノンショシは l都市詞竺」におけるスクラッーfアンド 1二ル

ドの標的 ζ 弓れてL主ーナーのである もムろん Rさじっ事政決で決まつれもの

であるか仏、医以内多主主が之社 v にもしっかも v れないが、 l総合前L在 におけ

る「建替 fを全く検討 rてν/::，t→己よさ%c と，_.，う意おとのギ yッYがそこ

には品るジ〉とはないか 多くのI/Ir;所有.eii士、土t:-Iくすf巧有権千かけ.，げのな

~ <rj'T甘?をである(レ信じてい心のであと c こ(i);;つな IT.i.(;'t; の空 ;:~ß\::'Jω法改正が

行われれば?討中子治えなしこ!.は予測でさるの大き争fr.(1)少数を4止るりう小

宗主戸内多数を以ふ ~I) か μj)去の判~.，0'3に ~f，すかない 子!，ご「多数)'1ーが公認

B'JJ.1'flニ{と Lて』去っ、するものは、 j上誌の悶門ホ迫i邑》つるぐめ仁i土 山己のす視

が世数;}:~(:".i主転しと L楕 Jでしたi持合乃ちな伝司んそれ Pきるものでなりればな

ら士 v 、ど彼 C~， をその少紋件主任ノJ件:，itJjえ;これlγJ字以 Lて各Et誌がによ延々 、

G')止の繁栄をうよrヲするような政dJ渋之は、し tかに公共性を{主安 J よ j こdJ1

(1l々 ノがにf去らノ どと u たら!CWi三号詳し 1~ な'，.).'1，ト、，f主主的ァストによっ C

Jふるい落f されるJMシいうべきでhるn

ll. 路地一括建替え決議の鏡定の浮上

「言者可?の過分↑1J (っしてlhC4 品"事談会でも ~ij 果は ζ うみれ議論が行われ

とのj七が、「ヨ地 j占5主持え此説J ，:3.:ノ示所有;去71:条)u っし とは、はJλノト75

ELUがなきれないまま、'，.'支士り法条J成守川と士ったE完走である一完の森凶教授

でオら 言n記ジ1.1)ストの1出談合で， ，市宮;jc7) ::i 51' 1)) ;，: tLi=;'この数ザがと
こかり来れのか説明がなちれていなしよ行仁君、、ますが」と参宇円ド尋ねてl、、

る¥円し，-c-J')る 」門事J三;[i土、団地I可愛誌の区分所有者投(r'設計t+iiの各己サの

4 U :~ ，1， ，11¥1勺7，f物をすべ ι エlてでた替ズると ν そものだが、[司持にその扇子入

月 下一=荷抱書注:3':1昂員

.，' .Jけ達夫、f注者への日11: 公共ユの1':苧としてのリベヲ Jズム I さi正十十、

1州、l)?，:l，3W_ 主f二、 :t上は川共生の引法 会話Jてしての止義， .税よ社、 19::;6)

202J守口 CJ-:i¥込ても、こ心 l支存.17:説'."ている c

tb 11右.::t:;:芋之}It 主義聖子科技 τYンメンタ-，レ マン乙ョシ r?旬、所有法 第2.~:~~J 

iR本評前引、ヨl(L!、サここで、間交:と重い、この/0条は、日書'1謀議会てか1.<止

された法i土一事要綱;はなかった〆?討喝されて 1.¥ -I: ，-;0 

ll3J Iti止、ふ()~)'34())f37 .s
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持株工，-に区分所有者の定数;-~K:'士権〈専有部分の言合 i の件 3 分の lんよを

勺')T ~~て u なtt1'.!ま I:~ t-) '~k "込こ'，，'うものである。

この市J!えの-;，t-J)議院!4.めま的にも i当ち;:\，~盃場しと各株における:)Yf'の2

J，;， I の J!..î，九よいう摂撫である、T'r llti'散決務省、反事局参芋戸 jム I~'会理由'!，'どう

レか、 Jこじつま主 .cないレ合国自主ではない止いうよ与なJこどはv、えない'.-)~とべ、

'f判:に宅土地Jt{j半分の)分の 4.'つ!と ν そ決ぜんもあると ν そ剤I，fC、r-J!f!;i

J疋0)濯物と士地が刈慢の不動産主とい 7広三百It'ilj ，l~ i'}i丈予な出I!支}の架橋ごし

;". ;f)程[斗の数字が柑;与なのか~. '"，うこ L を考えて、治ι若いた弘字刀， 3分
LjJ2Pレいへこ;.i:' i-してしる c ν ドし、京外、、与問1こも独立レて汁;"Uがで子

れするこ三“を7或了みるなっ:;1、芥探においご62条内?主幹去決宗 lり分~I) 4以

v 

、

2社主亡く£立要性はなかりんの!七めっか そt!.，"(-，! j: LJJ YJ.¥ i主 t~.' _ 7){ 古 i L'~_);':r:;，i有

汗のたりいi!.ら行かなくなる{レし ιつのであれ!工、シ、なく〆も:ll'二法を量百 L、

Jt崩 i;1日J- (l) 交 ~h為でさえ祥TfU決議にし亡 1 品るよレを踏まえ、また、規約C') ~主

人宣伝が子 j ごあるヂとれ器み 4フ?のο灯、ヒといコと三ろで落ち羽仁¥¥.c以

なかれにめどろうかサ弘が、このように思うE三虫}工、 :1 地ノトアク rN:~ ;l 1 る浪人、

相当年弓をかけ ζ建設さιるこ之か$べ、lW!L': ~地I}，-eも世年数が出王れといる

ものベコ却型さかJ古うもの、強L業巨が注うというケ スもrr干Lているリつまり、
老朽化の逆行 L-，:いるマンションとふっ ("1よな v、マンシ 1 ンの追'，，'， ~，あるから

である また、現寸、 cn地宮埋Ufr古宍ZttμてLる」ころは多くなってきたヨ
が、 l、ま1主将えを槻ij-:~どいる}こ λ の(:::: }♂/-.. !-" i之、少し昔ま台以南習の持J甲

制1八しか焚-ーしてお句ず、そ♂〉管理制]<，:-の菅士ム10')走 1こよりも朽化の淀いが出て

ν るめど んがっと、各陣号11の安1'1を引きて;アて::i分の乙JLこ，!:.L，九こJに

〉し、ては、に:汚の存設計安fすが1Iイー Lて1小ぱ主主L<る立、要性のなしヱンンヨ

ノまれもささ込んがJι どニJがF何さ1し之1 モのErんで、とi旬、昨有権をま 7三

9-~屯GSなも (i) にし、しまそ 4 のであ打、 i!i 考力余地があゐの、はと考去る c

.~l ji:!島宇n、79、82 Iノ， ') t¥'u.12:10) ;s:-3己頁
i阜ょニ{じ法J も壬分所有法J も各械のr;出を売りフl::~ているけ

司」ぐ管士事前」イ7が機株、 1ても 'lf.約 Jをl卓拾裁判グ〉主主( じているところ

が多い口この 'i を ú-.d、再 ~JJ果解しごいないぷうにぞき円安しる二つまり、法誌三:::1'1

，7)京殺となふ、 111地式]定!f>>)についての税約が定められミいない111地が意外土事
" .; ，I" ~.~志づL、ーとあ ) "x-， /，'; ，、

~::: '1'字00:，/ <339)自77 ，1 : 4J 
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問ー市場主義i立無責径を産む(ヲモi産し請求の時価額の問題)

行l井教授が、法務省との意!'交ィ買におい、、 1ただ少数百かつなうだし7で袖

慌しないわけでiよな〈、そこ:十その汚慾 c-1.主b除手Ijがある域合でも正当な補佐

よいうのグ吾、決 の要件 J~.存のマンンヨン1主主};::円滑化問でも、~?tî干の戸分

所右 f士でも〈う j七が、そしっせのだioU:ゴムう}:1.， ι行二 l'':'、 TiTj長「由佳.1-!..--、従守

{{ 1査で号制だ刀、ら、とんな;;吹き 1:J:-，::"で4沼 ν 起しいい、!楕lハ l日こ注、

"{， ところが、 1<十交宝吉の注替え二二.:...iル9:;有〆見る J、完乙1長言;!Zによ
る111:f:田内許2，:.;.、「再建建物が建築された状世にHけ心建物及び検地手I~ 用権の

{山吉uそれに裂寸る絞費 Lじ，)迂旬、または、川定信ご宮内救池レするよ与を予 4十

二た牧抗 ~I) :if::針hf;;持と ;~~l， Ú 山球物取り壊し常黒との#棋を棋連とし、症だ? :tl 

F町、 J、I-(l!らか(，-+Y i::ti::Tlt句本以惇寸るi三芯，:(1} J.:~省:~ c?)何r不和三"泊牛まれ

とくる。この揖土方法の}こい屯Ji敦伐の、う「補償J辺1JtJ::匂のどろっコ建

替え iこ主主)j:r~な'" '1 .J~- ，Y 怠 f)lll. た，~- }~で f与るぷ Jn誌が1主うレぃ与}土己、 l

に欠し?るばかりごな〈、-;:~[7) )1)I干す除、た i十世)を奪 七 l補償」を Lなν と， ， 

うのとは、ノノ、数，1';への il~さではないのか この売波山詰3K.C/)R手前認の t~~ 疋刊しに

h 王と待問的吾作 ':u 同じり泊分寸止があっとふきのままのもの Fあ，.~; e. 改正

去に j-; いに変更 ~t' ないのはベコは。)おか[いリ公的rH~ による補償が憲去で明

正{七3ジしてv、るのに、f!.企業的問手長引がを三む l仏的収ijJJにお'，，'，椅慣がな

L' 、への !i~!1 き;i~1 ゐべうで l誌な、 \J‘:丈、由[ι ておく i，'i:、作、 i土、同 -fh1:(1.ムf

ω 品十、前掲吾iもお 09.T! 

汁 7司γ 交jm1きや宅昂ヴ性J!也九主主去来 監修 よくわかめ 1jンヨ/建fJ三L44務
守アル スム ズな事来j!f:笠めとめの法l支持j ':汗ふつ壮い、:，¥)061_l i)--11 
由

、"吏高官哉、l'成16年7!]l"O'1可決 l 審引用刈決l 子参考としごいるう

9~ この補喰仁つ， 'は、山野日章土~.'ンシ 1 ンの注替えをめぐ ξ; ;}~.f宇己主止

の討 :~J (fji:t耳、/ユリストt¥'0 ょ249 ~200.\: 48 ~，O了()があり、こ二で 守、法2~)

条 l の陀窪ご、「忘法温合，it_~件脊宅fi がJ弔忠きれなけ f しばならない 1強訳し

ている c なお、最すけ18.10訂正モ集;;0語 9号2以)31''[をラl'、た当日う子 :491"0は、
私的;.fé~2Sl!又羽 1::をi日、して{れと G

，n完投書求i。おける件前傾に仁、、((土、;平野帳悲 l昨~まにつ~~疋J J:h:附点源「裁

判官1号u、糸川区分所~r;;係~1!~;1、法』 百材空涜、 l09幻 50/i:rなど問調「る

"汁土、民力、所右法改止院は、町f曲訟に II-m ~毛利議殉償 j を含む r t z，津

野pJ(，をt-:J{，'¥椅討されるべきと考.:<ている。

l; 15J Iti止、ふ()~).338) 137ち
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:工「紅、内ι正田J がいしリいっ考え LーはなL10この改正がさ主志、ぞあ;;;:):lf剖'1'の

っとしての視度予Jぬ到したものであるつ

君臨ニ書官 管理斜合の「私的自治」に対守るコントロ ル

私lz、法L主 -1T: .7) 防提に管域弟ifÎ~の叫 l吋 !4剖」、安だ「たこぞ、ス内だ折、法 (;::2'{'

l きれ亡しまっ丈 ι で;土、決が〆主的ふト」色合能)j ?，;/ I 管理主HイミJ は呆-;:-亡協点

v いゐ ;f)だろう 7、n 特に老朽マシンヨンのよ訪台:ムヨ1ィ的な行 l~j若滞絞，'7)問題

を捻之、 f長会 'J-()~(t とい状況の午i~~組合点(f+::!とi数ある去年 J二りれるq仁この

ぶうな管叫寺it1-;(!)烹曹をj'l'"ヰしたうだで、私的白diを了間1#するのぞあろうか2

そこど決め犬、ことは!い己雪任」円からということとあれば、た;i十c?) Iセー 7

テf千ソ l'J は有望L1Lて、ない〆いうこ(レ;なり:ぶしなし ι かっ'\~;iり、三分所

有 1主~l[íク〉 i計三斗:二上;')主主才たニミュ .，-- ~ "して山幸25J11組白l豆、""めて人「自ら

むあり、失態~J:，:;;1 '，j¥;な存在。ぞあるときち、 l仏内じ戸"を全うできる 1ミJ ニテイ

ごはないと止るりではなしふか 逆にう一役62究:'¥)u9吾川、 70sf:.;l})iK誌の有対往

グ;三;.:1t ~:L~C官用組合の能力を問題視されるべきであ Qη つま灯、改正J六由工科

説的要件そ廃 J 、 l 手続三要件 J を強1!~したてとで、今没てれらの干続三十=

かに-三正J \'こ i~'，~'とときるかとうかとし』つ二とが、 1 元誌の有効作:こ r君、間不!っ

て(ゐ ηと考主心からである〉

“北海道主庁間(平成ムり守 1弓15E籾;:1)) グ〉記事(，:よれば、総三会~iはJ.'~ 1 n:川[Jμ〆

7 ト て/ろ〉が9吉寄説;:J::強主、 管t型暗雌'li組f合';1)の〉エ対!刊i主会は4剖羽 J力がフデず疋/胡的h 陥? ごいる Y ¥" う

このLヰヲでは、せヌ]会社に任せ切刊にしが勾なi主人。〉長，:，j，]'，、が?!?自にあるとし
ごいるの この記事は去lJn主主 主告での調査手芸イーけるものであ£

、i仁子7 引t，8吉汗、列 記 記号言 語;，: r年寄:い目、1士学力f府:ti1~~ 17TI 

96 この詮えでは舵れない州、ヨ地内の定梓え主主認抗議〔団地 jgではなく名
慌ごとの永替えを不認寸る伏芸)の戸と 1ごある

寸前舟i'i、i'J ，~シ 1) N¥J.12叫:'140H 森三宏樹来人数民，'，、 l今 J引よ、建吉一

戸川説グJイ:一理性l土、手続的要f*;宇治γ;亡 事j (.f)~:"('初叙される」土辺べてし吋

つま円、手続四をおイヒ〕たこ{レで、汗報告7要件の愉引も i*~~去の百十ふお、てTf

J~ヲ'g 合で行われるはずで 1)Z， (考えているものJ-，~，われるー L かし、-::~，(は弧

日!なこ!っ:}(:}(Rx 'C!!r.F件しかねる。

~::: '1'字00:，/'337)自7;:' 11 cJ 
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第三三節 事例「千里桃山台畿二団地建替え決議における訴訟」の争点苅 試さ

れる私的自治

し背景

認止;をむレなる

卜、 I13i主|司地

されJ三二千星i!;il;台第一戸地!配(J)、

~. " ， ;、 l ;止、 17ÆM! 380Jl、 ;~Q ィ言内部市南 ι 機柄による， ，わ山

;;:， Iノふ !I-:-.(ンシヨ./Jである 千厚 lータウンでも釈に主7どと広めの致地，-

ゆったり L配l苦されており、隣接の戸定住宅とグ3TZきもそれほどj主干115はなし

柱、が如何千f~l J-J :'こiiTIたたレさは jでに、 υ戸を除いてほどん炉内住民Li:2ら退

v ていた lμ 。 ft;iLγ/ ンロ/のよ~，な.ff:険汗のために ttめないというな h 主

だ}.1'射じきるが 反対者ヲ'-p訴訟立回 Lている抗宗寺踏まえれば jf替えの止め

l乃解仏字。ー若手守る主 lで!士Rはとみ続七方がぶい liRf=とまいの資沼を最小
It，~:二 E きる;土日、うのだが、フ日Oに〆fr~-3 )-j (i円ぴ)決議の円かれ約おり ;-jJ，左心1Uj 

l3C .~.1" て ，e;'(こ日よ、て U' いl誕誌と fl~!て ν通たの七(

当初 lよ 12民-;.~に主る昌二信交持77zLでのg1生￡ル日作していたが、ふO{)!J 年 7

月1lii一件、:じrIの ー←塁ニ J タフンのまちヮくり指針」か条問と~-C bf'!.f二三

j る弓~-J)G !--j29Dに、卒業協ノ)--:VτE長ごあ dコた林ノ仁会11')ケル k ~j スベス 1 り1

ソεこの節，-.""丸、ては、官、が20仁川咋 IOJ:3'に千われた大沢J車款のu頭弁論を湾総
二たfEに、 H~~':J-特玉沢弁議~ ':被 代111;人) へつもヰムr，3J l'七dI会(;~r;~1'でよ七 1

0)方から j鼠IHJ 裁h資料掃が\'-~ }:.I呪地裁平 I~k ~ D主 10 耳:~f)司申J じi~ ， λ 民主 t~~~平

J克己()年日月訪れすiJ;J~ 、、宇れも判例議よ登載}等ゐ芸苓に記述[ていぬ

相当初、立主与え抗議主主ノJ確認二五 ~i が崎起きれといとが、 J巨i在ぞれ以利解 L ご

いる Lかい述替え小苓L::~~にえす L 亡なされた烹i，1[ ~:ì古求に恭つ人 所有権湾

転??に手続訪求等訴玉、 I(-，+~成ょ7年、 rJ i手18415せ去らびにj':成よさ年、可!宇1720:;

);-) '，~お!て。{);~~正 1J: 苅も争当の一つ l~ I~ ..，..争われ大);Jz.地弟、同tAJ:版本l-.

j言高裁台 小法廷で審理内であったが、平成21ケ j.qe3Ili: 1行罪判lとなコた

C:U 1-11岡J亨 ヨ 1: ヶマンション崩l~と あてどんのthが局時になる r:jJ ': F:!終日ド社、

200Gl 127-~3211 にも出:tÎ:iがある内

l l zytマ〉ショ γ 亡の成功例を持つ一「ン→)ì~ タント円マ!行、イス lこ従い、不

701;:":蓄にプレヅιャ 忌';点 ι 十~fj :'ìrU九手 qるため i 汀τ コ丈もの丈が、伝説，­

わたってしまう，~~ ~Jf: d!::の結果によ勺ーは、戻Q に烹れなし ι': ~!i 'Dmの劣化などj

jス似も[11に¥/:JJこ的、よろしと l まとf士山Z)J.-;";:/ンヨ J においどはこのよう

な手段者こるーとは禁"されるべ車、あると思弓 c

ll7 J Iti'止、ふ()~)<33G)f374
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株式会杜コ人モスイニン T)J7事司IJ協ち白il¥をィニ とあた川かλ ;去;::~主君、

主 各1ねた1の訴さが加;]した 平の条↑刊誌r:.:こよ J入手字二五百か200~-ぶから 1 ，50 1;<;;

lなるこ"土 e 当然事業計耐にも深刻な事筈'yうえるとめ、企業測の動き Jし

では件f¥:';J)利益の人めという釘慢であったかもし才なしυこの問、管J二制十誌が

足立信託朽皮判正副去を実討した;ょ二人 l 惰込は円;，{皇7j~ ~、 if朽化しといる筒，8.T

(互いヲ t，もfi];ifl'jIとの判定を受けるも、主買「「意の党告の期限切れの 9Ij 1て

に e 営理相 ì;-i土 i 注恒ニ/捕進υ~F，l!<;首もた l 手ヰ司 ~r士、をきa~// ぷ%か 1年丈れその後女

作部会との~~'.:-君、右;晶子t内議涼なJ-..-を開催 L 、伐のt午 1 ~'月に i理主要明イ住所定の

Tii'::i2さをえ士て、党述内定替え決議、押'f3汁! : 三コたのである

子。〉後、いくつかの訴訟が提起予れたが、民tを才で?わ才Lたのは、 1"1:口町
設，;ぷ了1"→ノJpf:有省どな f.'株式会百コスモスイ三シア{原;士 明刀、C，提訴きれ

だ二1*1こだ Lての C'1fí ~II主将-ijl~!:~ ヰ記手続守詰ぷ訴訟ーが併合者却され、最高Z丸

山m，，;:が伴←れ亡1品た 原仏 iこは、t-rf悦巳合がよ長坊主主}J:I人レなコ亡賠桔容の

Hまぬ~がなされ また、 t(%'0矧は十ηなお却を望む「日立制ス々 ，1;¥すなとi;J.U:(7)i昔

Jエi菜く、 ，':.: :;に、近特件討ををさ二こんど行政訴訟川。も発Wl:~ "Cい丈

ll.賢題の所在と検討

私h二人、 一コ汗白の[区〈ウ七分i、所有+惟長に間わる改i正Ed、が百市tJ蛇是と[し〆 (1い寸ハ、る l平弘(Ji杭iL3白?治古」 円酎

力子γ2言浬キ刺H~'介ì(: ;;柿向わつ v勺~- ~.ν品な

庁ゴ主合剖[は止、毎日のょっ;話し合いがl可能止組織ではないのに、総事主 'ð~ で 1'jl

告まもの法設olT町そ柄禁・);がむ戸るはずウない 桔笥 I.i， f:iißi~章者 T，導で言:Iml

I1斗'fLieめられ Cいって Lまつことになるの/げに当該国:也の速さえにおける

i阜の流れは、 R分所/J音注が9らの意思で;'，本-， ;f~ものであろ行か。

当該当地の管理組合:41立区内規約変 l起をむにいるが、一度Lわえる区分所有

J去の幻r( も準拠 L 仁 ν ノ，.~'，/;し、長期待旅，n':jき去も 1早詳していないハ 2002年

のい分所在山武 I 卜 Cワ大]干L、 iH主管;，の組シ七丈~.-.r示:JIふLc、その他的戎 I卜に}立見向

きもしてしないのであるつ果介 1 で、この~~ J)なl*}lcで;'}誌記片者がいう会JlJl

tL:i，} 保され、い之のだノ}ろうに Ii主昔え決三三でに 1う上告、枚川町]1JJJ': ~'古報を

E宣伝 9，;)手続を整備することぞ、官刊l対今における口町がどJ鈎に対献し、令:l!]J

〉締千幸一1ξ 北山台 1 丁目 i十民九 I~{::;()(;'i 主 J 片山;司に，1穴河市にけして訴訟~~_.i走

起した。

~::: '1'字00:，/，33日前71 らj
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Hでな判材i:'"されるこ fが担保されていふは考えにくいのでは止いか ;l-f~， \，~~ 

苓主て L 込，~ニ

I )規約の有効性について

!日以年の:7分所イl 法2tr"~において、ぞれ以日1' 0:乃!玖桁規約;ついても、主員子ゐ

志のよで出地内生物を J孟で管到している可下手を持ってし ιれ，，>..みな L規ノヒ

に」りイィヌ!}と之、れ、今出(T){立I1 でもイ-)';jJと取り扱そのだか入競約は付文ゾ)であ

ふ J いうの 1J'裁判所の主主不自コイさ λ 方であるれそ、こで ι 問 ~fl なのは、全員の令当、

が証明でさとか「ベか〉いう問題であ〉だが、これは少L苛ij(1) r初日7年 j1;;:7 

円判決 I(当該凶地円以訴常、高裁で前!J~if ~た卜J-tf.の論1支で終指した戸当

峠幻自戸におけゐ告Ii¥1.総会;二丸いが全貝了ノよJ:. .)'.'あ勺た旨認すF鼠に記事Z:."ずあり、

うち:i29Fi(?:r=:弘、不IA，i，つヰ認書ノトJ-J!ノケ L亡し、ゐな 1: 分譲業苔が当時iつ性

主部il'.，安市公団 e 公片<;.]ヰオ守 の日郎、事業手千 Cあるこシな生、そし亡、拾おす

日;静かじコも討会)0)主主jJJこうしパ凝附かm高されどいないかれ、全員グ〉合青がtt
仁2-Cδるし、;にと ("3;; ) l二2

[かL、iifE主].J]，;:;:)法主'，;(土、現行の l勺〆 J 弓ン樗導管理規約.，じへれは

その精lA;4 日開然 C''-h tノ、かけがえのないふ引口の区分所右惟を守;-cき 4
tり;{:'IとLてはあまりによう，111てなt内;(JI'n，(あらー -.1". (士、宮城主計 {U l{問i*
会相!のずマ慌でもあぺんのだろうが、 200:2年r):-i三に羊J弘L--ご v 、 ~}:Vl ばかりか、

:03:):?:;~t lF i もヰ悔していな，，，-，;(刊のであるラこのような規約千そのまま 1: L 

とおど背町組甘も吃っとか、「 l盈正化法 Fi，-{訂正数字が符 i~sしていく』の ι 、こ

zを桁摘し士し』否認会計:豆、少なくとも I公約十羽与 を1';:.信頼 Iこ jJするとは，~

v'i'~-'，，-，のごはないか η このよっな規約 L か民人なν管理組合に速さえ比誌がご

ロ玉EIJ，1殺ョゴンバンタ ，，[/区号所有d-~.l (1、対1 字ヨン管IWザンタぃ、

200.)，1 113宍(王、 i川I， t;î譲安業 t訂~./)ザU，吋f6譲安!ご F~〆f戸.汽く吋uそ子グの〉斗咋乍江戎立幻Lに二 1料グる l旬守、給士視立先奈利与叶!宅グの〉ノ々工下存手を殺

'J;'.~説i誕G輩

l仁一問7わ〉り刀;あX，石 」ど}ザ〆ていzる】口
011、が問題禍寸イJのI豆、規約の設定 変更の1zJt. -C あ;:~ ~ .l ~)83 字二::í: rr :つい

ておめて出地のす".~立がおかれ、 J千株:に 1場わ，t) .，長況の設定:・主~i:.については、出

出手円作のみなら F、与IWiおいてもバ介所イ;'.(，山総t:{及び該決権の与 4')}の 3
以上円安1'1が加わったはずなのだが、当筏合的#1.約にはそれがへつ c'"，な"' 
I ;主管え」止は各仰に民わるこど Eゃあるこど争鑑みるとき、少なくども ~lU~JO)

設定・主主を?ニ〕へきであった。

l; I ~J J Iti止、ふ()~)<334)f3n



マ、， >汗:>'/)九手持lおける渋(:11義

きる F 判析すふの Fはなく、やは打、全員合止がn~~-c' さない" i戸分の合主

雪干の清央ノ口 、改Il:i去l準拠した規約:':l!~~ '1-]日、淀主主主決議を '1干すごとが

あるべき -J二続J の三者(下誠心筆者:で μないのか こCのfつ〉土うな江始#規Lキ給;をそ

のまま境F羽司Lて

円附行右昔ぴ内〉多<，:，，:" I L凶三分所有i法去 J 十叫J仏もl珂球型主j島射， ，c;れていもな‘治か孟つと百記三y左三-でrあ7七〆、 七包王分

l用所F肝!{右J苛のf問司予件宇自的3烹日と:しr て [令z辺]]欧 1判1 肱断戸 J がなきれたか丈ν 、に~;f: n" である c

ま丈、 i主主会去に羽わっ六コ >--l J ルタシトや介護 l は~F.ラぶこの事尖や知-(い

たはずであり、なぺ戸、規約改正をしてかっ立下手え計画を推注Lな点、ったのか経

念をすJかずにはいられない車止先決 JはすでにZOOI+から液干されており、

2004~:ム j iJには Iマ〆ンロ J環卓官即規約 j 均十で舎でいたはずである。「交分所

有苔の京;討仁乗じ亡、あえ亡規約0)~.'Z~，よ・変更さ♂》なかっ丈とい与ことなのか

もしれないが、そう Cあるならi工あまりにも汽iえだである v 規約仏、 "ンンヨ

〆C')最品ピ「己主広範ずあ旬、 l表決Jではないのか仁

ii )長期修繕計衝の設え方

地政判決においごは、 l長期引き続0:向lが詰定Fれごいる かのごとく j，~えら

れているが、当~'Æ~訟において J三期待搭計百はない(これは、 21J1J，~年];!.月 2，1 li 

fすけで?古河1きれた「迷宮ミヌの胤時総会悩集ゴ河1書 J0)最伎のベ ジにしη かり

と記事五されている"ヰリ?たえによれば、 最f到1:力7乃〉修i捻君"匝悶商函l雪零表は2古〈χS"'f.1 }汗守グの〉ものと

Lて

そもそもJ人¥<1阪夜地L此占lは止 「長;按P院:::1跨;喜~~諮主三計十亙J 什いうものを壱了J珂用司甲1時栴Fしていないのケ{はヰない

かコ本来、長期懲手書官同とは、 ':1'同期間~; 2~年引麿l:J， :であり、"'阿 ~I;;*需の

む:J:q(となる一事，!:.~，外監補修、屋上 i;Jj水、 ;$iit~Þi，:Ji五一1Tx1J、之、去、，11L'"玄関21'.寺

院れ却の改良等が掲げら才、さ;1Sf'.'tごと 1手修結馬鶏、 苧主主買等が定的才てい

るもので、なおかつ全仏しつ [-)fijジ苦jjj{';! められともりでなければならない、そ

J て慨にら芋毎に~.r主しをす心ことが必要 i とき [1 ， ;6 もの "C ある!(I:， i-i枚

珪事にお予与されるばかりむはなく註T警の支出会伴うも J)であり、総たにおい E

議 '~i ，レ~> ~(も v分所1c苛主同:"-ー刻されていω ; ，; 'rである一この英明修斜計阿

が ν~';'J' i) 作成されていないレい)、こ l'も芝大な "J絞自主 I"1，批 ('5土言える

I コ r ンユヨ /1望 l:U:.行 I~規約ゴメ〉ト寺P':i η

v，，~惨ぇ U: 、滋医Tお仁?固十片:::'1f:吉 ι上日:1裕/1.'C:z止区サ所有法晶注さえ宇業
去の解説民事法研究会、 2∞4>ι7頁 長期修卒者戸 l吋"が士いは 、l主管支千文

~::: '1'字00:，/' 333)自71 ，1 ?uJ 
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の Pはなし、丈ろう詰 ο ここ pも、「出正化法J ¥おける吟用染者の某幹事務 1

主ける王よ1"かみてとわる。
さλに立が疑問位するの心。老門化判定h.ー調査l二おいこ、 7悼の 11むのっち

すンブリンクが1才ふり;1と、、う 5であ叫 しかし、地気判決では、「告すか;

すンブリ J ゲ自在IJ全1t副社在によ己してf土'，i::(係る}):%"l:>"多くなるう1，-c-信頼叶ーに

乏の限界があることは;.ffi/:/;::νj と Jつつも、「経貴お手 ~11-J の削減刃問の

包総:会})，~i 凸もJl-J :'i、それ凶鈴木イミ理な剥企・推古方法であふ}いえな v し

平i牛におしては、 トトシプノン数(!)設立:やザンザしのl三立に特段ィ、合聞な点刀 4あ J

←ニ!.を認めるによ己りる 7こ拠はな'~¥ J (-:し、 I三千ヤ適'"長;-~てさた L 、被告り

が什t庶Lた町会ぜ民認を出べていないことも;，"J主としているが、紋t""-;"r)に専門

B~J*;:::~6~ を九九め kJ 刀、 c?)ζ つなやや正L~まな論理 ，t tJt;陪》亡いるのごある ι また、事

前グ).~tj::l 、~~r::l会内包旨を、「手続安1+の前詑をなすLで、建替えをずるか百

小山判制1=1'7、し、t{j}fy; ，N .t; ド合j1r目立な判析を寸る iこぶり l、子;~flまの汚 ~"auノ「ヨ載

を妥4とする 7ぢ仁丹、泊7コ与され七同行そのものがi主主Eょのf;班十字を%割的にm.

限するlムきさまごはな vムと訴するのか相主ニ?とある と L た判断i土、ュ，-~ I卜法と牛

立昔、一 'f続安Itのm外!しがなされたのか従河が1主るの

~:t-j--'年絵 7二法築物 l こ J仏、て、子V')施L持明、花ー業巨はもらろん、}，句伝的合

:flJIJ平的条(ルベコ使.f-r1 .îK;'r. なとによハても3í替えの設禄が~:tうのは常識とある υ も

ザ、三z修も1主替三ニfi-lj~~ i口仁で崎長fずゐのなら二三棟で詳細な');1t;;;折合行う記、

?:があったλ っし、まと、 Tj三ム ;)レム 絡にもっ}詳細1に同;すすべきであっ

たコこ;r)らの占かじっむ当初かっ ，l主替三ありさ Jだハたごとが示さ1'./;)のでは

iii)議決権行使害1じの事前賢封の疑い

これはつ前ましい|町包であるが、 I)主百とえマ三 J 予 J~ 河 l もl-l- fj~的な.ïú~ :)紋

:L;: ~~裁き才、て 1 、 tt V:. ~かし、 T:;: :)扱 1 、を記i主そと、賛成派かりの切り崩[

誌の設案寸恥る rJ圭下与えをして1Lι場合におけ心建物円切9;gの縫持ヌ IJWf:1立をす

るの iこ要 4 る費用グ〉積及U 千の刈~;:~.Jが何時 h 提示そ:'，}'，亡いるか野間で品る

l 区分所有法3日条 2羽 二H:んtk:j、主由ご、んは代市人によ行使する

こ土がでさふ 'c 専 1るに 事前に者千千J、什士なく 菅ベ手記載した書市iで投
票でき匂 V)作ある n この干ι汚'..'主役権行使杏1，1託会グ)決議灯時l問主Jt公もので

奇心/文さなぴ〉どが、そzιを万t!喜古iに|斗1会Jずる:.!-!，:，U うだろっか
C! ミ拐害;+.90

Lつ:J Iti止、ふ()~/<33 つ )1370
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おJ まとでのili，lいフ多数社ル ルをl?~;j.;.にじる結呆/'1J~ ノてしまっ乍ノ(1口 l の

ケー スはその典主l肉であると 1 込去る o 1'1話会江)1'lilアノ、 トメシ?のケ _， Irl< 
/ 

のょっ L十、 I~Ai;!!:怯行使喜凶。〕取り扱いを合忘して限的 :.1 上か"~んのとあ￡がも

千町の場L汁土、 l京行氏辺人"いが宇月'1同日本 L、その後反対Lてい l人者ウ主主手日正

に転じてしまっと ふりニ土により、各椋の 3 分のフ以よ土いう佐{十を ~J 1) ). 

することにており、決;義的成汗に11わる問塁打となってしまった。 ーの斤~:.:Jづいて

は 子続出 r義という制凸かλモ疑問が投げか;γられミ宅扶とあると亡、う 砕

かに決決権?二侵害の形式的白川代を確認官るために院起をす一る(レ v うこと ¥J

あコて当然だ土 141、うよl人当日立守 ~，v組合内持問弁芯士であコたものう\建替えきき

戒派と，;;C対派に町選した jゾ 】レを設定し子tLぃwうで問主1'"すふのでなければ
F人当 .t:~'-) lーのではなしA治、 反対主慨めず主人会公汁<4れなかりれこどわ二度的

事京間判なシ、 J主力手慌の公正さ。私b従イ:を持ってし ιる。地裁?と?ブては、こ

こでも l不心、時介は認められなし， ，レ判がするのみ Fあったの

1γ)第70条の遺言室性について

1I1地 おif:;~~去における保明l 各 3 七ーの 2 刀、卜のき芸n ，.~ ヮ、 ι ての疑問 iよなか主

う拭えなし、っ科材、引いおし、て1/3の反対17の古;手証間三れ勺〉いっ想定;手、「区

分所有法 J 心的0)条項とのパ:-;>スがりも説 H，~:Öずつえにく 'c 光Jポ L た I--j;<J哨

剖分のf会主」 や 1焼約めEJI:L曜の主主」 のj['J.に Ib、事銘与乃玲{日』条Uにこ;義蓑1務寄1追包反1者キに対する

亡ゴz う分子再所Tイ栴与準のE説え T完f記tG~詞円点: しう1混町ヲ定Eノ〉νすみゐが、二のt悶司三定E(は訣九、営埋賛守や令f妥三年iわた，円、

亡イ

あつた三占かミ共[問司の正利l王法壬l反;るf込宅を~.1 つた J芸~- !' 対して、 その者の|戸父う公、可寸l弓所予折i+右J!権存
;-~脱完 Lζlリi♀忌L、臼凶山cjJ こJがrさゐよいうものでめる}こjはfII:1';官JA主;'1.1':-

で日設す~，ことはできず、朴、引J-C';Y分所イj 苦「ノ総jF4及，~議決権の各': s'-のう tl

上でない ì~_ ~Jj:M? さえ舟起する~，ができないりである口第 i\i条;おいて、主三ミ

戸二古川什買が各僚の2う?の 2U:の決議のみで;主νf±iせる干とは、 J司た主体でら

う了CI)__ 1 .~:';トキ時 i封 L こい;;:， clしても、義務t主反省ん .1IJ} ~i) ;) ~、}'， ;-i':" {J~ F{(~ ~~ -cそ

力強訴訟争fごな

印式l:Efjlr，~ír拷書刊誌官、寧148-;51 n 

u 当時、原汚!、王琵校式会村づえそえイニシア 代J.If)，-:手、;:，:n甲板令。〉和問予平
日空 iともありと そ，)千三設は不1J:lt_:'ヲ!'j'; 守、τ に í:i~止さずと 'J: lJ心、が}:-<:めら

れれ(レ主つグ〉だがの

~::: '1'字00:，/・33;) 136合 I?っj
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-#~'IヨL! 賞して、 E1l十問題¥.OCF理人十主規約;つ'."¥-c拘ってさと。'}r;仁、区
分所有法{')~70条恥いて、各椋の議決妄i宇が各 3う?の 2i~， Iときれている市Tに

つい、第ぬ条土倍吠\J::}~ C')t文台位に疑問がある占 1'J旨拍しよ_:7:" そもそも

主主F主決議Z のものFL述用注意jの問題字抱点て'"¥る J これまで私F力説F

るように、 7 ンンヨシり管球温合;↑H苛Hï を-~-1、人当におし ι て:~r.在できる l 私自主

白JJ7能)JI !まな1、のである c 法律(j:;主憲(-ttいと J ても軍用する測に子の能ノ.1)

1情わってしないのに1l-:-1~~つ(-t/:市場原理ギ主的、ス l~ (引たむ:帝政第「

，'7)笑民主 J であ、た L 考える， 111野同教J主(弘、いえらな観的要flが?能率された{レ

ぜても、建替えに合出tlーを欠く;)~ ~，:~o.'乙ムれる J:';jB、(立、よJ 決 l 条 :2 J.El .トJ4在よ

.lJt . 90条などがたアする 険法却に開らし、法替〆段誌の事長州原l珂を構成する-

この tっ主 校法珪:一上品;fitl!を伴っこ土のな l...l()2芳、的地nJi土、憲法

迎合乍を確保し雑しり レ 6::~条でさえ従わししけお拍されて v ミ。"1"1， :.J 、地政

判決iこおい、百改L心、之、 IL:{分附イj法7日75が定替えの必要↑と等1こついて区分

所有 f1の~治、こ妄ねこいるえとから 4 れは、その白 1古に甚っく判断がみらヵ;こ

不ノ可塑ごあると長とめられる場〈にド~l，~ ~亡、適J+j違憲 ('ì問題ìFι1:得るとも唱え

られる J ，~: ~/-こどいは ~'1リ王しつつ、官用組合の駅員込山内証明がつ、法J)~-;;:~ だ

と6xてI..，;，s~も η とも大阪地栽子、 てう(た詑古をすべて「出:'-i'二基っく 11I

断がr;gらかに不合王子と認ぬる;こ月りる，O!'Iよな J と片て)i r亡しまっ CvるJb

は極的て伐色:である〉

v) まちづくり指針との緊張

;!?:凶市条例の Ii-::1 コ 夕刊Jン主 ιづくりお引"が2004年?FiJ 6 に先
行さ jtるのにイブい、とl.C時、:全員1:t.~ ん首長 J するすで 1;)事条下定者 C あ よ忍告

が、信.-~-胃 {-;2川タが 1.S日%ドなるこ計i六が頓j圭 t ;，むことが fj: ι院して、

月 ;;9 円に;k:J 込み l~j 請 1" を行っと

1 11 ，'1の日

羽子'.1汁ゥナ(て1、る軒町p:!:l十の手ほのするくは'[孔存小沼守主主築物 J を作り出し

亡しリJ" 耳!trの1が J~-O) ，f. I;1L正ドけや没先ししむ"守治勲ηú'i t::l じ{，~R j主:~ L， ，( 

"山野日弓iHBi:tD2 1:ジ ，) Nυ124D :;り頁!

!弓 ナ亘三 I ータブンまちづくり指針 20(H午?)j 1 I:!ご字、111'11:の条ヲJ し

て旅行事れたコ現伯、字 ~IJ 協議申出士写?の司会れた丸心 u人間玲許日J I 工、 il~-I;;~

1ふ弐との協議成げがハー!ルとなる。 LヵL、立隣住民ζ7スニ壬スイ二ι?村
正の札燃は大さいF

1:-1このFf請自体、果として原告にfii詰Tiシ〕ての法問乍はあゐの/ころっ刀、少

Lつ3J Iti止、ふ()~)<33())f3GS
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建設された註初ぷ、次世代;，'1可悲悼の建司、えが!1'史ないだけでな丸、

ぞ急落ちせて急尽なスソ/...fr，を;J-み出すむ:除む苧んで 1 与るのだっ東丈~:):J可制手

J、数民(4 l都市正副をめくるパラグノム(よ Jニ倍増進~C')~記:続開発方 ι Jニ

情綜性主の療局保全 再 C;Aと大きく it芯切らな:.ナJ ばならな、 J と u 、「部

， J 立記を封筒活動的古刈場レ v てはならな~ . J 土述べている"九二のような

将来 if: 1i~ に提言そi干 tt 明売が果た 1 て公必!4本:認ぷ:己れるのだろう刀、

そのか'1二で、地裁判決における 1:Jj、同ホのまちっくりお針。〉問胞l士、 1'1*"'J 

つ["J弓内定芥えを Lなけれi工ならなし場合に苅;mt_なωいLかまるのであ心か

"、三1;~_~í (り指針ぃ院-1-;0 清掃抗1"仰向;;]i土、ま t入つく行指針。〉法規範吐す

につ".¥ 昨百イする tでも士〈、手続を'，jっかh 小台:l!]lなわ!吟心事'P1;とまでは

いィな、、 よいノ〉ノトよければi;;;まはL山、)-1.、)，~，J5 (はまえ問J戸残ゐ

とまた、昨1f 9 号 ::~ð[!地妓!士Rらが、二大口]古河原告:こなしとj司z処分丹京消し

を求めて千政訴訟を提起 Lたニレでも証明されたように、地域内中ずコ〆一上ン

サス治、何られているとほ百い就いのである J 大政地裁が l 公共ぴ)rlb"rに法会す

るI;;.fり財産権につ川 C:jJ~市I ~，くわ止るこ F ができる Jq ，，~~ーは3 出[亡ゴ:f;;:rj/c/! rえ

を組み.l:'..ぐといるが、「回地再生 以{りも 5主主主え 1 い Jm択肢し小ないね (~--C

{まない 1--1).:::..ュ γルJ とい弓 i霊司 l肢もあるのだ h でえ品川り悦ズるもの

は伎一て!、くこと二そ、公共的文吉川に合J立するも lつで{上ないだろっか。仏企業

じ1';利益の泊GI':同庁所奇権合歪L出~てはならない 私は、それが次の111代 1

コながωものど l芳えてお η"門、あくま C l'まちコく?指主を直守しと団

いう疑問は大きく j'心不ft同坦はこの持百 h お u 、てI'~員/'-.昔、じ ζ ぬ定1~~;~ ー

を再指Lごいて、その奇iTiをと泣きは共同事長 y之さTIな.-)ごい三のど。〕かも、

王定法替えに上る決議l土半年。):~. ，!-である r与も)闘方こがt主号じ!r("はある J'，.¥

かc したがって、教批グ)特定も小Wl~雪にあるとの開設も同ごえている。したが勺

て、この山~~:iEiり足誌がでさな!通可能性が品い でつなる)、このみri:~! 土 I ，iK~ 

L::f#i'、た常」持活って争われ口、るのか

!い段去路州側j久5::::て修、 :苛号阿陀 /1肉7河可可1有耳jγ士汁1ドJι、ごf編需
版会、 2C(l{)，: 130 rr 

i下最k-'f:jnL':62'τ ・22 (~t主τ1 杏 3 ヨ 408Ff .判時12:!i'~~-2l 'f[) 

1:; デモ1手間左 1，'~ ~芝府ときるの l士、 N?O川地時 ι←什示 2七千7 ・ f、人引 R 酬耐先町

市 団地置とま ιっくり 建て帯え fによみがえる団地 '1ンシヨンーコミ了
.-f .;'、;霊社、 つcr，引
i一部けブi'i'斗と 11:l{~. P:;'!.ーについ、は、宅:;s"f幸 '1祁円i'i斗;二部77きれる円分骨]

~::: '1'字00:，/ <Y-~9) 前7 i' ?4J 
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地再生を区心べきであり、抜:7駆けつつなものに行政が可ntEするよろなこ戸 川

あってはならないのであるコ

vi) その他

私 i土、先代i古求の :J~J~績の斡定 -L;!.- 、てや J止り、「繍治J ])分が力::~;f，へきれて

いな "'¥/2，¥':'"疑問を感仁、いる 中二!日者への買い成。 ~j搭が所有権評価恋しつり0%

手厚t'('あ-'";!ニーとttとか h、売ir;:L-G古求の制下与もこの肢を出土 1，'と日われるか

ら丈，'k;湾仁交わされ f 従計資産:72買契約誓」に上れ:zt靖有砕百三前知

3 LflK (66.45げj 出、l別手円 争乾{f:I1Iへの買取価格 3LDK りつ，838千

トイ 建替えイ~JJll.!:;: j:、戸へ占LDK : .8::;0 T円土なコているよう?ある口ニの

裂が]町交わす長に J良工じた人から、これと l白1与の{仁和 2売さ:1で戸たと L う ~AY

出-:1...)とおり、 この価格，-，当時的 l時価」ケェ立か，た左官われる ずc:w而格:ーっ
、て:川、町であミが、刊さ rンュョン洲、りり07j円(絞yt) -;::')'(;れ I-Hされるこ

レに士才 i工、鵠替え安心釘:，-;4-.0(0)]円の財烹を子;二人れるこ!::7~{ でさ 不主主

叩者以 j::!l8:近し a主主官 c.，!:~ご千刀、なくとはならな，-"っ、てヌ!ぞ↓ベ~')f所有 111 筒円筒 i

Jエ í5~>c る L ノごあろうか、そし「回発実.Ifとの交換自白， f 主主刊しと砕 ι~.I~"(，さるのか

くJはり、ある在l止の伺債の r~地が品る上つに哩える

吾守134に目、(て、料J、会千!こfスフスイ L ノ7と住替え苦手幻品は売買黙約

か事;粘 Lた!rf、その際の契約内:伶があまりにι不千1;な契約でFもり、その剖分で

も対 \'.1 がある、ほ;弁設7士はほ世主E均しと 1，主 tt~-9るものとよ張宇佐〉が私i之、

さCJ1 これ認約が従日T針砥1-1主吐世間 i'の等価交J実認約 Caら4なよ，1;1、宅地建

物取り|業法的お条の重要吋頃説明書、守ì3G:主~:)事H;J締結時期の制限、 I~I_~~:ヘ i;)r::

'll J: úラ豆去な事長め不 ffjf旬違反にほ自由 L て ν)~ }~ J沼崎Lておきょ基本協

定書ー本汁成Lf''{:Y:常任誕の:-ic民県約舎昔後JwjL kするといっ手法でごの問題存

ケリ /LCいる Fいうが、従守賢官ヲ古賀担約は、芸〉¥ま C従[え'!:fi1Cがご計四C"f

~:.:入るここを長たとしており、 予れにより 奇人民土!こいス JメミJてりのできな

有者の居正他 都ηE竺!兵部fli崩改へのブロU ーゲー F:!"，~'、居住福祉学会稿 t )2-

i下情什研究 ;JI "東信字、 2008:14C，宍 lilCi

1" 'l井 J↑主位長j長作為I上 J平日7校:命l "及、と堂、:200.'3) 10:)-1(10日口 子井投

授は イì:~:O)内心がそのまま尖配当れれば、与え号室」主力投入 L たものと得れも

グ〉のよ仁が高7Ttレb守Lv シいう思p昧冷本材二斗l片
l交主換晃灼止義J にM ず之る1" し一てぐο"注斗之 r ま亡、 各斗手首円相旦ぴ〉言動によれ交換

のJt'干の計書そ3f1ハたままなきれたj長ノテもra;:tJてTあるこ 1 ている

L つり Iti止、ふ()~). 3'^~8) 130ち
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v、義務を伴っていωこ1-'c菅原すれば、 も持ていなv

hl:工if告に描し』た蔀fJ:7: sl'1引のl酌Lじてい 'OJ"とiz許"れるべ売ではないと

きえるからであるの

その|で iJ-， ~;、この長約本 1i~均ドす ω たよか i川、、 先述[犬、主つ(::.;:(】(6ゴ干

しつ11)j 1:3 R ま C':"~ :j主住之季初老:'-~ ~，込去を追っ~実際ι則， '筏しを孜前しと

ことが霊安土間期であると思勺ごいるうこの時子守で翌年c:}jヱ c裁"口事が決

まっ E いるこ}も知らされずι この行為がと己期散決，-結 n~>) \} 思い退うそ LJ

7Tも少なくない!い J)~この 1"/ ンヨン lzfで災マンシヨ〉めように、いつ会主

ご土，~れるかもしれ，~い円しう危険でj か jg っていたわけて7はないの「あなれ土B に

京替え小参iJ日者iこ7"V":..' .'~ ろJ寺さゐために行われた》李と， ，今べ戸で&J

;')退去 L/::-~ ケどっても長期目的仮住よし川 ν、う苦痛 -t-'"Jハるもの Pあっと

~~いされびペーもの 1 いえる。 !t{宅内定予与え事業〆\グ):JT':しき慣例 J な人なしぶつ司

法的刊l析がえさまれたが、二二ぞも地裁判決は、!/<事， -いマシ L封/に{土みた

ν と"う庄岸、京7Jミと.l~託、て?ミる~_.;J'し、いつ5される もメ i-iウト Jかなし叫1

での{十!/:-移むは、長災マンシヨ/で年どのj、"i?'，'でつ Cこな、 ι，IL*をみても、 1/'

{土区分所~7i主主にズ:禾]を強いる小躍しJな対応 Pある 1 去什し、結果Jうい干写立マ

〉シヨ/への人r を断念-~るてこヰjJ日間， 辻、妓~;;決議ヰ刊主主:六なものにヲ

る品目先←がある v 宗五、う該[JJ杭におしιι相当数の区分断有14が民ってこな

し i~'J)~Cある

こフ Lど出合3三五ヨ地Lおl、亡嘉数を惜成しとちうカポ司、在区分所有者“ F 

ある一♂; 享で否認刑!??の目的能ノJI様相な影響力をつ fるものと~~--C.. r;.;: :'!;--

所有怯の賃貸1じがある)抱抗Li七が、ここともそのすよ笹はんさか;--.在らに

は、 uすがに詰常件は入らなどなって Lま「人かも Lれない治三仮件ま 1、よいう

22担 \~~:!01.ι れない ま/三、主主位えが近 t~ '¥ }:い行二 l'':'投資」りとめにR詩人

Lた古も柑 ::JE21 、ると院く ~~]1剤i.fi'出動はも Jコ l: /:..肯 ，<~l \.'H守栽、{í-..f:主行事な

1:1 ，!i1 n(十、jムなければ買い以:)価格乙 2初値'J1かれるばかりでなく元町['JI地
i 宗ゐ懐手;:i;'; 失うこし ι うものご Lかも、全行で売り湾~<;.な ν1上告今、検式た十十コ

ス Eスイニン? í 足 1 は契約を~"ド告できるト L ている口その自主|担を 11 ，9 : '1 f: 1: 

f】EっFて浪士が一父1 淵，京1た

三 2uu己年12月におよそよ山戸近い ':7.:主柱〆一夫誌に]A:JQをL、?参主i釘4日口を吉表ミ午叫1c， -，: 

U汁号寸i1μ〈うj"Pι叩p子有」苔重刀が三従コ請t完買契F約J害にi左二

耳取Zら1れし f-ο

~::: '1'字00:，/'日刊行ES ，1 ?cJ 



}地iEuコミーl ニテイをこでい亡きた J舌f土区分所有者 1 トヮぐ「禿げ管」の上 7

1襲って車だとrtt<;ヒレ)lるしアリ、矢内?からぬぷであるーもιろん、舟‘人イ1-1 ょっ
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て十岸和!のにんつけるこ!::J:~#_ L I ゆ〉も L れな 1 、が、今後このよつな潤，~:J:続々

な長宍])杭議の場而で起こり伴ω開廷であωに号、う た波高，，¥1土、同ι所u徐

を 1その桂月三のHi利"切ってゴ主て人口それなム;エ向者的問でヘラス .r..:ソク

に帯平l'の差を法嗣J 度~::.J:-:-て決めるごとも考翠すべきずある。

多数決への疑念正義の拠りどころ

し一般識の展開

J ' S 'ミル l土「ト」南論_~ c?) 1-レで、 '1同U土、悩人の迷惑じなり〈ばならなし」

シL、「切人:J.、 i主力行為がfi):汀身よえ71のやofJ....:-;乃手U肖止も費三関係 CあるFえりは、

紅会にノ寸 L亡責任を hつ(いなし勺 1η 土述べ:::.1"，' O 寸土わち、人;二法訴をか

}十な¥.):;J~ り、世論も凶京れ i~ 人の生活;こ 11 を iii 可べ δ ではないと &.ζζν るつ

11- 1 内同行手午[亡し ιる広太な教義と練達[たもE能の -;;uが、!立たな I-~

第四節

、v
>一
九日、、

僚昨の「行い 't 中し、十二ご;グ;残りの人々は、何もかもひたすら lr~ らにに(.:'熊井'c

るてとになるであのうーオなわち、 4引i民は、 tLナたちの為さねばな九ぬ

切の仕三[に問L'，:、彼らの指導乙命令を剥f{I1、京)J 野，1、を持)者以、 日己

J) \~I 身よD-Iリルそこ(，: :1¥めとであ 7，つ」と'，.'い、 Fての円台空機博刀司巨大fC-9;/':_，(工、

v 、 j}<，.~l¥:土土義匡;手 rあって達、また、/['1~j{ .ヨ誌の口朴{ï> 主~していても、「口

出 ~;名{まがりのふの 1 なって主 t 、 lず家は衰退 T るこ警(じてい/cJ '" 

最近の R 不の現況 'K'/j..)~ clどうであろん送号、 i多数rj士、で送hよれ九J功会設

員; 上品 j引すの泊先が必 rL も ~Rの年糸者のえ1守本包られて， Iω には言い

三討を1'¥1がた¥、{I'-<:o:問題、公務M市d度改苧など:伐さに恥がないは竺でめる

ν て，_.，るかのように弘 ν 戸よがり、「ーの丈夫いも、l/~;-tJ.が早弘行ーをほしてしく、あ

ふ主l交危険な兆候 Jある l汗わざるさ〆1年三じい '[=':(-fli尚構がピ、し抗いfシナリオ

がif-Scf:rと与完のねにれに代表きれ:(，，)!撃であωlすゐなム;工、同氏1;)益々汎注

土
い
何
ユ
パ

λ
佐川

を7主的、言論C)H FRi'{Jちりながら言葉を失い、多数茜て7あ刀、土しても

に;0.ゎ:ずるをrJなえなって仁三う(昨今(!)新司主+誌のυti1-:.j:、

J ' S・ミ jレ/市民公ト9'プ三u健康民， e: F円玲J ，石波文庫、 19'i，' 的担
:~2，2，頁の「仁士 i京珂J であゐ

Iti止、ふ()~)'3"~G)f3G4Lつ7J 
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/: 1""歩、数者 1 士J;-る事数者の単合ijjl:::2-C，"f:之:ばか行ごなぐ、 全作土義的な切丙

もh-i"r~] J~， l~) i~. るのである。

u ールスは l 多数ij~j {( I不完全なT続的正義」土考p 、それを椅完オるも

のが r+]民的不服iXj とす三点て l 、その"、!!;'I生有 R--;-:t-~*の朕埋に冶っ九も

しっ 1 ぢ/亡、いる、 I1-)れ 1，れい各数台州法P亨.:"i~先的/みこ~ 1: :こ従う主務1義務を
(jヲ;6J品í:-Î~ が?，:-'げ〉だが、 1) /:'Jのんそれに吋忘して、事政'{j'1F制定Lたものそ

れい体や I卜誌に者っ F も<])cl み ~:'-;J べさ費滞ノ立を滞が汗有て 1 るわ~，-1" .;::" i土ない

，JjRは、口cr.(7) f' p:，~ をミミヱ王義的権威行記附に月日 L こで「れ、口分口 E干の

判断をそ九に服さセペ》わけではな'~¥.， したがっ t も L 多数 1-~"C) 出;'Æ L-プ言法律

支c:浪庭を臼スた〆ヘ."えがあ々と判νヨオL7'::..):-昏台iζ;止、市民は市民的ィ、j背ti;::
~ ))1志ごさるド/， ') ，)な 4 なら、われわれは多 t~ 包の行為.;t.-'出土，f'j γ;之 (-J 人れ、

白分及()池人の日じるの百だに駅iic?ξニ1まC要求され亡いないJ からだ(レ辿

A.::'z t， iる、

εμ、IL義、こ宇品法?こia直わなくとよい乃か二 t" 乙'tJ 干 1 ルズも「さしあ

f、つ C-J (ノ遥itj主務iよ存可ュL.，TI...る し，5'，~<、ハ -)...σ) 道徳的に今日生なル-

Iしもやは i~1 ;'i亡，2<というこシにな，:S，~、?土;'~'互不に生きる??であ"ても、「疑

わ， '云W.，_;I父、;こは 口1ιコても、司仁1(1)判断で川、川U;を環索、るのう民

士主義:ごはむし』とろうかぱ多数決でft';::È， f(;に制定 ~qした辻、であればす\ごに月日

忙しなければなりないと「ると、 1Firth小ト之、J-'~_ {， I""[f表」ル導さ凶していゐ

わけではないこFを捷みる Jさ、万てが多数者の与がーのj亘旦 ιもな ηかねないの

であるコつまれ、 1 ウ憲式てt恥のもとでは、政"γJ な.l{引交 ì;'y.や工川l' てt_~tti;J~i'

34に月[:{l~ ない ji~の基，+~ 8~J な除手 1 が、 すべ C7)町長にたLご伊ごをに保|卒、れ

おり、このよつな基'j工的権干1'1止、多}/{決(.:.1: ても日告 if;:J二どが日されなしゾー1

しつであ向、 l旨住 町Hï手ih 二 Jこの'&本自主な Hï手I~ ..J (1) ーポである土己えるの一行

"ざ hパ続円て、 ミしは f[;d人の自立1:玄、事役者が去1寸fゐF:L i._}t自ぢな権

力によってド1I日ーされ心Yf]句γ叶♂ある J 1:登校Lている。

3 ジヨ/'汀 1レズ/矢島釘次志向Rr-:γ1f;可 J 1 抗 '.Î 汁::;"::-~青山、 1979) 27(¥-3心Z

ft ::;:たは、 r-~-! ，，-囚仁 )JkW; .tR訳「公立と L 'C乃正義.~ 1，木f聖子i、月;日) :!Ol-~lBh 

H.L.;¥ ハート/矢裕光 "/:"，'そIF;}:.<])杭念j :J，I..'-~寸引書房、 2000 ，: 2:--;0芦

lコロナ Jレ、 E ド"，ナ、干ン += r 殺小林公野"~i0P:r，:ロ h権利;副議補収

(木鋒柱、 ?C州)第7京r

5 凶 ω 成fI}~法;:il)学;蒋ぷ l け7斐階、 1994)29ム支コ

~::: '1'字00:，/'日日前61 1)らj
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ある

また、幻1草山武京都大手名守教授は、 11権利はすべてキ~，k決制度にもとづく

fy志形成に主っ C止とl.C也、れる J といっこ jはなりととな;，，'よ:ろ.，口なぺ<f占なλ

多3糸'{i段夫刀I汗F、斗J可;七性1.JJがtt権粂云!日k;心じ?汗二r之ゐ3のであれ:はd シ、糸者刀骨潅孝干和1:.~ と
U内f ににな〈なJる、泊かAムである j レV 、多数J決j元t巾d皮へCσの1フ)考方をウゲ- ムにた土えて、

r-，.権干l'とは その .'r'- L. の敗北 -;~"2Tη#われ L ことのない持-5h と，_.，う性

f昔l，--帯()"と C'{， 「権1'"イト(王宮._~ .{， ，t うな f、主苛-~.r-j.，，:i土-1n，"tt:で品 6jということ

が合芳形成の1レ ;レであ心~_'_ -，)"i ，， (i 、?を利は合意形成に，t1~，るこ L にな{)，ノ7

Lした上で、法実主主義JZJこ!.コて l権和"いろは念は主乙込めてしまいた

c')1!門であるとえずヘ、 v る。 ざわに j司教授は、 2C-;t:i~?，(こ，1誌が問r汁 L72手f.Ji'，lit

向通て、 I 多数日市I;f~~ ，つ丈め}由主大な干1 害問炉、昔!"~ i_i~ ノ五権ノト認められな

、結果になξ。i"Z丸山花flJ寸}刊の(('，-'帯i院マ所業形詰がイナ在 fξ の C世代交に不

':， '1'恥生ずる、守ノ，kJ干ヰt!j:;-M、JTiこ決定権を Zよ土 y-) 芝山町 ~h九権か凶民を窮地;二点

ν や ていと c 〆[>~台127 ・多数ずの斗ι 己がな〈こも l持者・少数刊の怯利がf;-?:士杭

に;是主主 }-lる}パ可十疋人にib::きす.，川 x ない慢話]訟な fl~ ~出ワュhl :~-;Z 7:'{主体むは千干さ

な結果iーなる九つまり、一権国家、多数決上義、 r--:場経1向か三義の主i丑を耳、1';

rに-9ξ，:~"凶かある J JU1 と[、'~絞ì'jと市j 度への h室長、転司庄中抗における市

士宮:符勺丈Iのあり方iこむ主主かならし、存続可制干の忠る相会内有:1;1，のために I

じ1';再考本淀~てl、。〉近代巨ノト+-!-f::!止、「作品経りすしも7寸在、? もカパナン《 '，i:m:: 

箔!がす音量討しごいない百十七児r、多数台あれば ?な時 i>aら4かのごJど、
;言、桟訴訟や単用問題なとγ又 1ご到人の'!存正1.1 7'脅かLごいるの lであり、平。〉

ょっな万パートン 7 '1)佐々不足が多数決制 I~~J) ueう'，，-，;，倫理欠知をも九らし

アレヰチーラ ソ
ノリ」ヲパ ω 、

ll. 多数決Jレ Jレが機能するために…民主主義のずイナミズム

多数;止J止七の桑il!:~て e I F'シI性 d と 1 ，ゴウ吐」ということが重苦!な条1'1

加藤尚氏『frロ形成とル ル乃i自即企 川、則前J~c乙一刀有司め m.! (t，事??ラ

イブ'ブ， 1一、 20(12;，19: 真

lえ抗措円i.t寄雪{土1:ぐ っム3頁九

29 J シゴ「コイス/否判事詩 'it境内約ぽ
人文席、 2CC3)389-3的宍。

L つり

統治ぴ〉訴i:J剖= {門紙ピ:;"').、ス

Iti止、ふ()~)'3'^A)f3G?
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しかし、とi初、全日 致で説請を進めて"ぺ中

で 1号事名性!と 1山守十三j と1込うものは崩1'_，(いって L まうものであ，~'"平れ

は Rベj、，})議議T 子)ν っこrも起隠しといるのカも Liしないが、下町持ije')メ

ブJ 二スムが計.~なし J にも 'X イGJ 宇なわ ι 、多段Úl( が肖己の手1:益伊豆ん 1L が

とめに悦へへの尊豆をfにく行動ι主り、紅、空にfにけるよっ;なり、さ々巡りを

砕けLためにする治決ザ用 ν よれること lなりかね花 1"'lr'ト"Cあるつぞ:に平等

.--) ，'-してあ(jrられるグ〉

l'ド守 1 主の概念がノ¥り込めな¥なJ)'C1_まう ま丈、 Z111である全員-"文"

向かう場合でも、問肢の J玖1-ーのような惟iA，(7)選立了を宅め匂ようなi'!き泊引用す

之湯合刀工'1、~，' <士し，121刀ら tある

でiはま 何を古了もつで多紋1亮0の〉公{江[うそピi保未つ治か、たが、 口~ 】ルレノズぐiはま r?公，~ I日lな向会グの〉

土半F=等宇 といつ条宇ι;下で含担f会Uの)'-"で 長主まれないヘ々仁大さな4刷l'主羊去」土いう、
三義の原;沼~;U ，:..~返溢主亘i'Jも丹でなLけ?れ!J工ならな

fγルヲイ γ. 斗中ア一，/は、最も不 7~ な A/'....(}) ぷ Jn誌の最大化 l 国執ヲるあまり、止

義の祈念かたte:こ旬W0~ ~'(~ごしまうと指摘しごし a る。ま f二、共同体調i"Þ;- (~] 

ミヱ二夕 1;アン}のお" J・-l.l>アルi土、 l原材状態によっ仁王i古の欲望十

爪立からの有印毛泊三世追出され Q か v'九かを疑問者す勺J:Tl ~~ 、 fの鉱先?の

ヴ工 1レこ? う:君:廷がJあまり i二人々 の歪か-j-1てuる工手当こう、:'1離れていて、拡

耳、 I~I~; に現 +;11，本7~lfな:説明がつかな:..'と批判 L Cいる Lかし、 方 ("'4)ンデル

は l' ;コミユ二タリ f二ノ;λHウ炉〉多主弘数、，ι以じ+ト烹のE別Ij多夕町ア、 あゐ
のコご L土子 fにおいても、 l、かなζr}i与の吟でも、比例している{出直仁、十註

れが依視すべ 3 であ。と込う苓"の早1'/当であ。ド~.::t ，')、それは干仁子埼議!たい見

解 cーはない 13~ 1-L 自ら「コミ リ?ニズでム 限1界1，~ iゴヨ及し 7 

4じアγyシティ f ドン :-(~'， L;j長 7 防医，i-'~r; "":&仁合的よそ択と社会AS':ヲι (!f)J市

害号、 2九IO)前引貝仁おL て iアローの'七理J ，---ノ~， ，亡の jìr::~~，}-hn >c_ "cいる
:11 七〆巧'1渇雪作:ぬ 35TL H々な ，~R:Fi さと引き挽去し さ意自つなiT意L主主

;一る+.場合法>;}うる

";γ ノ lノウノ γ ・吃/ノ hrJ，主三~4.' ff''J-f得手牛‘ {i(藤仁訳川、千等σ)-;j検討T

iイ"波主 ji耳、1S日日 111-l2u.Fi口

:03 ¥l. ]-\}ンナル/菊池理士~;~リベフ 'i ズ1-，1:: I卜主的 b~ 罪、原君主もーぬ{話

白書号、 :~CC (l) 3(1--32言。

:)-:サ〆i".Iレ台樹高 注1:3:3 告以の同 :_vi-¥'i:i) おv、て、コミムヱタ 1)7 

/であるサ μ子ル元"， -t;":f の ~1*11 キ ~\λi て t'.0 J弓;思去る力仁ミユ 勺イ

~::: '1'字00:，/' :Y-~3) 136 I ~ 13uJ 
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".スよ 古{之、「↑同人Jコミよ)テイク川、ずれの吏点 1 吊 ~'!'!j を 1吉くべきか

ではな\、ヂ I 会の基本杭J査を支配てし，~ 誌の i戸理が、そのrl'~モ1)"信事し、

脱'"'1ラう迫紅白日 a宗主主的信念?に持して e 中立子Jでありえるか Lっかとあ£凶土

、Ilt}、の"格利};z、(rコミュ二テノ J ，お ω~! )道他的重要';'S(下町イと

が依存し、いる l 土張し、いる η そもそも、 l共同体論者たちは、県出(，1)h.比杭

(z日りの民4る可ミ 11グ)1，11，有との日i!'，: 構成.2¥1~三夫?なを fJL て 1 、ると{百 1 ，

おり ι それ争ス、共有され t，{，市止の与~JJi干犯進，)-;;:， /:めに桐人的枠ぷ:J1ン1t:jI担L

でも、いかなるわ害も幻えゐニシにはなつなし L信じているコ 九九わであωか

h 、i昌徳氏1泊佐川主主されれもる μし寸環i点刊誌日誌も現実味が'J:'、ょう去にノ5

4る2 つ士") r-t--絞決斗-"χ音摂三品!ない l という内 iζ おいては、川ベヲリズム

1 コミ工二ダリア二スムの接ギなのかも Lれな ν前九圧倒してし ιも師悼の見極

ふうにつし 4 亡公正ョを確保J一るこ L以コミコー手， Iよ以望三Lvイ1業な乃「はない

千>:うか、

て')~-'ごみると、多数先=弐上 l一義」という見方サニμ誤解があるぷう Pあるつ

民主中主争機能さ江るえめにじ、 ff?言や涯と乞結果が慧重Zれるのはもちろん丈

刀雪、「口山を守るこ J 、法的経干I~ ~\-'法的資絡が尊面されるこ J 、口山な:ぇ訟が

交わされるてと j:rlな意更こ情授がすか討な) "ごう5哀き才1るてとなと Ubう将

r;-~~ ~ t!. 'C ，，，-，なければならな v、と L、反対斉ドートλ?な主張の機会を iy とらジしな

うみった ì'-) 、有権苔が!嘗干~i:({1十る自出か享受Lて険討できな¥;r~iTi工、そ J:_.:~t E'ê'-ト

義1-I止似て計百‘~)ものになてしまっの，ある c こうした民土土義の草川包括

保有き;r)なければ、多数決を強調するあまり、子続 e 形式!こ M/J、f!~?tcてしま

う13，-，)Yutしがあるカム/.0-， -1 r:J ニワ公正なf-~'主さに遵っと払長 f という l 斜の御3ftJ

(/) 道柄拘重要件~-( J.記 7主 d と二とは 1臼九山 !i~択の巨出ゃpl敢とい今もの，Ò汁巳なわ

れのi@:ド舎はっきまとう 0)であり、 -jf:DJYCI)上つ r亡、 亡ならなし
4ユウィ 1 守ム;)，)カ/;ιLU猛之-Ht:.tis，ζ f!.土イ七時代わけ?三常(7t~-+ 言ご手、

~ :)~)ö) 1 :58玄ι

:b ";γJレゥィ γ セ>/六七:)C-) 01;: ~ j主!大:(1)克服-"/:>γ設畏じり擦は{可かT

iit央杷説書、 20u:!)llBFL 
中村浩l判『社代民ヰ二主友 J多数決原理 ~;iE. cl~ .ての t己中主主主 ~i)f:: Y) ;ご1

i 法投丈化社、 199~~) ~~Ol玄三， 。民ヱヱ義は政t亡の伺誌である汚';;-、三件士

会の町議じて::行 νばならない lいろ討1泊{i、l生:泊邑様式あ/之る:己， '、h

てのよ℃て干1下主-て干i下「三千只三 J とt，う奇1で+UJであるとし、いる c

1:3: J Iti止、ふ()~). 3'-~'~) 1300 
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C"工耽さ 1，*"-C:よしけないのごあρI)，~さ ~J (~10 け加え 4J I¥ う、数者/，frヨ;舎

の白血の l、1JHに政権を撮って'"， ~ ，t--t'Y，努力をs}:置をく批判し、百戸;による
説得によっ、多数啓)jI:'_~- まご I:\'~JI L-うゐ可再三位の保 '3)こそ:主主主義的グ

イナミスムとい主 ωからであ乙 J

1II.手続(j)大切さ…手続的正義の議保

多数決はいまベJ芭G?ぺ:ピにおける必fZ主主になっ(~るの C"j:う巧うか η 可 J

シヨ /;f)コミ F二てイにぶいても、マジョ j千ノのた!Iの宍が方々 t，レ小さ v、な J、

円不人 Jこはお有の l 支えあ'~¥ J 依存し合うtl.:tl]11匂ずあるのかも~;fぺ、ぃ 1 ，11

l j完 L リのには巻かれん~，、寸:方言わぬ多以[叫にはフり ヌイドいも|口問、

つ}ノうまさ量れか占っ亡いるのだ 直接、はう}(-v¥O):fせノデウコからなければ多少の不

f置は再を院 2 て主↑品ナミ。臼fTL判断抗力炉欠如〕てしま勺/三多数派伎{t斥候群

刀、大量に生京されている c そうした多棋な価怯同を持つもの:P!士が、他人的握

手I を歪う'と hこもなる l 先二九'!行去るのか完全わ~¥，¥乙はい去ないと心コカコ

なら fよしふう，-I T決議ヲ匂かである 斗円安及、 E思決疋Uノュ邑梓で、全員へき

の再ぞとやっていくこふがベノ、)-ij:x:;択 Fあり、その上 C、立替え波打「荷平

性を帯保でえれば主く間的はなし.(/)である，かし、たはとも広べたよ号;二、

マシ乙勾ン iよ多様な価値間を持ハた人的集ま行であるため、な?)与なか令 R-~文

じ1';.';'、意形成か鳴き出tこ(:~二至 ~y;;:でみゐ

''3'3佐伯ロ「さめ1.，(1) iiQ H!. 紅会的i7::十理論へのt刊誌京阜、大'1'出版会、FlR0)

53-T:" 

げ，':.Hi組- ~V:、と t'f'; 中公司吾、:9fi，}，) 1:1:1目白少数派の干甘え的不月HHIEが

豆半まり王手数派な.，て、べ:/--)-'.Jオ(ユ、 パント アレ〉卜ともつながぬ ， JII'j毛

修司アレツ! 公共，"J'{.乃復権j 1，請誌社、 lU昔話)リゆ頁。

~"鳥誌 i邑 1 ~~ぷ 1 (/)なしイ会 思いわ hと綬[きかl土牝'dるもの』 PょeP

新宮、 199;': 92-~:16r!~ 

パ1いわ宇る， =，可詩間住状況」ぞあI.;:'J( 大多数的人ノトi:;S よ 7 な j~動仁あわ

~lて日分も行動 L ぶう」大事糸の人が考去る，k泌であ心。へ:よって多少の

使 不定は初予ごも、いずれ州止しいかをこ l ご 1 しく読読するよリ、いずれ

か;二伏主コているここ巨体が、そして氏主コたこと iこ大多数ω人4がfl[う二と

が肝支な事同」とする、つまり、件当事背lよ、いずれも仙の当事背ク)1'1¥方を下

生Lながム、各ド{σ)'1-動，t-J，比~ L~ 仁う正司品、 J辺子。行E恭ワ1 ョ比較不砲な紡イ七 0)

韮ff$---:)べ弓凡 苧壬クラン (})策法f石丸 K東京j、正予トγj収会、2，fダH))5頁参拝つ

~::: '1'字00:，/・n 自民合 ~ 13つj
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ます、 5主持え此説J-.::' i ，l ，~、伴 Cおかなげればな~)ないこ lがあゐト弘{主恩

ている υ 干の抗議は、シ、殺者から I何物 IこちイL<昨， ，物ヰ今季五う」ものであると

ν うこ .1-lご I [、分所有惟土好さな上っ:..:1正qト1)'ることがごさるものごは

なし寸いつ別提手~.m解しておかなければなんな、、 その意向、で、議論uF1I院自7

1 こ\，~\さなけ:tLiJ:'む h ないの Fある c ニの，.さ ~n主 i土期比百しとも刀、まわないが、

それが外的安同じはなく fT意。)1で(i)制約でなくてはなh士いと思う内さ行:こ

設誌の地百寸什斗(':'計il:~ A--}A事 .1';が隠苓可るこ jなく岡市し、欠席主への:i[{-f-=i

など情報の止 iJi'-:tれをき止ないように rるべ主であゐ η 決誌によ Jて、相手h

(/)官報を ;~~}lf\(る、二円がごさ、少数占の痛みを士]るこレは多数tg i 去っ、託、 γ

イづペさあふと:;t:;j=~ t:-) /;-!.，、 J乙かわてある。しか二、ニ才;...1-)寄i:tEJ.'j;iミ守るため iζ

は宮司盟主[UO)コミ L 二ア J よしと0ノ詑})が問題名lされるのである

いずれい心土、区ノがv:有法仏、官JW泣き，，~ r私的自tむを期待し亡しるf;'

V]{fE.<ごち〈し=まま ;::'0')コミコ二一Jイσ〉存 i1:を試されるのち，.: i主替え決議 lずある

t カし、干の多械な 1而 1i~il!はを話、.，た雪'[jli手錠綜 J ご11i百はつかず 手続的工夫

による 干校在:;Ir 主主~ ，J) ìi宇 ;!.I~ ，，~ .11まら主ずる合得ないここが普い杓こと争覚j台

Lてすコかなけれはなるま".'"そのお、味で与数抗:;...--_.レグ〉くと三さは肘や?でな (~'il

】まならなしのであ匂リ繰む返 1.i 去るが 官同前h>':，こぞじっ法制がで3ゐh誕百Eう

(同わっといるの Cあろうかυ 事 草ご V~が;;i] 吾〕たマンンヨンの〆占王子組合のよ

i はそのぷうな能力はな v品のである l 十汗な討議宇りま ζ もlできないのりγ央

誌であり、'"の1守ヤトf片付けるにはあま ηに多くのマンンヨンが子在している

、とを想起Lて出度情主主そI町るべえである

第四章 マンションの終駕と制度のあり方

(初f豊う区分所有権の出口への提案)

第一世むワ1FFlI.丈一見本ヨチ<1)有害の中に、被災マ J ションのクプ/ドハレス

リ小林和之 jっλかもののiF義詰1 Iらえま訴吉、 20ω)S03--2Cr7頁。ここで、

l 台数者も桁みを込]る議会を与えられゐ」土 L 、 1 聞の'f~\ い志尽も ;tJ~Å され J 、 l 安

喰も行われや Fくなる k

1311固有;，I会官民u、解択揺れ動く所有論有辺司、 LOUU) '!J:-l -ff: [:{_~lJ~所有己

，J)'，'!:i.t遇税におl了6-i続安刊の{;-'.J川などに、 主り与i，;質的・恒律的な J託).刀 4そこ

にある r 歪fノれるハ

1 :l3J Iti止、ふ()~)'3'-~())f3SS
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妄;J;J:住~ぞおよ〉れと百l，lc、直伊神戸太学名晋校長の5主主i制力市じされとし 4ヘ

I i!l'主主主{手、全員 1/((ヲ大I車n:J1対 9，"'-'重大'"と校外であるから、根!ト→費用の

i当分社寺の芥在日此安{，;令慎且に'ぷ↑?すべdこJ::μιつまごもないが、[lIJ貯Jこも

t.t.~者])快走 Jω 少除雪の行ヒ除がイ、、同な f金支!日'主おも h ら:ラな， ，ζ ド ~r，慮

f一る必泌がたさい 中日、旨仕示:Jt正 σ)-í~riを IJ 化悦されるへきごはない j主IitJ長

会等を負担、えないだ誌に法誉主;巷);JT~- 会な ν 少数告の中に、日前若干経済

的弱告が多しニと l士、 tでに各方円から 1，Iよ十し;二、fR'11会〈三れてし，6j~ りである

これ令) I';e計fiJ /Jt:;克に吾7土してし ι?，，:住居炉ら事安上遭い n11 され、 f;~京:と完程度

(/)住出を確保でさ，~ぃょっとよ桔採になる場合いは、?、語 以 IP:叫を五三つての多

数段に 4る渋坊の解体 j;o;:替えは;訳文サに許戸れな~ i ~ 

丙耳1救伐の愛 -t.ゲプンマパレス，M:;~~は 20í)~年:一十」淫マ J ションヲ，};-~主ーし

だ。三分'fí有法の攻王円 ~r"寺っと?のょっな上告主lJか() 5す余りの月[]を

要 1'.'わ:すごめる、，主もなけれi工』凶もな， 'そうい た向鮎J干の権引を芸2

7出市'lヌごあっごいいのとろコか含干しごまに、 l従来と[→]泣出 d の補償が亡

きな?、〕で、 IJ~~ 1:干の桜!.， 争奪ってはいけな t， -'O)-('~よな! か}

匡土マ定通有は、「ボタンの在トLf追い 1、そ灯台でJfib，λがむきない<./'ンヨ

〉を表:U，l.-;~ -c; ~そうであ i '" [:工、遅う 度ボタ/会外二 C'HけQ寸という温もあっ

たと思うのだが、T.完ムなまま;;'.主主与え Hd"Jに走ーてしまちた:，かも、存

続的吉野作さ三も探充してザまったのであ命。私lhあえて半;怖でi診「円滑化法 l

を暫;1円LCZ詰じ続けごいる ο このσて律をしヮか行町明LC窪田守主白骨日R組合

がとれ¥ら ν あるだろ弓、と思うヲミムである 管理主千iや汁〆サ.Ilタノトて主導

でやれul"i 反識されるかもしれJなぜ川すe それと\~-I.、|、分所有蓄の f~， 8~H 1:古J二任

~J:' ;(!ことになってしな、、ではないか そもそも法の円IPしど文脈ではな u吋考
える

第一節 落ちこぼれた7ンシ=ンの格駕一区分所有権解消制度の導入

官、は、格 帯仁志、官、 ì){t:Í'叫!を tt，l~:え v 亡さた -t:J守小了見積 J シ:"'::1/ク〉支~，?を訴

川島本立I]t司書け 8;

~':..-/二内行 tーあふ

ll8-19 P;リ丙Iポ救授が裁'1:Jil，に提出した意里舎に害刀、

バ:20日:3+ドc当1円i直行 そのf主、グラシ日パンス主:}~O) 上;士存H立系(ト~-~'::

l-;:J) //.決定 Lたのが病Jケ。円引いであゐ(

~::: '1'字00:，/'リ9)自民7 ~ 134J 
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干して、 &;)ζ 主次、特i軍組合町民日五十円安記を試みとれ向i主積立つ立さえf'{Hlさ

1て1ιないマ J シゴツ、管jj'詩:1+1'の士しに'"./ ~/ゴン、 tr;:官業山登認を才ぶたを， ， 

:ø'l'会社に着 JjIさ?しとい￡マシンヨンな土、 [('7子所有むl~;.;~_) j 記 "1じt たの汚タ~:こあ

るマン宇井/が柄、ι政IJ什している迂実子どぺ宇るのか J 今後、ころし九マン

手ヨ/ぴ〉えア品、イ七円出î~干危険建築物止して U)肘越がケ U ズγ ソブされて¥

るだろろ。都市i'fiーを切手的:こ主めていく意味で 4 、都市の去の財産とノf~ i)つ

ハある老~''!J7 ンシつンやィτ政が王主に沼恒し、.tt'E汗の宇lf: 安~，~/;h+_fl:J十-) 1__ 'C 

権利高主主を行うこ ι 治 ~'r'認緊の ~~-f1!である(えL均口市など L 清æご 1 を言ぃ続け

ど何も Lなν吋)仁志あればそれは市1((/ノ権引を jるこ!.にはなら'J:1、ク).'(ある

府内 円消化法:こ :-J，;~r:常 心害マンン?ン (i)渋持だの促問のための桁古"

m荒泡されており、この規定は、商町村矢が片ら半IJh':~_ ~)J;士寸 A:，tiJ{;~ と 出;1記

号所有手宇治:T~-TRfJ汁長に対〕勧告を妥詰でき{)-~:う|人r-fìい'0:.て

、こ二し山J勺j品L度は王あノ<'ず I7筏￡替えU的)~均t 乙 j な cの)ずあり、 ili替えがでさな 1 品ず〆乙ヨ

ンに;}持主 [:j古を L こもロ吹がな L 、 c そ J すると、 γはりよれもぜ~).な敵地を

よc\:つよごJ なと;I JI1やとを念頭におい ':-~Jt，主主;1 ~ -cいるのひょと疑念企抱いて L三

J ， c 

私は 赤iまめ亡、 Iズワf所有権1詳だ J まで主力jすする払のむなし?オLl:.t芝町?

なν と尽つご"'る 第草 E紹介したンー，_1) スj門町談会 E森因子t!そが、 l将

来L具体的な二一ノ;がよDてくれ:工」 1勺F法首?検記 9;1"，-，-ょいと示3駁1託iLて

ζるJが、 3蚕ζ曲(はよ丁"予r"πにその11叶i昨守を迎えてい/ゐふマンンヨ〉迂弘、与いのであrる心'" ，-、{止、 さ

ら!こったγ/シ--，j>号法lノ〉主1外』おかないためにも、ぼ'j}Ttr1-j法l、そこ

の~J~定を設げる\さ l村どよ考え ζ いる}そ it-e: J: 今云む立べ ζさにこどと

'，5 H~'団法ノヘ字ンション官用計ンタ ¥-'NP 0、そ〕て字ン〉ヨン智珂上なル

刀、ιド..とな，て 1-;-r!tととも iこ4 牛ワ nゲラ九芯すてていくパさであゐと 4SX

.，:;.; "もっとも、 γ ン〆コ/管部工につい Cは能}Jの茶が大えいの亡、建築士べJ

1f-烹1とチーム十緩ん(-，といつことじなると主つ

士こ rノノ'v"ゐ'!)は、丸山(1".匹掲雪 1下~， 3 S33玄、

iS 三;砧y主77、月也(ン ，) 第1ワ刊号'] (~l t4 

叶 Jえ王~O)プ門ララムとして、 ;素替主 Jrズノ〉時fノfl1善悼法ーの 2パタ}午/{jf一仁J

J 、ち此建均取引予';d、主改正し、 H舟人者 vこ~~，羽交 j!.~ :lLる iE 安亨Jl!説司書 lこ I [:{ 

分所有史!t!:.'0)速さえ :F びにいうf所有権解?~J決議」の王子すや明確に記事fL、いうf

所白維の:/~:fトをニヰ入手にもっ，J-..T;Il解さける Z要がある。

1 J5J Iti止、ふ()~)'318)f3Sち
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矛右i);;:)れぞはむいかFの指拾をそ:，j"0かもしれなl叫言、衿照イ、出に補 三:マ

ン::o!>.. (::.J-=， 1，、 sてもはやq-?]f1(t) fr'人は}!;i号けらま引ない 1'，"と思う r})であるリなぜ

なら。解体者IIJもままならな，.，'"":"(ンションの什在f.1t:jうるからであり、/パ:ムス

ヲムイとか哉のためのノ'L';封解体制伎などが検引すべき課垣こして浮かび|がって

くる Jこど μ ;-E、主 l~-からである その人的，JJ 、行政の窓、じの強化:~)，":~;ムに止め

後計七ずる)のよう tt~IÎ. :t:l" みキ的士ものを主主惰するこられ 「寸:J;!fl処土日悦司 l

l はもちろんであるが、何よりも行政はヲ毛主里会1千三:，.=，;'~~渥1 ふニととあふ

第二節 諸外国瞥見

アメリカ(は、わ沖、l-:J→ヴ)マンシ司，/'.つょっな代表的なfj"立:ょ Lて、 l←，に
一--

ミー 7 ムJ ，~' rコ，'，オプJ がある由人「コノオフJlEl h ぷ利用↑を，，~，苛当「匂もの

ごある心ご、 I:_1 >"ドミ二〆ム 恥It車ikt撃!:なる託、C')!::思う ，:_ 0)サ!]¥:こ芯

ν ては、 主寸 「住持ぇ」とい j1既念がない J 訟の:-a';jBlf:1宇山ま問わず日C?!;の

誌E九"よる l ぃ次分所有角td-~ iJ~言、りのみ拍荒疋与れてし ι 匂のえ 〆か勺，，-， ，~亡、

持搭しないよいつわけではな 、 l 'f諸積ム'Lf~:7)"作法]予'~日 l乃日 ?υ~~ ;j吟られ

ている州もす有ヲ ξJリもちろん、わか1'1には、ょの修給全長守会的去五準なとな， ， 

のであるから、ミ8 :15' と市ベ~\ ，1:二ろへでもある。

?ノツ ζ ツランスでは、一定規械の滅失.:fHi，語等があったんj<';-!，，: ru.:所有

， "'~士I 字詰 ;~l判 (jこ大1去~i:(ι集 伯 :')7告1号 (:2006)3/] 9 tJ')ーここで、女I1→致授は、
lスフ ，'1': '" T' 1， :!ったマ〆乙ヨ j ~，j:、 ffLは決替去の日"， f担 cはな三、ス Y ム

イじ ν .1:":[ヰ「長十;うするか:ぽ、う苅也でヤら〈ごるを↑専ないのではないで I~ ):， <"1 

かーと話されて 1，，-(‘♂ 私も~!0であえ〉

引 ν:̂1;"-r:t人 r_;十二匡のコノ τザ、山叩j における所有権自主リ ス'.[.lnJ;.iilぜ比了、
lease.:'について -;.: >"司/ギ ロli号 2ω3) 20員、わが， '"'1じ!):.1ャドソチ f

ノーとよく 1JJたスシイ，IL..'Cある。上 J ;) ・クり〆卜 J が人尽を~~ -，~ff ~ミ才、た

L こヨ クなとのョお層内(-;-，0 f有 td::ìJ\ÌJl，jサ品己資など:~~ B'~ 1功成!~!fJ1.，7--!-.合わ

された円低所 f~ 者意]けのものもある勺私{豆、I→初 このぶぺな右式がう、 ~j;~:]本で

も精根内ι持人ずべきご品る土新えとい J三が、現在ぃ、世、し検車なl!..場を"~ゐ

，!';である円、の }J式の主主主とし、:耳、 Fム井Pv)-¥"え作{t明ブ一司クラシ 一新た
なーマミ T ニティゲパートンスのかどち J、fU界里担七、 200b)父、工，'/'，.、/・ 7γ

うン Cー/ヤj井主人.t;f前'12 司 d~ ョ Yッイベ ト 1) ア集 {;-j'→~O:::い ζ ￡私的政

耐のi旺E二二 ， "世"三思想主士、 フ(J(3) な}があ'-")，，

~::: '1'字00:，/'リ刊行~:.; ~ 130J 
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持干7円此説J が認められ之:が、やはり 17;主主3しの荒ftをl当しといむい 呂上l毘

主 ':MI~ ~:)レポ~ ヘ，} 1，よ*~_i工芸平酌iCI吏うだけ使つ」、利用で去な¥なった

ら二illi1(完ってもそれぞれまん号IjなJころに住めばよ'"' cl~ '" 'うこ lから。 I建

U'-;';ーの概念がな u 、(:k::fi~1ち才て u 、品、ちらド正予.22 トでi土、「そもそも同

乙場，8.Tに;主位えよう l ずるこ 1:，j ii，(知I盟があ勺、j主坊の寿命が!ふきたム，-iit:々
に思IノLとこ rヘにgりf十もと u その(手三く巨抗/どことである c と[、 E本の1七

位とえ古川支は、政単 ~'0) ;j-L心、ベ令さ形成な Y 、 -fT政も人分所有益もわご1 わさ産品[い

問題;ょ芦田Lていると〕でいゐ。長lf:ftT:品Lた建物が、 Zこにl主存えられ心こ

Lは、都市政策ょのと見デヲウコレ-;~おかし'J:'itl;官ごある した))ずれ亡、次り h'.-1ソ

グ〉明(-~， ~，~フオL るよう J 、余("1 、民害とかっ口行為とかがなし、限り、!ロ1 二滋r\'r

へi主ゼえ£こ lが百態化}亡いな -'0)でめる}

;、ノツ注居所有世法ル l乃邑いい Jいでh辺、これま r多くの詰汽が提示されと

き亡いる、私も、 ;.j， ~í: -~'〆シヨ/学会におい u ヴ L レ -1-- _ メルレ J::、ソダA

JKL乙教授の訪を開いた三とが3める。三の法律の午守主手すべきごと川}立、 l私自七日

治 のあ，!一方であると守、う J さ it~j，五円全員一氏 と"とのごお三、 ~X~ け

Hヲむ決読者E権限目域Jl日以外は、住居所有住守の規約")，事〕立を多数民 Ci7::

められるという二とだ Jったコしカもそう[た仇誌に何千〉カ UJlネ法性があ η t:.と

、ても、出訣初対ク〉裁判所への出 vては、 1々 円以内にな3れなlTi1lよならな

v品、これは、は的安定ニア'F適法1こぶりも優先さぶると Lバことlはかならない

つまり、社誌のも7ちについての':fi-)~が、 1仕居所有権者交の院H を長悶にわとっ

て妨けるごとがなしυ 弓¥:::-3"-るもの士のであ。 また、必ず L も H;~，，~がで 3

な"'わけごはなく、抗'ZI警の部下ヤテ"な~~' (円4、のように地哀iょ想定され

U 、な'，，¥;に主 i)、so%nI-JJ;J，海 t;，己主うな場作であ、て、 Hらかの深同，向円
保険をだ深 Lているか拒吉治信--;'，で補;電(きるう λ C対(i、cきる堤合i土、
多51渋で7，f替てができる」弓である l一一[かし、口玄のように下 r なっ 7き

ヲ未山元|圭 l主任廿究員、 マ>::-~~>V)終仁期間程と羽i たな供給方式 J 吉

l~_tffi~諸問、:，' j， j ! 経済研究所 有ア究 lポ 1， No.2j0 :2ω:): 23-291工

~3 ヴゴル F ・メ jンレ lヘイソ注医月7有陸出の当F1の五品目当J "7ンンヨ〉 ffF

釣i月号 C2CC3] 11(;-11日買っ

"例え Jよ、 11'l律べ一規約を悲更する 1ふと誌にl付 'UrJ:<れ亡はならなし 'J ríi~ 仁 1，;主

: :，;;I 
}メ jレレ .1ulr英気・件て佼，e13・酷!f佼二'{'/'ンヨ J 凶~ニき残れる刀、

1:l7J Iti止、ふ()~)<3IG)f3S4
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「から l主将之ゐ〉いっこよは主主ししレきれ~)，

平う Lてみると、わノ〉て，.;もiγ替:<ょうと':]:1うか旬、政32のをみれ|メ分l折イ.Jt'i

の占 1作が時 h るのとはな ν 戸ろうか J 使スるに ;t使っ C あとは治砕する、 cl~ '..'， 

う考与も主択肢と Lてあーて kく、 j.t;.主[人「ゴ分所イ主主締法制ドむの導入存

打賞日すすべき IJ:J'淵 1 バて'~¥るの一行土なv、とろうか

主た、;記5:diú i/;， j麦臼 f宇を .g~l~t:号築して、7i:刃指針権hよ1日平アメリカグ)r':.! 

7オプ」 ドイ')<1) I 1ギ判所有権問主 1 い 7 出Jr~ 全検寸しにゆ~ ，~fj権ー方片山

を号之てみとこ(レも Jε 要式(レ考えて v る(敦北所有権;f)共有を昔え ~.-t ニ(レで

主替えヤ]芝 J':.こ割iたな畏主主ノう見えてくるかも ν れとよ'，"'"人斗j舎が見込めとし

町度成長に問;#'-c弐な v 出で 都市とマ/シヲ/カf完乙していくためいは、

のょっな771t も選以技<1)一つ 1 してさ察 I~ -:::'1./ かな (jれ(よ「ならないノ'~/の諜担

ぞある。

第三節 合意形成JI--)レの見直しの必嬰性

私以、本稿:ーおいて、「居社経J ~:い人吉主主を fif:i.，) /:場合i一事やめアクイ。ン

トそ 3日 P*，~てえたコ本ぅ1士 i 肘作権 J は、鈴木綜弥博ートV') r'，r;:::"ft干言論，いに代表

イ Y と日式的マ.~ ~ヨン(去， '、計司法人アーハン Jリケジ〆ゲ、 lω7)23買

日[;-4~ -(' 1)設立、スウし lンインワノ νh式グ)y)間信地1'1>1J汚点 rンンヨン

が培えてさている治¥話外凶 ;::-i士、イギIJスク)I Iノ}ス j、 Jレヘフラ 1，ト

該当ずる平地lz、大デ武 i定問借地権{十:おの支持込と;軍令1 イギ"ス法と山II

計法的指苦手J マ~ "ョン宇 治17i~:' ~2 (l(()J 刀 l 川県

J司I、ちら'.:';~ __ l三万三吃にい"，ものも検討きれてし ιぬ一詳細¥-'"、丸山長会1・

4行tE--T宏慌可これかισ〉字ンンヨ〉土訟，日本評議ネ士、リ¥)f)g) 第 部、小林
元手-:(./'弓/悦前(/i出方法 J !'ご利用権Tiぷl土詳し1ぺ11、 {'"" .:.-シヨ J 学 お
よ?~ ::~003、の呼気七~味;主L 込。

人鈴木紘尚、 '1辺住権論JJ (有官;問、 19x1 ) γおい亡、 l汁止f→当享?舟I封f刊芯がτな:げナオれL:ば工J昔

:家￡八 #φ~-;透皇いi出こ三"ナこ ζ 刀がす-r.きな

煎が2守永F永~主の1犠英干花了，，':1おヨいてJ行丁才わ〉れてv るJ正L少と: 川 1川f刊司年六Uにニ寸よヒIんAに、で行われにシン
戸ジ jIム奇 u軒釣J十主、よ比℃法学JのJ日ωOノt己ι乙I : おいて "河司民グの〉六菩r紋tというのlは三1球吉で Fしけ? 
恥ど、時的効!TJTi;c、 ιfでのよ多数がそれむし川、と思ハくいるものは牛ご c2~~弐に

とっ Iもしベムのと はな日む可少」はυ\法学論集法.}.'者[)号~20(j;'，;， 2'/0呉l 土

、つi古刀言、 fょの亭主d元へのことわりシな J ていミ。

~::: '1'字00:，/'リ日)自民3 ~ 13らj
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される「泊手惟Jを想起き什るが、区号、所有住;ぷ紛fしもない「所有栓J '恥り、

，C体自ZJ制草川拘束きわる部分i二あったにし」むなおIi告家権 1よりは孜ノ!J-~k権

利で;ある lる;1ピ、って 1、る η ドもかかわλず。マンションク)~Jl iJ一、にお'，，'，ても

貸借入ド合Jl心掛悩i山 lユ考えられ"乃L、允代しf言求安受けん:x分所イ者へ

l禄信 J'いうよ f がな三j たりな'~ '(主与え事業を 1 私的Lノ[L~: 1:考えるなり

z¥I公的iX-用:Jりも序 ν 愉償制Fぎがなけれ(工花よないのTlまな1、だλそ方、

私は ι この I_rr~- 許権J O)~つ重みヘの認識(/h主 ν 寸1: f-'ì 芭付税 ~1U:l tl'安心的ー

つである'考える n

もコ j も、干よ自主汁出 ("!Tコてしιるこ(-:'C'C"l) i)、権千iU〉:拡貯レも言うべき l安当芝公

測しない己出 l な?行世世γL〆てい4るJだ:け寸でiあ歩あ");;る己治か"1:) I怖 r詰長j はイ小、要と 0の)，出証辛弘，1弘阿L可:刀か、れれ
一

A るJが?戸f仁 f岱完 青で1倹:古主三~;::: !./た工ずづjれ;γF管珪組/ヘ、Uの〉私3的臼トい-j;泊王古?ノカがうデ三吟f抜主能していAJ】fうt 一スiは土仏皆

蜘，"レ

レうド、多しい￥(1)川刀か、王飢札=定EなU幻)'("，pめJる刀かミ 1:)、ま'n士、 管時組合ク〉能JJじつはよを也寸る必
長があろう(てのぷうなヱミ←Jニァィーニ ム.'，.. :.r9 [コヴ-1"; の責任をCJ，;!，).j-三、 ，~~/'n併の

道一I'悲まそiて、制己責仔と断ずるのは[日な示 E品る

まと、管沼組合を繍'jj;する問、r~~-c 1J 、アメリフJ いあるよフな ;~'D争込用機関 I ，'d

のような凶了日と 11 な;~~院の整備も必要であ ξJ と lf;7る。子主ご、 i十t主主決議1こ

E る1続的公正を寸 γ ト汀ールする、または支援するシステ/、を桜前ヌせるご

(: 7)にj、めム2ゐからである 今IEi浮かび」が Jでうた C[-!定的正烹Jの問題5

I け F も次のよつなものがある。こ 1 し ι をいか:'-~ ~;;.lE( 健保すふかがまさ ι 同

われるのであるー

1 十分なミム完全が去半l二尽くされにか

辺芋 77の透明竺 久性主主のl又桜など}

m 鈴木前荷今日 1:)8 G4円に、作石川l有品にも討作権をど去る二との3E台九

{f>9 .. ;:;とし、さムiこ「日j点惟伴;1む不 l~....: (にノツの 11F~;TJ.'T有 ltf.ヤトポラヲ〆

7がF主宅する ;/y'，!::.Gう; 1いつものも紹介LCいQ

ョ t'3;'~DO 2計rQ 二の r二 7_ .r凡 JZ、おそ，:)< ::-i初円滑f七法 1 台わせご
叶られと" とl'忠われ、止サ.8fT正行::茶っく沿設マ)'i:'-;'~ L， -C IJ 可存自~n ご

ィ、 fラrであると、立は，Hrllている。
り l 本末、討ι~]法人一/、/ンヨン情J~"リンタ一地tその没'åi を jOわなければならな

いのすが、 2[-1.]規模で人材中時~~'C"きるほどのよ手前jはな f て'，，'，なし~地域的

組五訟を主iJ~会合の賀、T)担保をど i "ξ かが河題ルなってくミ J

1 :3!'J Iti止、ふ()~)<314)f3S?
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"，分合官報が交互に与えられムか♂

J長率の妄筒、長烹1多拝~~: T'-;;1なと匡語り、積τ7喜三等だけ vむなく、法制f:¥t'ノ〉

然河口も必吾、次世ノJLへの不;fl:l止はないか l

:L 長汐て1移行使舎の取り扱l、υ字削開封 C)毛主l、事授の説得の禁1卜なと、

1 出;';~'.妥 l壬;:;1\しつ主主 J f-" (少な¥レも注住之抗議lおいて，J禁にも つの方法J

日 参}!]:'{j-の111問主主の禁，1，. 1，守i-:停，1，-亨グ)繋" 反土寸行一ヘ内 fレ)ン十

ホ Jナハ，61τちのと 不平下;ペう-;ptT有Jtの.WιL、口
わ 原始規約ではな久、説、会決設によ Jて甥約をよ、認Lてお「必要日

? 淀rïíI・ f民主役ク〉手伯父換問主J舎の問;，~，-， i~1 ヂt'C)確保

請求(i)イ出;'fr;口

メ :iL :;'1f住民 _1::c?) I品設の重要注 た，，'

不お!;~:-~~{への売 1変

制lえが変えられない以上、ニザ: /'，手況を公三にJ!EJl':めるこ(レが;~<..(;，うられ

る、そ;1"が、管珂{組合っす彼自γヲる レであり、最紙1;1，，"体町市:jf'J~:: ~て心 l 多

数渋d が訟められるヂとごあるこ考去る v

第四節 問題の行方・課題

し世代聞の衡平の論点から

l主主5去問題で、少氏自il((なる事えの喝行iJ高齢石で{().1:;:' 「弔の苧f刊しおl、

と~-' )']l，:I!l]な安L疏，あっとり言「むつ率九 l二、耐とでcロ シカ河坦めむい、 i!えf士ま

け、転席ぃ r:jl~去っFな'，-'というす争j↑情古宅を:花f

慣[し〆 CIは土、第 t章戸 C取りJ岐Jjつλとヲl日t可ilii!T潤伊北]7，会~ì什j下円守11'ワパ一トメン卜の:注主E芯子えにおν ても

単身r市m日μL存軒号1ド土[てした戸烹z拘附令者!対して荒約共原市分本設定しそこド終身-cf十三
わ付ゐ Jこ;ご耐性Lf:5r な止、十王々な土L窓 16:<: ，~; _'; -，-.-¥るはずなのごあるr

こう L7三、 I¥!I廿代としての、日出う昔、中年、汗-[1'if:1 i~ こいス間期もあるが、

もう世 1..J!?i J大-;~仁ど、次 ;11 代ヘジ)間程も 4 えな"ればならなし}てれは有[í市景

観(よ 1-\~ -~:;:き才しるよ~.;車内r，~;l]iυ であるつ人口t以内Lt;;:'ft になっ介にもかかわら.，

。}シ/'，Jジウ I，'-:(./〆ゴ /l士:替安 J与巡る王と実践北大法学論集 {i::)【きる

二弓 (:!OOG::3b:-)主j口

山その他、 T)パーヌ モゲージさIj:支なとも与えられる 3

口 l 十川H;: だれ E 宇佐士、説。ノミ実ヨ i町、;工芸モぜ年〆~O -titft間関係かわ考える公

~::: '1'字00:，/'リ ~I 自引 ，14(oJ 
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i士七ストックを考えず:，-~tQ高層才シシヨンが林ii.--q- れ :.J\ 未来によ号去のス号ム

イヒしたマンン -Jj をタ告す、とになる vどあろう!、そう I 7'.人もi干主ぬマン Lゴ

ンがイ~J世代詩h にわ λ って景政争奪い、)~ユ司令奪うことになゐのど そう ν っさ、

昧でl玉、;花{{'1;iefきh なるのがわか(て， ，て、駅同三み申;古書 Fゐζ な?二品

を:f':"If!{んな包めるのIJi-H.:~ -c，-rt子三 L'~' .あり方トは'~¥えなし"亡、中こする 花、!手、 "1 
法川町の7史書11I土、将来世代; とってイ叶ーおとなる 4のに討 l 七、 i児約一刊代;警

鐙イト '1らムし、食'，，).1 1 める方向へ司刀、 7 べ~~ . ，-" ~ちる l ィさえる l;t{!1{ ;Jーく J戸荷事，~-­

惜していくこ(レ::1;) 疑院を感じるし、 J こかで会内法，~を引き継〈世代刀4あゐ

レいうのはるまり L も!，Hl代的長責任であるの貨のj司い注 bス ιγ ケを目指ヲ

意味で;~.f1手不満杯法築物うど二戸:~I) 制イてに浅 fミな v と 1、ぺ 11-、 )レが.v:要である 2

11， 7工ミニズムの論点から

また、完売もある芳P木、二Clr<./ ~/ :'! ょの止.'fx:O::問題に影を落Jてしている万枚

以マ〉シ弓ンごあるヰ土*祭人二 ポラス:こ10主主年河た七 人("{1/v --::.~いた'す

1:1'んは、身よりもな¥ヲミ;主孤独ど lいうれ耳，:l也の被;.~マンシヲ>- ì1~ 汗苔 1I1rふ
(]) r彼氏弛クラつJがま Jめと升子を読むと、市いこ人いっ It'えと引があ

る 1 申込が集会に出席"ると、大事~.O)男的人í~{\!. ち i 九り、 おんなのく立にj-;

まそ ご:.Jヵτ妊V'とF戸、っと λか] ;:1~ をしよかにするな上』なと，1:見直を浴びせら

れるあう 1 な;ノl まじ たラi('"~あ品、その地、 Lどとどうら J いろことで{二 t-k0:) 

対日三も御;併合 n-，，"，，あっとこ i'.MJJ!われ4Jの，あ之1-;

高音ん吉でLかも芳信である志lTl王将に以刻で、 去し7取って ν る年三主~:)符も少

なくも三らに法よな追加融資やしてもらスる可能1こも少な'，，'こよ仁、牧理的に

たU'-;'; ドJ止参加できな、、と、、うこと Lなる まれ、こうしれ人ナー九 Jム(~1~M~2: 

にょっと!争う 1力 J もな¥、取引うらtm発JEき?のIてカド;干l' てしまい、 j主主

主決去に賛成を1<刑してすら15か士:}れはttI~) ;'ど~.，という、主之、に法問乏が想

其'!tj 南京よ学i1i円五会、加問l 宇佐J:l のミ主連盟，:..~~.f ~い一世代問宗任を l 玄

仔あるヨt1:J に 1~将来配慮ノド与、 ~i た政策ヘ転挽ヲ G とが必苓だと説〈

また 1311村呉太叩慌 rrt~_ 代女i軒 l' :とe')球環と治:Eiltij I 員し芋詳 á~ ， :21引のにおν，，-(-， 

l現在11;.At!-.I守穴 :11 代主 O)~~ にし:1t 口!位 re':~i:)1 が杭f" l'}づて いて l羽

f:titf-\~ は将石毛世代 l 対.-点:配いもシ/)ど ~~r11 を七 L てし ιζJ [長谷;1:-'4、第1::
者 3口行員

!日当;埼.n-::nULil!~f心工 98了1

1" J Iti止、ふ()~/ <31つ)f3S。
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F:.".しない行、はl目前こまれていωのご恥〈』

もう つ、ふ意形成!，:':j七いてfi';t奇Lてお号た'"， (T)~; 、管内?制j/o:--'こ Jついて、 l三

l んと理事・理事長 Jν、つんメンバーがヲjとと惰 .cA'~ ，~ i'~ こいゐ点 C ある r 忍 1;，1

ょして、男性がR分所/J音 l、名義人 J であωtこ凶、伊高いことがあけんTLのH

が、マンンヨン，，::jヨけるコミ J 三 rィの中心どある女史がある温度のよじさで1型

1の構成賓となるべき "Cあλうこ私は考ズる作士Jr.-.1"長のキくが iLL住近1が入

;;:， }~ F.Iiがま jまらなくなる J I )主事たのF.Iiがオぐlてまって;まうーなどι とう

も[<判軽視シも 1れω考えがあり 苧安定位をほだす，.;:);，;長百でき芳形成がう三

くu、か在い うの?で凶!~ iユコているよう:，.:':，i~l う 'T' ~だ 1でに、男よとInJ権か η

I もはや、 jo]l曹は ~1二')引にな Jったのか、 ι 男 I;.，:''-r芋勺といわれるよつになり、

持j[;:!土 ド等!から さ会見・?}[i出j' へ)をわりてきてしる 167ヴ円、同育、昔を

内心，~-g~:TI用組合 Cはこのアイデンテイヰイがm解されといないこ Lが多い
心だiか~マ/シ辺/心コミエ -7イを支えといるのは主性 rあるかじコ、女性

向アノデンユイア(I日々桜摘するよとなく、出 ζ干のフム ζ ニズムの樫::j;Jを 1'-;タ

準道理mあJ (ご盛¥')込む乙うなこ Yも必要 jなってくるのではないかとさズ匂
oコεあQ のつま灯、な十:部公1いつぶつな沼事会より :"1止のk，五 F扱うの C(ぷ

なく、 #11-fーのうすコ少なくとも数人;立京小主を人わるなとの配怯刀、d必要だと干'，(;;::，4

(. -c ，，，-，る。

今一|μ111問題提起Lζ とめる炉、先述L丈 rlil1e向の問題J も古均、この「ツ J

ミニスム問題 l への ?7日 -;:-i7~':立、「二r スニンテイ J 17， (i;..:.-f誌では取り上げ

l川 ;:t67-~~ r.B 。

り/λ~S恭子「共片のけ、ít学J i.有を院選喜、 2(:(:(:'1 九8Ti

同母:)え(主 rンン-.ワレ/."ヂ /fr~llf ，~樹監訳、中附きれた 'T.1主l

/ ;J、書房、リω3) :/6(~--:1.り7頁

l 長~ 1~ 

69 'í!rr]人員;;:こ l士、女悼の古 l註 ?"~J-1イデ/ブノ T /そ í1~ i::-~るとごろからブ L ミ

ズムを ~.:l てる思考法、和jえは:'~I'f崎綾子Ir jI. 4lt 旬以渋・法の符i主主、;史 Tノベラ

ル・ 7 ミ ズム c?)，;.L[ i 2: 1.tLJ (効卒書房。 200:-3)があるの l rT号!Ijrづるが、まれ

烹治男立がτ耳ゐ管江刺台;風穴ふ向けゐところかっ始灼ていかな!-tt:_ :めなり
ない

つ'71-1→コ樗胃:i:-U G8 299~300T'1 J:~ 降;お'，，'て、す〆-，' -... . '71.--' --; +y~ 

円、アイワス・ '7;~ -;.Jン・斗ンゲの「正義と;c;.:典的7Fリテ f ケス』にお:.Jふ!j";J

庄の分担に間コ占師<r:士、女泣いうj--tf7有」ぎにお、、てもあてはまる
1 :1.朽化 rンシヨ:T)己資化、スラム'[lが，;1iふう:ユ、管HJcの問題が顕在化ず

~::: '1'字00:，/・ 11;)自4合 14つj
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の問題 f も箱み合"て、/ト従マン/さング〉河~を考え ω上で析と

ヂとな η にくると思うー

:/['年 (2008年 12;:Il2口、 20C;)年内II円以来2年もの1m、礎技と化した380

田町HIJιつ最 ::':;~:O)1キ人であっ f 老夫婦が大沢む放の杭古IJ執行により Z出桃山

台第二亙地」を遣われたコ壮めて昆台裁の十マ折がなされるまで(レの1]日斗j叶プフ

去かコたのごある， 1草雲があり京椅 で'd:'ければ外出て7さない!idてでありとよノう

~"') ~j :;i'T:;) Jt;-需に1ti>コ72、不当なhいの 革、に賛成を写るは jではなかったのか2

老夫婦の均しさもごるこよながら、あら丈めて円択のt~f&立政涼 1 '0':'(土 l ト L か u

だのか、 E号所有↑主力主設は正しかfーとのか.~ミ巡しとしまう。確かに互分所

有権は'，~" .+:な I-jii'T-l権では士い だかい土 1，'，コ、札ji、Eは:+，国権， )j;(まで

足技びで話人されるのほふれ三子一j:-ヤ〉サえがf~ られないであろう。

白半:菖 0))イストン・ハシェラ ルは「立聞の誌斗 j で、 l も[も~(がなかれ

七ならは、人聞は散乱 è 存在いな~) /:'ろっつJ 日記しとい勺つまた、 J軍事

学的地z虫干のす渇から ι ドr-; ド レルアは 'f宇ま 1リ〉埼阿(主主、人向rrィ'(0)
君、礎であ :'1、 すベとの人文活動の背景となると一ごな亡、個々人ぺJ集 ~~L(.こ対し

てfiイ:(主計」戸/デシテ/子 f長fjf Q 」 勺 μ、{十ま'，，'，骨子予 H1ljl 正用方れ~~~オ

を余儀などされと人々の多ど;、「午々しい史実示、 絶え間ないì:~~雫、?

るもの~: -1:;:〆る

I í十卜H~-.. V可山市一記念す三t1， 主人コくり正岸、河 Y!Jてのf十宅・部，1;

議 そ再現代的枝記』第二日:-1t~不信用執半 :j がれ尚討議よ士、リf)07) にお
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